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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「見よ、蒼あお褪ざめたる馬あり、これに乘のる者の名を死といひ、黄泉よみ、これに隨したがふ」


ヨハネの黙もく示し録ろく　第６章第８節　　









　　　　１







　風が吹ふいていた。湿しめり気を帯びた、澱よどんだ風だった。

　ジョセフは、その澱みの正体が死し臭しゆうである事を感じていた。奴やつらを探せば、いつもその澱みに出会う。奴らは生者ではない。死者だ。無む慈じ悲ひなる悪あく魔まに憑つかれた、憐あわれな死者。そしてその死者は、さらなる死を呼ぶ。他者の死を。

　無言のままにガルムを停車させる。ある男から譲ゆずり受けたその大型バイクは、ようやくジョセフの身体からだに馴な染じみつつあった。初めの頃ころは車体を制せい御ぎよさせるだけでも難なん儀ぎしていたというのに、今ではまるで己おのれの手足のように扱あつかえる。

　ガルムに跨またがったまま、ジョセフは視線を周囲に巡めぐらせた。誰だれもいない。いるはずもない。時刻は深夜。ドイツ郊こう外がいでもとりわけ治安の悪いその一画を徘はい徊かいするような物好きは、そうそういるものではない。しかし、確実に気配だけは存在していた。奴らの。死人特有の、不ふ愉ゆ快かいな気配。

　停車させたガルムのエンジンは依い然ぜんとして噴ふかせ続けていた。その音が奴らを呼び寄せるであろう事は想像に難かたくない。奴らはどういうわけか機械を好む。バイクに限らず、自動車、小しよう銃じゆう、そういったものに誘さそわれるように奴らは現れる。

「……来たか」

　ジョセフは独り言ごちた。周囲にあった奴らの気配が、既すでに自分からそう遠くはない場所にまでにじり寄って来ているのが分かる。あと数秒。数秒の間、待っていればいい。そうすれば奴らは飛び付いてくるだろう。燃え盛る火に飛び込む蛾がのように。

　そんな事を考えた矢先、音がした。地を蹴ける音。ジョセフは握にぎっていたアクセルを一気に捻ひねる。轟ごう音おんと共に急加速したガルムの推力は、容よう赦しやなく身体を後方に引き離はなさんとしたが、ジョセフは前ぜん傾けい姿勢を取りながらそれを堪こらえ、同時に、目を閉じた。

　後方では死人の唸うなりが聞こえる。

　一体、二体、三体──気配で分かる。ガルムの高速度についてきている。

「やるしかない……」

　思わず呟つぶやいていた。それが自分の心の中にある迷いのせいだという事を、ジョセフは理解している。しているが故ゆえに、歯は痒がゆい。迷ってしまう己に、怒いかりを禁じえない。

「やるしかないんだ……！」

　再度、今度は意志を込めて呟いた。迷いが消えればいい、そう願いながら、ジョセフは己の身体に目覚めを促うながした。大脳新皮質から迸ほとばしる電流パルスは神経を辿たどりジョセフの肉体を構成する細さい胞ぼう、その一つ一つに命令を下していく。

　──殺せ、と。

　奴らを殺すために。奴らを滅ほろぼすために。そしてその先に待つ、あの男を止めるために。

　己を殺す。己の肉体を滅ぼし、新たな己を生み出す。

　それは再生。それは転生。人として生を受けながら、人として死ぬ事を許されなくなったジョセフにとって、その肉体こそが本質。そして真実。

　ジョセフの右掌が熱を帯びる。刻まれているのは、ソロモン七十二柱、序列第七十二位、アンドロマリウスの紋もん章しよう。ジョセフが持つ力の象しよう徴ちよう。悪魔の印。そこから漏もれ出す青白い光は、やがてジョセフの全身を包み込み、ジョセフの肉体を変質させていく。

　黒い天使、或あるいは悪魔と呼ばれるその姿──ブラスレイターへと。

　望んでそうなったわけではなかった。

　そうならざるを得なかった、それだけの話だ。

　そしてそうなってしまった以上、ジョセフに取る事のできる行動は、戦う事しかなかった。

　ガルムの車体を急旋せん回かいさせ、後方、自分を追って来ている者達に進路を向ける。
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　奴ら──悪あく魔ま憑つき、デモニアックと呼ばれる者達はジョセフの行動に何の感情も見せず、ただ、ひたすらに突つき進んで来ている。デモニアックに感情などはない。奴らは死者なのだ。死後、悪魔の血を受けて変じた憐れなゾンビ。

　アクセルを噴かせる。速度が上がる。皮ひ膚ふに受ける風の質感は、もはや生身の時に感じるそれとは大きく異なっている。風は湿り気を帯びていたはずなのに、今のジョセフが感じるのはただ乾かわいた空くう虚きよな何かだった。けれどその風が含ふくんでいた澱みだけは、ブラスレイターとなった今でも感じる事ができる。その死臭、悪魔の臭においだけは、ブラスレイターとなったからこそ、より一層強く感じられる。

　速度を上げたガルムの車体が、先頭を走るデモニアックに激げき突とつした。後方に吹き飛ぶかと思われたデモニアックは、予想以上の力でガルムを押さえ込んだ。

　舌打ちをし、ジョセフはそのまま、デモニアックを押しながらガルムを走らせる。デモニアックはガルムを止めようとしているのだろう、車体を押さえたままで脚あしを突っ張り、身体が後方に投げ出されるのを堪えていた。その足元にはアスファルトとの摩ま擦さつで無数の火花が上がっている。デモニアックの肉体は、金属質に変化しているのだ。今のジョセフと同じように。

　他ほか二体のデモニアックがジョセフに迫せまっていた。そして自分が押し続けているデモニアックの指先は、ガルムと同化を始めようとしている。想像以上に厳しい展開で戦いが始められてしまった事に、ジョセフは苛いら立だちを隠かくせなかった。ガルムとの同化を許せば、ジョセフの戦力は削そがれ、勝利を得る可能性は限りなくゼロに近付いてしまうだろう。機械と同化したデモニアックの戦力向上は既に体験済みだ。ましてそれがガルムであれば、これまでに体験したそれを遥はるかに凌しのぐ存在になってしまう事は分かり切っている。

　デモニアックには意思はない。奴やつらは死人だ。死人に意思はない。しかし奴らは動く。それは昆こん虫ちゆうが誰だれに教えられずとも捕ほ食しよくし、生せい殖しよくしていくのに似ている。つまりは本能だ。悪あく魔まとしての本能。デモニアックは人を殺害し、己おのれの血を媒ばい介かいに同種を殖ふやす。機械を好むのもそれと同じだ。奴らは本能で知っている。誰に教えられずとも、己が機械と同化する事でさらなる力を得られるという事を。

「しつこいんだよ……！」

　呟き、ジョセフはガルムのハンドルを力任せに引いた。前輪が僅わずかに浮うき上がり、その拍ひよう子しにデモニアックの同化が綻ほころぶ。さらにそのままアクセルを全開にして加速を促すと、ガルムはデモニアックの身体からだを登るようにして突き進み始めた。正面からの衝しよう突とつにさえ耐たえたデモニアックの身体だったが、もはや限界だったのだろう、ガルムの車重に押し潰つぶされるようにして、血を噴ふき出しながら崩くずれていく。それが崩れきってしまう前に、ジョセフはガルムを駆かって中空へと跳とんだ。崩れ始めていたとは言え、それなりの質量を備えたデモニアックの肉体は恰かつ好こうのジャンプ台だった。

　あと数センチというところにまで迫っていたもう二体のデモニアックの攻こう撃げきは跳ぶ事で回かい避ひできた。しかしそれだけで済まない事は分かっている。奴らの戦うための本能を見くびってはいけない。それが、ジョセフがこれまでの戦いの中で学習した事だった。

　予想通り、二体はジョセフを追って跳んできた。その身体能力は、おそらく地上のどんな生物よりも優すぐれているだろう。強力な脚きやく力りよくで蹴けられたアスファルトは大きく陥かん没ぼつしていた。ジョセフはそれを見た。夜の闇やみの中にあっても、どれだけ距きよ離りが離はなれていようともそれがはっきりと見えるのは、ジョセフがブラスレイターだからに他ならない。デモニアックの身体能力があらゆる生物を凌りよう駕がするように、ブラスレイターたるジョセフもまた同じく、他生物を圧あつ倒とうする力を身に付けていた。

　例えば──腕わん力りよく。

　跳ちよう躍やくしジョセフを追ってきたデモニアックのうち一体、その頭部を、ジョセフは摑つかみ上げる。既すでに振ふり上げられていた悪魔の爪つめは、ジョセフの右みぎ腕うでに激しく食い込んだ。だがその爪がジョセフの腕を貫つらぬくよりも速く、ジョセフの腕力はデモニアックの頭部を破は壊かいしている。常人が卵を摑み砕くだくように容易に。

　デモニアックは奇き声せいを上げ、陸おかに打ち上げられた魚を思わせる動きで身体をバタつかせ、そして、停止した。魔に魅み入いられた死人は、この瞬しゆん間かんにただの死人となり果て、何の価値もない肉につ塊かいとなる。ジョセフはそれを、残る最後の一体のデモニアックへと投げ付けた。

　しかし、遅おそい。

　デモニアックは身体を大きく仰のけ反らせ、投とう擲てきされた骸むくろをかわしている。

「鬱うつ陶とうしい……！」

　デモニアックなど、ジョセフにとっては目的を果たすための道標にしか過ぎない。こんな存在に必要以上に時間を割さいている場合ではない。

　ジョセフが討うち果たすべき存在は、他にいる──あの男。あの男を倒たおさなくてはならない。止めねばならない。それがジョセフの使命。念願なのだ。

　あの男。ザーギン。聖者のような顔をした、正真正しよう銘めいの悪魔。青白い騎き士し。

　それを倒さねばならぬ以上、デモニアックごとき小物に手を焼いている暇ひまはない。

「終わらせる！」

　そう叫さけんだ刹せつ那な、ジョセフの神経回路にこれまでとは別種の電流が走った。それはジョセフの脳に干かん渉しようし、怒いかりという感情を引き起こす。

　怒り、だ。

　それはやり場のない怒りだった。ザーギンという、求めてなお追い付けぬ存在への、やる方ない憤いきどおりだった。それ故ゆえにその怒りは巨きよ大だいで、深しん淵えんで、ジョセフの感情を覆おおい尽つくすには十分だった。

　ジョセフは、肉体が疼うずくのを感じた。細さい胞ぼうの一つ一つが蠢うごめくのを知覚した。筋肉組織がはち切れんばかりに膨ぼう張ちようする。体表を覆う外骨格が軋きしむ。右手に刻まれた紋もん章しようは熱を帯び、痺しびれるような感覚をジョセフに与あたえた。

　中空に跳んだガルムの車体は、既に降下を始めていた。跳躍によって上じよう昇しようしていたデモニアックと、ちょうどすれ違ちがうような恰好になる。頭上を取られた形。戦う上で、この態勢は不利になる事はあっても有利に働く事はまずない。

　頭上のデモニアックは不快な叫びを上げながら右腕を下方、ジョセフに向けて構えた。その手には拳けん銃じゆうが同化されている。ジョセフと遭そう遇ぐうする以前に、既に同化していたのだろう。もはやグリップやトリガーは存在せず、右手から銃身だけが飛び出しているような外観だが、それが大口径のものではない事だけはどうにか視し認にんできた。

　ジョセフはガルムを踏ふみ台にし、頭上へと跳んだ。

　まずは一発、遅おくれてからさらに二発目。ジョセフを狙ねらい弾だん丸がんが発射される。

　ジョセフは避さけなかった。避ければガルムが被ひ弾だんする恐おそれがあった。戦せん闘とう用に生み出され、ある程度の銃じゆう撃げきには耐えうる構造を持っているが、当たり所が悪ければどうなるかは分からない。そんな事態を招くよりはむしろ、ジョセフ自身が身体からだで受け止めてしまった方がいい。所しよ詮せんは拳銃の九ミリパラベラム弾だ。ブラスレイターとなった今、その程度の弾丸で致ち命めい傷しようを負うような事はない。

　一発目は左ひだり腕うでに。

　二発目は腹部に受けた。

　痛みがないと言えば噓うそになる。しかし悲鳴を上げる程ではなかった。ジョセフは上昇しつつ、右手で手刀を形作る。跳躍の勢いを利用し、デモニアックの心臓部目め掛がけ、一気にそれを突つき出す。

　何も問題はなかった。デモニアックの外骨格がいかに金属質に変化していようとも、ジョセフの持つ力の方がそれを遥はるかに凌駕している。手刀は一いつ瞬しゆんのうちにデモニアックの肉体に触ふれ、突き刺ささり、埋うまり、そして再び外の世界へと解放される。同時に、ジョセフの右腕を伝うのは、痺れるような、焼け付くような摩ま擦さつの感覚。

　デモニアックの肉体を貫いた後、ジョセフの右手にはしっかりと、もはや人の物とは言い難い程に変容したデモニアックの心臓部が握にぎられていた。

　そのまま右手を引き抜ぬき、反転してデモニアックの身体を蹴り付ける。降下。眼前には下降中のガルム。蹴りの勢いを利用してガルムに飛び付いたジョセフは左手でハンドルを操あやつり、着地時の衝しよう撃げきを少しでも緩かん和わするべく態勢を立て直した。

　轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、衝撃が体を伝う。ガルムは些さ細さいな故障をした様子もなく、ジョセフの被弾した傷は既すでに治ち癒ゆを始めていた。

　いつものように。

　遅れて、ジョセフの背後でデモニアックが空中から地面に叩たたき付けられる音がした。ジョセフはガルムから降り立つと、そちらの方に向かって歩き出した。右手にはまだ、デモニアックの心臓が握られている。それはまだ、活動していた。死人の心臓でありながら、奇き妙みような事に、それは脈打っている。機械のような異形となり、一個の生物のように、ひくひくと蠢いている。

　地に伏ふすデモニアックは、既に身体が崩ほう壊かいし始めていた。落下の衝撃のためではない。心臓部を奪うばわれた事で、ただの死人に戻もどろうとしているのだ。

　ジョセフは一歩、一歩とそれに近付きながら、自分がまるで宿敵と対たい峙じしているかのような錯さつ覚かくを抱いだいていた。先程、束つかの間に抱いた怒りが、未だジョセフを支配しているのだった。心臓を握る右手は熱く、視界は狭せばまり、周囲の雑音は一切耳に入らない。キイン、と響くような耳鳴りが、ずっと続いていた。

　デモニアックがジョセフを見る。それは赦ゆるしを請こうている憐あわれな咎とが人びとのようだった。

　しかしジョセフは赦しを与えない。デモニアックに見せ付けるように、握っている心臓部を高く掲かかげ、そして、握り潰つぶした。

　デモニアックが断だん末まつ魔まの叫びを上げる。ジョセフはそれをしばし見つめ、その後、伏したデモニアックの亡なき骸がらを踏み付けた。何度も。それがもはや骸むくろでさえなく、ただの粉ふん塵じんとなり果てた後も。何度も。踏み付けた。踏み躙にじった。そうせずにはいられなかった。そうしなくては、自分が自分ではいられなくなるように思えた。

　数分が経たち、ようやく我に返ったジョセフは、大きく息を吐はき、ブラスレイターから人の姿へと戻る。右手に帯びていた熱はもはやなく、代わりにデモニアックの心臓部を握り潰した時の不快な感かん触しよくだけが残っていた。唐とう突とつに不快感が込み上げ、その場に蹲うずくまって胃の内容物を吐き出してしまう。

　やるしかない、そう考えてはいる。悩なやむまいとしてはいる。しかし、我に返れば、いつもその不快感を味わう。

　仕方がないのだ。デモニアックを救う方法などない。彼らは死人だ。死人を生き返らせる事はできない。ああなってしまった以上、彼らを殺す事だけが、彼らを救う手段なのだと、そんな事は分かってはいる。しかし分かってはいても、それがかつて人だったものを自分の手にかけるという行こう為いである事に、変わりはない。

　何もかもが違ちがう。もはやそれは人の見た目をしていない。柔やわらかな肉の感触がない。噴ふき出す血に温あたたかみがない。助けを求める哀あい願がんの声も上げないし、怯おびえたところで表情一つ変えたりはしない。それは人ではない。

　しかし、かつては人だったのだ。それだけは、紛まがう方なき事実。

　そしてその事実がある以上、自分はこの不快感を拭ぬぐい去る事はできないだろうと、ジョセフは感じている。今のジョセフは。

　ゆっくりと立ち上がりながら、ジョセフは右の掌てのひらを見つめた。刻まれた紋もん章しよう。ブラスレイターの証あかし。ブラスレイターとなった自分が、過度に残ざん虐ぎやくである事に、ジョセフは畏い怖ふを覚えていた。いつもそうだというわけではない。原因は分かっている。怒いかり、憎にくしみ、そういった負の感情が引ひき鉄がねとなって、自分を見失ってしまう。

　それが分かっているのだから、あとは自分の感情を抑おさえ込めばいいだけの話なのだ。だが、駄だ目め……できない。自分が怒りや憎しみを失うという事にもまた、ジョセフは恐きよう怖ふを感じている。自分はもはや人ではないと理解していても、人としての感情を全すべて捨て去る事ができない。怖こわい。そんな事をすれば、自分もまたデモニアックとなんら変わりがないような気がして。

　右手を強く握り、ジョセフは空を仰あおぐ。

　あの男なら、おそらく、己おのれの目的のために心を捨て去る事くらい、平然と成し遂とげてしまうだろう。今の自分の有様を見て、あの男は何と言うのだろう。

「ザーギン……」

　自分が発したその言葉のあまりの弱々しさに、ジョセフは自じ嘲ちようを込めた笑えみを浮うかべ、振ふり返った。デモニアックを追い続けるだけの日々が、もはや何年も続いている。しかし一向に手て掛がかりは得られないままだ。

　世界を終わらせる。ザーギンはそう言った。

　しかしこれまでに起こっているのは、時折各所にデモニアックが現れるという事象だけ……そんな事でとても、世界が終わるとは思えない。ましてや今では、軍部によってデモニアックのための「ＸＡＴザツト」と呼ばれる部隊も編制されている。悪あく魔ま憑つきと言っても、所しよ詮せんは智ち恵えのない獣けものだ。そんなものを生み出し続けたところで、訓練された軍隊を相手にできるわけがない。少なくとも、現状のような頻ひん度どと数では。

　考えてはいる。ザーギンならどうするか、あの男なら何を考え、目的のためにどんな手段を取るか。しかし考えてみたところで、何一つ具体的な想像をできはしなかった。元より、出会った頃ころから、何を考えているのかよく分からない、そういう類たぐいの男であったような気がする。付き合いも長くはなかった。出会い、さして時間も経たぬうちに、ジョセフとザーギンは袂たもとを別わかった。お互たがいが人である事を捨てて。

　ザーギンの行動に同情的な気持ちを持っていた時期もある。あの時に起こった出来事を考えれば、誰だれとて怒りに震ふるえ、世界に絶望するだろう。

　しかしそれでも、ジョセフはやはり人間を憎み切れない。ザーギンのように、世界を終わらせようと考える事はできない。

　ガルムに跨またがり、ジョセフはハンドルを握にぎった。次の行く先に、特にあてはない。ただデモニアックの出現したというニュースや人の噂うわさを頼たより、あちらこちらへと放ほう浪ろうするだけだ。

　それが無む駄だな行動かもしれないと思ってはいても──

「やるしか、ないんだ……」

　呟つぶやき、ジョセフはガルムを発進させた。

　夜の闇やみへと。







　　　　２







　剝むき出しのコンクリートに覆おおわれた六面体。一面には金属製のドア。一角には随ずい分ぶんと古びたロッカーが置かれている。ロッカーは立て付けが悪く、開閉を行う度たびに軋きしんだ音を立てた。あたりには汗あせや埃ほこりの臭においが入り混じっていて、およそ清潔とは言い難がたい。

　それがＸＡＴザツト女性隊員に与あたえられた更こう衣い室だった。女性の身にとっては決して快適とは言えないような場所。だが、だからこそ、そこはアマンダ・ウェルナーにとって落ち着く空間たり得た。交通機動隊に在ざい籍せきしていた頃から、そんな無骨な空間に慣れ親しんでいるせいだ。

　空いているロッカーの一つの前に立ち、衣服を脱ぬぐ。手慣れた所作でそれをハンガーに掛かける。私服姿から制服姿に変わる時、アマンダは自分の心を皮ひ膜まくのように覆う弱さや脆もろさも一いつ緒しよに脱ぎ捨てる、そんな映ヴイ像ジヨンを頭に浮かべる。それは交通機動隊在籍時代からの習慣だった。

　そして今、アマンダは真新しい隊服に袖そでを通しながら、いつも以上にその映像を鮮せん明めいに思い浮かべるよう努めた。革かわ製のライダースーツに似た隊服は、生き物のようにアマンダの皮ひ膚ふに絡からみ付き、適度な圧あつ迫ぱく感かんを与える。

「ん……っ」

　と、思わず声が漏もれた。ともすれば、ややきつく感じる着き心ごこ地ちだが、身体からだ全すべてを覆ってしまうと、むしろそれが仕事に向かうための適度な緊きん張ちよう感かんを与えてくれるように思える。

　ファスナーを上げようと手を掛けたところで、アマンダは、己おのれの指が僅わずかに震えているのを自覚した。その震えには覚えがある。初めて交通機動隊の制服に袖を通し、ベルトを締しめた時にも、同じように、アマンダは震えを自覚したのだった。自嘲気味な笑えみを浮かべ、一度ファスナーにかけた己の手を離はなし、それから数度、握っては開いて、という動作を繰くり返す。

「子供じゃないんだから……」

　交通機動隊に入隊した時、アマンダはまだ子供だった。ようやく自分が社会に出る事になるのだという緊張、怖おそれ、不安、ある種の気負いのようなものがあった事は否いなめない。しかし今はもう違ちがう、交通機動隊で数年の勤務を経へて、ＸＡＴに入隊を志願し、過か酷こくな訓練を受けてきた。あの頃の、右も左も分からなかったような自分とは違う。

　それなのに、指先はやはり僅かに震えている。

　或あるいはひょっとすると、自分は高こう揚ようしているのかもしれない、とアマンダは思った。ようやく、ＸＡＴに入隊できたその事に、気が昂たかぶっているのか。

　溜ため息をつき、ファスナーを引き上げ──途と中ちゆうで豊満な胸が邪じや魔まをしてつかえてしまう。

「……」

　しばし自分の胸むな元もとを見つめた後、アマンダは結局ファスナーを閉め切る事を諦あきらめてそのままロッカーを閉めると、更衣室の外に向けて歩き始めた。ワンサイズ大きめの隊服に換かえてもらえば、胸元を閉める事もできる。だが、そうすれば今自分を覆うこの圧迫感とそれに伴ともなう仕事への緊張感を失いかねない。

　部屋を出ると、冷たい空気が鼻を抜ぬける。胸元はいくらか肌はだ寒ざむい。しかしそれもまた、気を緩ゆるめないためにはちょうどいいのかもしれない。

　アマンダは他ほかの隊員が待つブリーフィングルームに向かって歩き出した。

　歩きながら、今この時に至るまでの時間を思う。人のために尽つくす仕事がしたいと、警察官になる事を夢見た幼い日、そしてその夢を実現させた数年前。交通機動隊での様々な仕事。そこで感じた現実と挫ざ折せつ──

　全てはあの存在のせいだ。

　悪あく魔ま──ＸＡＴでは「融ゆう合ごう体たい」と呼ばれている。

　世間ではデモニアックとも呼ばれるその存在が頻ひん繁ぱんに街に現れるようになってから、アマンダは何度も自分の目の前で人々が死にいく現場に遭そう遇ぐうした。融合体の力はあまりに強大で、並の人間では太刀たち打うちができない。警察でさえ、融合体の前ではあまりに無力だった。為なす術すべもなく無残に殺されていく人々を見、いつしかアマンダは力が欲しいと願うようになった。人々を守るための力。人々のために尽くす事の出来る力。力がなければ、自分は何もできないのだと思い知らされて。

　ちょうど、そんな頃ころだった。軍部で対デモニアックに特化した特とく殊しゆ部隊を設立するという噂を耳にしたのは。少人数のチームで動くため、小回りが利きき、既き存そんの部隊のように無意味な規則や頭の固い上官の指示に縛しばられる事のない特殊部隊。「Xenogenesis Assault Team」──通つう称しよう、ＸＡＴ。

　アマンダはすぐさま入隊を志願した。ＸＡＴは、軍部の者に限らず、警察などの一部の公務員からも志願者を募つのっていたのが幸いだった。厳しい訓練があると聞いても、怯ひるむ事はなかった。何も問題はない。自分の為すべき事を為す、そのためならばいかなる試練にも耐たえられると、アマンダは信じていた。

「……おいおい、その胸元はどうにかならないのか？」

　ブリーフィングルーム手前の曲がり角で、アマンダを待っていたらしいヘルマンが壁かべにもたれたままで苦く笑しようしていた。ヘルマンは、アマンダと共に交通機動隊からＸＡＴへの入隊を志願した同期生だった。ヘルマンの方がアマンダよりも若じやつ干かん早く訓練課程を修しゆう了りようし、ＸＡＴに配属されている。アマンダにとっては、その事実がいささか歯は痒がゆい。
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「この方が楽なんだもの」

　そう答えて、アマンダは髪かみを搔かき上げた。

「ま、その方がお前らしいとも言えるがな」

　交通機動隊時代から、アマンダは決して規律正しい隊員ではなかった。時には独断専行で行動する事もあったし、その結果、手痛い失敗をした事もある。しかしそんなアマンダをいつも理解し、規則に厳しい上司の諫かん言げんから庇かばってくれていたのは他ならぬヘルマンだ。そんなヘルマンと共にＸＡＴに入隊でき、なおかつ同じ班に配属される事になったのは、アマンダにとって重ちよう畳じようと言うより他はない。気心の知れた者同士という事もあるが、何より、ヘルマンとなら言葉がなくとも連係が取れる、そんな信しん頼らい関係を既すでに築けている。

「……行こうか。皆みな、待ってる」

　二人、並んでブリーフィングルームの前に立つ。一度、大きく息を吸い込んだところで、ヘルマンがアマンダの背を、ぽん、と叩たたいた。

「あんまり緊張するなよ。お前なら大だい丈じよう夫ぶだ」

「緊張じゃないわ。ただ、気持ちを切り替かえようとしただけ」

　事実を述べたつもりだったが、強がりとでも思ったのか、ヘルマンは肩かたを竦すくめた。アマンダも特に反論はしなかった。既に壁一枚を隔へだてた場所にＸＡＴ二班の面々が揃そろっている。そんな場所で口論をするわけにもいかない。

「ヘルマン・ザルツァ。新人隊員のアマンダ・ウェルナーを連れて参りました。入ります」

　そう告げて、ヘルマンがドアを押し開けて部屋に入っていく。アマンダもそれに続いた。

　ＸＡＴの二班は五名。そこにアマンダが加わり六名となる。

　最初にアマンダを迎むかえてくれたのは、二班のリーダーであるウォルフだった。ウォルフとは既にＸＡＴの訓練課程修了時に顔合わせを済ませている。

「よく来たな、アマンダ」

　ウォルフは席を立つと、アマンダに近付き右手を差し出してきた。その手を取り、体を寄せ合い抱ほう擁ようする。アマンダも女性にしては大おお柄がらな方ではあるが、ウォルフはそのアマンダよりも頭一つは背が高い。しかし瘦そう身しんではなく、黒色人種特有の骨太さに、鋼のような筋肉を持っている。軽い抱擁だけで、その事が分かった。

「慣れないうちは戸と惑まどう事もあるかもしれんが、同じチームに属する以上、俺達は家族も同然だ。分からない事は遠えん慮りよせずに聞いてくれ」

「ありがとうございます」

　礼を言い、アマンダは室内に視線を巡めぐらせた。訓練課程においても、ＸＡＴの班構成は学んでいる。一名のリーダーに、一名または二名のアタッカー。これはそれぞれウォルフとヘルマンだと分かっている。そしてアマンダはアタッカーとしてこの二班に配属される事も。となれば、残りは二名のスナイパーとアナライザーと呼ばれる分ぶん析せき担当の役職だが、室内に存在している三名の誰だれが他ほかのどの役職かまではアマンダには知らされていない。

　アマンダはまず、双そう眸ぼうが隠かくれてしまう程ほどの長ちよう髪はつの男の方に歩み寄った。男は腕うで組ぐみをした状態で壁にもたれていたが、アマンダが近付いても自分から歩み寄ろうとしない。

「今日から二班に配属される事になりました、アマンダ・ウェルナーです」

　そう告げても男は動かなかった。クチャクチャと音を立ててガムを嚙かみ続けている。髪の毛のせいで表情が読み取り難がたい。

「よろしく」

　右手を差し出したがそれでも動こうとしない男に、アマンダは苛いら立だちを抑おさえられなかった。世間ではよくある類たぐいの新人苛いじめではあろうが、人の命を救うための部隊において、隊員同士の和を乱す行こう為いを平然とやってのける、その根性が気に入らなかった。

　アマンダは男の右手を無理矢理手に取ると、そのまま強ごう引いんに相手の身体からだを引いた。勢いを利用して相手の右みぎ腕うでを背中の方に回させ、そのまま関節を極きめ、

「……よろしく」

　と告げてやった。

「痛いっ、て！」

　ようやく声を上げた男が、背中越ごしにアマンダを睨にらむ。髪の毛の奥に隠れていた瞳ひとみは、思いの外、優やさしい光を帯びていた。アマンダと男のやりとりを見て、部屋の隅すみにだらしなく腰こし掛かけていた白はく髪はつの男が、クッ、クッ、と笑いを漏もらす。

「ヘルマンの言ってた通り、元気のいい新人だな」

　白髪の男の言葉に、長髪の男も笑いを浮うかべ、

「ああ……とりあえず、大事な場面で怖おじ気づいたりされる心配はなさそうだ」

　と言った。アマンダはそれを受けて長髪の男を解放する。男はその勢いでクルリと回転してアマンダの方に向き直り、改めて右手を差し出してくる。

「ブラッドだ。役職はスナイパー。ちょっと試ためしてみただけだ。悪かったな」

「いえ……こちらこそ手て荒あらな真ま似ねをしてごめんなさい」

　頭に血が昇のぼりやすいのは昔からだ。二人の遣やり取りを見る限り、どうやらヘルマンが余計な事をあれこれ皆に吹ふき込んでいるのだろう。振ふり返りヘルマンを睨み付けると、ヘルマンは素知らぬ顔であらぬ方向を見ている。

　ブラッドが名乗りを終えたところで白髪の男も立ち上がり、握あく手しゆを求めてきた。

「俺はアル。ブラッドと同じスナイパーだ。二班はずっとアタッカーが一人だったからな、歓かん迎げいするぜ」

　ＸＡＴには現在一班、二班の二つしか存在しない。まだ設立間もないせいもあるが、訓練課程が厳しく、入隊を認められる人間が少ないためだ。そういった理由から、一班は一名のリーダーにアタッカー二名、スナイパー二名、そしてアナライザー一名の六人編制であったのに対し、二班はアタッカー一名の五人編制で任務を続けてきた……と、これはヘルマンからの受け売りだ。

「期待に応こたえられればいいけど」

「ま、適当にな」

　アルはそう言ってアマンダの頭をポン、と叩たたく。飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きの男だが、目付きは鋭するどい。アマンダに背を向けてなお、その鋭さのようなものが肌はだに伝わってくる。敵には回したくないタイプだと、アマンダは感じる。しかしそれは同時に、味方としてはこれ以上ない程ほど頼たのもしいという意味でもあった。

「あとはメイフォンだけか」

　ウォルフの言葉に、アマンダは最後の一人──ブラッドとのやり取りにも全く関心を払はらわず部屋の片かた隅すみで読書に耽ふけっている女性隊員に目を向けた。メイフォン、というのが名前なのだろう。そしてブラッドとアルがスナイパーである以上、彼女が二班のアナライザーである事は疑いようがない。

　アマンダがメイフォンの方に近付こうとすると、メイフォンはそれを察してかぱたりと本を閉じ、アマンダを見やった。アマンダは瞬しゆん間かん、何か寒気のようなものを感じた。それはあまりに冷たい──機械的な視線だった。アナライザーという、計器類と密接した役職だという先入観からそんな事を感じてしまったのかもしれない。実際、一瞬の後、メイフォンは実に人間らしい朗ほがらかな笑えみを浮かべ、アマンダの方に近寄ってきた。

「アナライザーのメイフォンです。同じ女性同士、頑がん張ばりましょうね」

　差し出された手を握にぎると、柔やわらかく、自分とはまるで異なるタイプの女性のように思えた。しかし彼女もまた、厳しい訓練を乗り越こえてここにいる事は間ま違ちがいがない。

「ええ、よろしく」

　そう応え、ウォルフの方を振り返る。気が付けばメイフォン以外の全員が一列に並んでおり、メイフォンも遅おくれてその一列に加わった。

「我がＸＡＴ二班は、アマンダ・ウェルナーを歓迎する。全員、敬礼！」

　颯さつ爽そうとした五名の敬礼に、アマンダもまた敬礼を返していた。

　全員が敬礼を解いた後、室内には和なごやかな空気が漂ただよっていた。それに気付いてか、アルが口元を歪ゆがめ、

「ＯＫ、じゃ、今日は本来なら非番だ。今からアマンダと親しん睦ぼくを深めるために、ビールでも飲みに行く事を提案するよ、ボス」

　と、ウォルフの顔を覗のぞき込む。ウォルフは、役職上の建前からか思案するような素そ振ぶりを見せていたが、すぐに破顔した。

「実に素す晴ばらしい提言だ。俺がもっと偉えらけりゃ、お前に勲くん章しようの一つも与あたえてやりたいね」

　それを聞き、他ほかの皆みなも笑った。

　ＸＡＴは二班構成という事もあり、パトロールを含ふくむ通常勤務は交代制で行われている。勿もち論ろん、要よう請せいがあれば出動しなくてはならないが、融ゆう合ごう体たいの出現もなく平へい穏おんな日々であれば、常勤でない班は本部への駐ちゆう在ざいや待機も義務付けられていない。

　殊ことに最近は、融合体が出現する事件が減少傾けい向こうにあった。と言うより正確には、出現の報や目もく撃げき証言などは以前と変わらずあり続けているのだが、その後、しばらくすると何の音おと沙さ汰たもなくなってしまうのだ。ＸＡＴ、或あるいは警察機関が融合体を捜そう索さくしているうちに、融合体の被ひ害がい報告や目撃証言がぱたりと途と絶だえてしまう。

　その理由までは、まだ解明されていない。

　訓練課程の折、同じ候補生であったカールとその事について議論を交かわした事がある。候補生の間でも、ここ数カ月に及およぶ融合体消失の事実は興味深い案件だった。

「俺はさ、ひょっとしたら神様が奴やつらに罰ばつを食くらわして、退治してくれてるんじゃないかって思うよ」

　冗じよう談だんとも本気とも判断しかねる口調で、カールは言った。

「神様？」

　アマンダが問うと、カールは真っ直すぐにアマンダを見つめて頷うなずいた。

「そう。神様」

　それはアマンダにとって新しん鮮せんな響ひびきを伴ともなった単語だった。アマンダの両親はクリスチャンであったし、アマンダ自身もまたそうであったが、それはそうある事が当然であるという慣習的なものに過ぎず、神の存在を真しん剣けんに信じるような敬けい虔けんさを持ち合わせていたわけではない。ミサや礼拝もあくまで日常行事の一いつ環かんであっただけで、心から神に祈いのりを捧ささげたりはしなかった。両親の死後、アマンダは叔母おばの経営する孤こ児じ院いんで暮らしたが、その叔母はクリスチャンであった。しかしその叔母さえ、神の実在を信じているとはっきり明言した事はないような気がする。

　だからこそ、カールが当然の如ごとく信じるべきものとして、「神」という単語を持ち出した事に、アマンダは驚おどろきを隠かくせなかったのだった。アマンダにとって「神」とは、あくまでただの記号に過ぎなかった。単語としては存在していても、実在はするはずもない、そういうものでしかなかった。

「神が、融合体を退治してるっていうの？」

　議論の余地もない。そう思いつつ、アマンダはカールに問うた。だがカールは特に考える様子もなく、さらりと言ってのけた。

「融合体ってのも、俺は悪あく魔まだと思ってるよ」

「悪魔？　あれはあくまでウイルス性の──」

　ＸＡＴ訓練課程において、アマンダ達は融合体についての基き礎そ知識を叩たたき込まれていた。世間一いつ般ぱんに悪あく魔ま憑つきと呼ばれている融合体は、血液中に存在するウイルスを原因とする感かん染せん症しようという見解が有力とされており、血液の他、体液、粘ねん膜まくなどの交流によって二次感染を起こすのではないか、と。そして感染者の死後、死体を動かすという形で発症する──

「別にウイルス性だと決まったわけじゃないだろ。それに、仮にそうだとしても、それで悪魔だという事が否定されたわけじゃない」

　アマンダが言葉を言い切らぬうちに、カールは言った。そして続ける。

「座学でも、あれは悪魔なんかじゃなく、もっと科学的な存在だと言われてたがね。だが、悪魔が科学的じゃないなんて、誰だれが決めた？」

　その言葉に、アマンダは反論する事ができなかった。確かに、悪魔を非科学的と断じる事に、明確な論ろん拠きよはないのだ。

「ヨハネの黙もく示し録ろくだって、意味深な言葉で書かれてる。四人の騎き士し、バビロンの大だい淫いん婦ぷ、アバドン……今の言葉にしてみれば意味不明な単語の羅ら列れつだ。だけどそれだって、実は疫えき病びようだの飢き饉きんだの蝗いなごの害だの、現実の事象の喩たとえだって説もある。つまるところ黙示録は今の時代に向けて書かれた予言の書だ、ってな。そういう意味では、あの融合体を悪魔と呼んだって差し支つかえないと思わないか？　と言うより、俺はあれこそが、今の世に生まれた悪魔だと思うね。仕組みなんかはどうでもいい。本質の問題さ。死体に憑ひよう依いし、操あやつり、人を殺す……悪魔としての条件は十分満たしてる」

　カールが議論好きな性質たちであり、寮りようで同じ部屋に暮らす者から煙けむたがられているという噂うわさは、この出来事の後に聞いた。しかしアマンダは、その事でカールを毛け嫌ぎらいしたりはしなかった。むしろ、カールの言い分には一理あると思ったし、そういう考えのできなかった自分を恥はじもした。

　確かに融合体は悪魔に他ならない。人々を脅おびやかす存在である以上、あれを悪魔と呼ぶのは自然な事のように思える。

　であれば、神は？

　あの時、カールとの議論は横道に逸それ、結局カールが言おうとした「神」が何であるのか、その事については言葉を交かわす事はなかった。演習の合間の僅わずかな休きゆう憩けい時間の事で、演習が再開されてしまったせいだ。その後カールと話をする機会にも恵めぐまれなかった。カールはＸＡＴの訓練から脱だつ落らくし、神父になると言って郷里の村へ帰っていったと、それはヘルマンから聞かされた事だった。

　もう半年以上も前だというのに、アマンダは今でもカールの言った「神」について考える事がある。融ゆう合ごう体たいが今の世に降って湧わいた悪魔なのだとしたら、神と呼ばれるべき存在もまた、今の世に降り立っているのかもしれない。その神はＸＡＴなのかもしれないし、別の何かなのかもしれない。勿もち論ろん、ＸＡＴが悪魔を討うつ神であるに越こした事はないが、しかしもしＸＡＴでは融合体を殲せん滅めつできぬような事態が訪おとずれる時が来るのだとしたら、その時、自分は神の存在を待ち続けねばならないのかもしれない。

　メイフォンと共に更こう衣い室で着き替がえを始めた時にも、アマンダはふとその事について考えを巡めぐらせていた。今、各地で現れている融合体が起こしている謎なぞの消失。それは本当に神の御み業わざなのか。それとも別の現象なのか。

「……どうかしましたか？」

　隊服を脱ぬぎかけて手を止めたせいで、アマンダはメイフォンに顔を覗のぞき込まれた。メイフォンはアマンダと違ちがい、豊満な肉体をぴっちりと隊服に収めていた。顔を覗き込まれたせいで、開きかけたファスナーから白い肌はだの胸むな元もとが露あらわになって見える。

「いえ……何でもないわ」

　そう答えてアマンダが着替えを再開しようとした時、更衣室のドアを外から激しく叩く音が響いた。続いて聞こえてきた声は、ヘルマンのものだった。

「すまないが非常召しよう集しゆうだ。一班が出動しているのとは別地区で融合体の目もく撃げき情報があったらしい。着替えを中止してもう一度ブリーフィングルームに集合してくれ」

　こんな形で初任務に向かう事になるとは思ってもおらず、アマンダは一いつ瞬しゆん、動どう揺ようした己おのれを自覚したが、しかしその直後、交通機動隊時代にも味わった事のなかった高こう揚よう感かんが湧わき起こってくるのを感じた。

　それはいまだ信じ得ずにいる「神」に近付く事ができる可能性への期待からかもしれない、と、そう考えた己に、アマンダはメイフォンには気付かれぬよう自じ嘲ちよう気味の笑えみを浮うかべ、脱ぎかけた隊服に再び袖そでを通した。







　　　　３







　気付いた時には、手て遅おくれだった。

　ドイツ東部でデモニアックが大量発生したというニュースを見、ジョセフはその場所に向かった。軍や警察による封ふう鎖さの隙すきを縫ぬって移動し、封鎖区画内で活動するＸＡＴザツトに発見されないようにデモニアック達を片付けるつもりだった。無論、何体かはＸＡＴに狩かられてしまうだろう。しかし全すべてをＸＡＴに任せていたのでは、ザーギンに辿たどり着くための重要な手て掛がかりを得られない可能性がある。かと言って、ＸＡＴに自分の正体を知られる事も避さけねばならない。デモニアックと同種の力を持つジョセフを、ＸＡＴがむざむざ放っておくわけがない。研究材料にされるか、それともデモニアックと判断されて追い立てられるか、いずれにせよ、ジョセフにとって有益な結果を生まないのは確かだ。

　封鎖された区画は、平常時なら長閑のどかで実に平和的な場所だろう、広々とした農場や牧場が多く、目に入り込んでくる緑色の多さは、都市部では到とう底てい味わえない。

　しかしその緑の中に、一点、ポツリとインクを垂らしたように紅あかい色があった。

　周囲を一望できる高台で、ジョセフはその紅い点を見た。それは人の血だ。相当な距きよ離りがあるにも拘かかわらず視し認にんできるという事実から、現場がどれだけ陰いん惨さんな状態かが容易に想像できた。

　そしてその場所に向かった。

　冷静になって考えてみれば、あれを目にした時に気付くべきだったのだ。

　無数のデモニアックに囲まれながら、ジョセフは思っていた。

　遠距離から確認できる程ほどの血の海、その血を流したのが一人、二人の人間であるはずがない。もっと大勢の──何十人という人間の血だ。だが高台から見下ろしたあの現場には、たった一つの死体もなかった。

　ＸＡＴが介かい入にゆうし、区画が封鎖されていたという状じよう況きようから、死体は既すでに片付けられているのだという先入観を持ってしまっていたが……そんなはずがない事も、よくよく考えてみればはっきりとしている。デモニアックがうろついているであろう状況の中、わざわざ死体の処理を優先させる馬ば鹿か者がどこにいるというのか。まずはデモニアックを殲滅し、死体などはその先の事だ。普ふ通つうの人間の発想なら。

　であれば、何故なぜ、死体が消えたのか。

　簡単な話だ。

　全てがデモニアックになった。それだけの事だ。

　発見した一体を追っているうちに、二体、三体と現れ、気が付けば十体以上に取り囲まれている。その間にも何体かは始末したが、まるで話にならなかった。数が多すぎる。おそらくあの血の海の大きさも考えれば数十人、それら全てがデモニアックになっているとすれば、今ジョセフを取り囲んでいるのも全体のおよそ半数に満たない。その上、多くのデモニアックは何がしかの機械類と同化を行っている。車のような大型の者は、道の険しい山間部だからこそいないものの、短たん銃じゆう、猟りよう銃じゆうをはじめ、農作業用の機械類、チェーンソー、家庭用の工具類……もはや様々な物と同化しすぎたために人型を留とどめていない者もいた。

　素体のままのデモニアックだけでも十数体を相手するとなれば骨が折れるというのに、機械類と同化して戦せん闘とう能力が高まっていれば、到底勝ち目はないとさえ思える。樹木の生い茂しげる森林地帯は隆りゆう起きの激しい悪路で、ガルムの機動力も損なわれてしまう。ガルムに乗るようになってから幾いく年とせが経たち、操縦の腕うで前まえにはそれなりの自信があったが、これだけの悪路を普ふ段だんと同じかそれ以上に走れるとは思えない。

　背後から飛び掛かかってきたデモニアックの一体をかわすように、ガルムを走らせた。

　しかし、かわしても前方には四体のデモニアック。左右にもほぼ同数。背後から追って来ているのはもっと多い。おそらくこの包囲を潜くぐり抜ぬけても、さらに大きな輪を描えがくように、周囲には大勢のデモニアックがいるだろう。その包囲から脱だつ出しゆつできる保証はない以上、結局、今の状況を打破するには、一体ずつ、一体ずつだ。仕留めていくしかない。だが、ジョセフにはこれといった武器はない。長年の戦いの中で、武器を用いる事もあった。しかし銃や爆ばく弾だんを用いれば音が出る。それによって人々が集まってきてしまえば、さらなる惨さん事じを招くかもしれない。ジョセフはそれを恐おそれた。それに、もしデモニアックに武器を奪うばわれ同化を促うながせば、ジョセフが不利になるだけだ。だからこそ己おのれの五体のみで、ジョセフは戦い続けてきた。これまで、ずっと。

　前方の二体のデモニアックを、ガルムをターンさせ後輪で弾はじき飛ばす。だがそれには仕留められる程の威い力りよくはない。続いて左右から同時に跳とんできた二体を、ジョセフはハンドルから手を離はなし、両の手で受け止めた。二体はそれぞれ、短銃と、伐ばつ採さい用のチェーンソーと同化していた。短銃と同化する左手を摑つかみ、チェーンソーと同化している右手を摑み、しかしそこで、もはや打つ手がない。

　銃声が響ひびいた。

　相手が一体なら、そうされる前に残された手でデモニアックの首を刎はねただろう。しかしそうするべき手は轟ごう音おんを立て始めたチェーンソーを押さえるために使ってしまっている。

　デモニアックの腕うでから放たれた銃じゆう弾だんは、ジョセフの鎖さ骨こつのあたりに全弾命中した。いかに金属質に変化した肉体でも、ほぼ同部への数回の被ひ弾だんは苦痛を伴ともなう。痛みで思わず手を離しかけた。だが離せば今よりも深刻な事態に陥おちいる事は明白だった。既に残されたデモニアックもジョセフに迫せまっているのだ。その中には猟銃と同化した個体がいる。幸い、今は手で押さえたデモニアックが、丁度猟銃の射線を遮さえぎる形で盾たてになっている。今デモニアックを離せば猟銃の的になるだけだ。猟銃の散弾は、さすがにジョセフの身体からだにも応こたえる。これから十体を超こえるデモニアックを相手にせねばならないというのに、これ以上被弾するのはまずい。

　そんな事を思案している刹せつ那なのうちに、手で押さえたもう一体のデモニアック、その右腕と同化したチェーンソーがジョセフの肩かたに触ふれていた。慌あわてて食い止めるが、デモニアックはここぞとばかりにチェーンソーを押し込んでくる。

「こいつ……！」

　予想以上に力が強かった。デモニアックの身体能力は、生前の人間の能力に依よるところが大きい。おそらくは農夫か何かだったのか、他ほかの個体に比べて体たい軀くも優すぐれていた。

　押さえ切れず、肩の肉が抉えぐられる。声が漏もれる。デモニアックを摑む手に渾こん身しんの力を込めた。もはや先の事を考えている猶ゆう予よはない。目の前にいる二体を始末しなければ、ここで死ぬだけだ。

　デモニアックの腕を、握あく力りよくで粉ふん砕さいした。ジョセフの両手には、短銃と同化した左腕と、チェーンソーと同化した右腕が残された。腕を砕くだかれ、怯ひるんだデモニアック二体にその腕を投げ付ける。そしてまたハンドルを取った。アクセルを噴ふかせる。発車。よろめく二体を轢ひき殺す。だがすぐに新たな二体が行く手を遮った。数日前にそうされたように、デモニアックに車体を押さえ込まれる。何度アクセルを噴かせても、二体の肉にく壁へきを乗り越こえる事はできなかった。

　そのまま二体が、ガルムとの同化を始める。それを遮るために、身を乗り出し二体の首を刎ねようとした瞬しゆん間かん、猟銃の発はつ砲ぽう音が響いた。

　気付いた時には、手て遅おくれだった。

　ジョセフは身を仰のけ反らし、銃声のした方向に目をやった。そこには猟銃と同化したデモニアックがいる。それだけではない。残された十体近いデモニアックが一いつ斉せいにジョセフへ飛び掛かってきていた。

　散弾のめり込んだ背部が熱い。それでも最初にジョセフに飛び付いてきた一体の胸を手刀で貫つらぬき、仕留めた。

　だが、そこでジョセフの抵てい抗こうは終わった。

　次々にジョセフに取り付き、食くらい付き、或あるいは爪つめを立てるデモニアックの前に、ジョセフは五体を押さえ込まれてしまっていた。微かすかに動くのは首だけ、その首を動かし、ガルムと同化を始めているデモニアックに目をやる。もはや同化はかなりの段階にまで進行していた。デモニアックの上半身、その五割近くがガルムに埋うまり、あと数秒もすればガルムはジョセフが操あやつる事なく動き始めるだろう。ジョセフを殺すために。

　ジョセフはもがいた。必死で四し肢しに力を込めた。筋肉を張りつめさせ、デモニアックの牙きばを、爪を、その手と同化した刃はを拒こばんだ。だが、ジョセフの肉体の強度が他のデモニアックより優れているとは言え、何物をも通さぬ完全な強度を持っているわけではない。金属が錆さびに蝕むしばまれるように、ジョセフの肉体は少しずつ傷付けられていった。そして数が多過ぎるために、デモニアックを撥はね除のける事もできない。

　あまりに絶望的な状じよう況きようだった。

　これまでにも幾いく度どか、苦境に立たされた事はある。その都つ度どジョセフは、こんなところで終わるわけにはいかぬと己を鼓こ舞ぶし、己の身体に眠ねむる全すべての力を引き出して生き延びてきた。

　だが今、ジョセフは、己を鼓舞する事さえできなかった。こんな所で終わるわけにはいかない、その言葉を脳内で繰くり返したところで、それはジョセフに力を与あたえなかった。ジョセフの脳が、それを拒んでいた。目の前に突つき付けられた現実はあまりに厳し過ぎて。

　ジョセフは、ブラスレイターとなってから初めて、死を意識した。己の死。存在の消失を。もはや足あ搔がく事は見苦しいと思った。完全なる諦てい念ねん。命の放ほう棄き。

　その瞬間、ガルムが唸うなった。

　機械音ではあったが、それはあたかも生物の──その名の由来となった地じ獄ごくの猟りよう犬けんの──咆ほう哮こうのようであった。ジョセフはガルムを操ってきた中で、そんな音を耳にした事はなかった。ましてや今、ジョセフの双そう手しゆはデモニアックに押さえられ、ガルムを操れる状況にさえない。

　その音は、デモニアックとガルムが同化した事によるものだと、最初はそう思った。しかしそうではない事がすぐに知れた。ガルムと同化しようとしていたデモニアックが、唐とう突とつに叫さけびを上げ、ガルムとの同化を解いたのだ。見れば、そのデモニアックだけでなく、ガルムに接せつ触しよくしていた全てのデモニアックが、怯み、ガルムから身を離している。

「同化しなさい」

　直後、声がした。それはガルムの車体から発せられていた。透すき通った、少女の声。

「諦あきらめる暇ひまがあるなら、同化しなさい。何故なぜ、それを拒むの」

　姿の見えぬ少女の声に、ジョセフは一瞬、躊ちゆう躇ちよした。だがその躊躇を窘たしなめるように、さらに少女の言葉が続く。

「同化する事が怖こわいの？　それが人間の所業ではないから？　そんな覚かく悟ごしかできないのなら、死になさい。美しくないわ」

「お前は、誰だれだ……」

　思わずそう口にした。少女はそんなジョセフの言葉を鼻で笑い飛ばした。

「そんな事より、貴方あなたは何がしたいの？　今ここで死にたいの？　それともまだ生きていたいの？　大事なのはそれじゃなくて？　本当は、分かっているはず……貴方の本能が、そうすれば生き延びられると貴方に告げているはず……だったらそれをおやりなさい。それが生ある者の美しい姿なのだから」

　少女の言葉の意味を、ジョセフは理解していた。かねてから、おそらくはそれが自分にも行えるだろうという事は。

　機械との同化。

　デモニアックと同じように機械と同化を行う事が、自分にも可能であろうと。そしてそれをすれば、戦う上で大きなアドバンテージとなる事も。

　だがジョセフは、本能的にそれを拒きよ否ひしていた。

　少女の言う通り、それは人の所業ではない。物言わぬ機械を己おのれに取り込み操る様は、まさに悪あく魔まとしか言いようがない。ブラスレイターとなり、人ではなくなりながらも、ジョセフは自分が人からかけ離はなれていく事に言い知れぬ恐きよう怖ふを感じていた。だからこそ、それを試ためそうとした事はなかった。それをすれば、自分は完全に悪魔となり果ててしまう気がした。

　ジョセフの身体からだは既すでに深く傷付いている。外骨格の表面は剝はく落らくし、牙や爪がジョセフの体内に食い込むのにもはやさして時間はかからないだろう。そして相変わらず双手は封ふうじられている。

　少女が再度言った。

「さあ、おやりなさい。本能の示すがままに」

　ジョセフは目を閉じた。そして頭の中に強いイメージを浮うかび上がらせた。己の身体とガルムの車体とが融ゆう解かいし、混ざり合う様を。今この瞬しゆん間かんにガルムと接しているジョセフの下半身の神経とガルムの回路とが二重螺ら旋せんのように絡からみ合う様を。

「ああ──」

　少女が声を漏もらしたのが聞こえた。だがジョセフには、そんな事はどうでも良かった。

　不思議な感覚だった。

　長年乗り続けてきたガルムと自分とが一体化していくその経過は、言葉では言い表せぬ奇き妙みような体験だった。まるで自分が一個の機械に変じていくかのような錯さつ覚かく。

「美しいわ、ジョセフ」

　少女の言葉と共に、ジョセフは同化を完かん了りようさせた。それは一瞬のうちの出来事だった。

　──動け。

　頭の中で念じる。それだけで良かった。ガルムと絡み合ったジョセフの神経を通して繰り出された命令は、ガルムに再起動を促うながす。と、同時に、ガルムの車体が大きく変形し、一個のバイクとしては異形とも言える姿となった。

　ジョセフはそれに驚おどろきはしなかった。既に分かっていた。

　ガルムと同化を行ったその瞬間、ジョセフの脳に流れ込んできたのはガルムの性能、性質、その全すべてに関する情報。ガルムは、ブラスレイターが搭とう乗じようし、戦うために設計された物だ。そのスペックは、搭乗者が車体と融ゆう合ごうした際に完全に発揮される。

「これが真の姿って事か……」

　ハンドルを握にぎる。そしてガルムを走らせた。一気に速度を上げる。ジョセフを押さえ込んでいたデモニアック達が、その速度に引き剝はがされる。いとも簡単に。

　ジョセフの思考は、波は紋もん一つ立っていない水面のように落ち着いていた。それは先さき程ほどまでジョセフを支配していた諦てい念ねんとはまた別の、心ここ地ち良い、澄すみ切った静けさだった。その静けさの中に、しかし、デモニアックを討うつという激しい意志だけが存在している。森の中に生えた樹じゆ齢れい高い巨きよ樹じゆのように、それはしっかりとジョセフの脳に根付き、静せい寂じやくな思考の中で、ジョセフはそのために何をするべきかを既に見み出いだしていた。

　己の手で操あやつるのとは全く別の次元で、ジョセフはガルムを駆かっていた。それは文字通り己の肉体のようだった。木々の間をすり抜ぬけ、悪路を乗り越こえ、追ってくるデモニアックを翻ほん弄ろうした。

「そう、それでいいわ」

　名も知らぬ少女が言った。

　ひょっとしたら、この声は幻げん覚かくなのではなかろうかとジョセフは思った。死の際きわに立ち、聞こえるはずのない少女の声を理由にして、機械との同化を自分に許しただけではないのだろうか、と。

　だがそう考えてみたところで、後こう悔かいも自じ嘲ちようもなかった。

　今はただ、デモニアックを討つ事だけを──

　ジョセフは走った。森の中を。

　そして一体、一体と、デモニアックを仕留めた。ある者は首を刎はね、ある者は轢ひき殺し、ある者は押し潰つぶした。

　そして、気が付けば、十数体いたデモニアックは、全て塵ちりとなって消えていた。

　あれ程に絶望的と思えた苦境から、ジョセフは生を取り戻もどし、そこに存在していた。

　大きく息を吐はく。

　そこで、再び声がした。

「生きている気分はどう？」

　少女の声だった。それで、ジョセフはやはりその声が幻げん聴ちようなどではないのだと知った。

「悪くない」

　ジョセフが答えると、少女はあまり関心がなさそうに、

「そう」

　とだけ呟つぶやいた。

「……お前は、誰だれなんだ」

「気になるの？」

「気にならない方がどうかしてる」

「そう」

　と、少女はまた呟いた。抑よく揚ようのない、無感情な響ひびき。そしてその響きのまま、名乗った。

「私はエレア」

「エレア……？」

　聞き覚えのない名だった。

「例の組織の人間、と言えば分かるかしら」

　それでジョセフは何となくの事情を察した。ガルムは元々、ある男から与あたえられた物だ。狂きよう気きに走るザーギンを追うために、と。そしてその男が何がしかの組織に所属していた事は、ジョセフも知っている。

「まだ存在していたのか……」

　名も知らぬその組織こそが、全ての元げん凶きようだった。姉サーシャの死も、ザーギンの変へん貌ぼうも、そして自分の変異も。その組織が研究していたというナノマシンが引き起こした災さい厄やくに他ほかならない。だがその組織はザーギンの凶行によって大きなダメージを受けていたはずだった。少なくともジョセフにはそう見えた。だからこそ、組織は自分にガルムを与えたのだろうと、ジョセフはそう考えていたのだ。

「もしかして、あの時に壊かい滅めつしたとでも思っていたの？」

　ジョセフの考えを見み透すかしたように、エレアが言った。

「ツヴェルフはあの程度では滅ほろびないわ」

「ツヴェルフ？　それが組織の名前か？」

「呆あきれた。名前も知らなかったのね」

「……」

　ジョセフにとって、組織など、何の意味も持ってはいなかった。それだけの話だ。ただザーギンを止めるため。姉の死を無む駄だにせぬため。ジョセフが行動する理由はそれだけで十分だった。

　エレアはくすり、と笑う。

「そうね……貴方あなたにとっては、ツヴェルフなんて眼中にないのだものね」

　また、ジョセフの思考を読んでいるような言葉。ジョセフは苛いら立だちを隠かくせなかった。

「楽しいか？　そうやって人を見下して……」

　非難めいたその科白せりふに、エレアは再び笑う。

「楽しいわ。だって、貴方は自分の力をまるで活いかせていないのだもの。滑こつ稽けい過ぎて、出来の悪い喜劇のよう」

　ジョセフは口を噤つぐんだ。確かに、エレアの言葉に従いガルムと同化を行ったからこそ、窮きゆう地ちを脱だつする事ができた。それは事実だ。だが、自分はこれまでの戦いを生き延びてきたのだ。その自負があるからこそ、力を活かせていない、などと言われて、ジョセフの中の自尊心が刺し激げきされぬわけはなかった。

「偉えらそうに言いやがって……人に尻しり拭ぬぐいをさせてる人間が言う科白か」

「事実は事実よ。認めなさい、ジョセフ。貴方はまだ生まれ落ちたばかりの雛ひな鳥どりも同然。自分で餌えさを捕とるどころか、飛ぶ事もできていない……」

　まるで自分の非を認めようとしない態度に、ジョセフは怒いかりを通り越こし、呆れるよりなかった。もはやこの少女と会話をしていても、自分には何の益もない。そう思い、ガルムとの同化を解き、ハンドルに手を掛かける。

「姿も見せずに口を出すだけなら誰だってできる」

　アクセルを噴ふかせ、ガルムを発進させようとした瞬しゆん間かん、ガルムは唐とう突とつに沈ちん黙もくした。何度グリップを捻ひねっても反応を見せない。先さき程ほどの戦せん闘とうでどこかがやられたのか、そう思いガルムから降り立とうとした時、ガルムの車体の前部、通常のバイクならタンクキャップに相当する部位がぼんやりと光を帯び、そして、立体的な映像を浮うかび上がらせた。大きさにすれば、人の拳こぶし程しかない、紫むらさき色いろのドレスに身を包んだ色白の少女の姿。ガルムにそんな機能がある事を、ジョセフは知らなかった。元々人から与えられたマシンである上に、そこに使用されているのは市し井せいのメカニック程度では扱あつかえぬ最さい先せん端たんの技術の数々。それ故ゆえに、自らガルムの能力について探さぐるような事は無意味だと思い、今までガルムを動かすための最低限の知識だけで活動していたのだ。

「姿を見せたわ。これで良くて？」

　立体映像の少女が喋しやべり始める。先程と同じ声。それがエレアの姿だというのであれば、あまりに人を馬ば鹿かにした話だとジョセフは思った。確かに、その声と姿の親和性に違い和わ感かんはない。しかし、あのような組織にエレアのような少女が存在するとは到とう底てい思えなかったし、何より、浮かび上がったエレアの姿は明らかに、人間ではなかった。人の記号を有してはいても、その耳は鋭するどく尖とがり、額からは角のような物さえ生えている。

「言いたい事は分かるわ。けれど私の本当の姿を見せるだけの機能はガルムにはないの。だからこれで我が慢まんして頂ちよう戴だい」

「……我慢？　お前は何がしたいんだ？」

「見届けたいだけよ。貴方の戦いを。そして必要なら貴方に力の使い方を教えてあげてもいいわ」

　偉そうに、と、先程も口にした言葉を発しようとして、ジョセフは口を閉じた。そんな事を告げたところで、この傲ごう岸がん不ふ遜そんな人物の態度を改める事はできないだろうと思ったためだった。それに、本当にエレアが自分に力を与えてくれるというのなら、それに乗ってみるのも悪くない気がした。事実、ジョセフは今日、エレアが現れなければ死んでいただろう。為なす術すべもなく、デモニアック達の餌え食じきとなって。

　ブラスレイターの力の源は、血中に存在するナノマシンだ。それはジョセフの知識にもある。しかし逆に言えば、ジョセフにはそれだけの知識しかないという意味でもある。ブラスレイターの力が、神秘や奇き跡せきの所業ではなく、科学によるものである以上、その潜在能力スペツクを完全に引き出すためには、専門的な知識を必要とする事もあるかもしれない。

「教えてみろよ。力の使い方って奴やつを」

　半ば投げ遣やりになりつつ、浮きかけていた腰こしをシートに戻もどす。エレアは首を傾かしげ、ジョセフを見つめた──と言っても、あくまで立体映像がそう見えるような仕草を取っただけの話だ。どういう仕組みで立体映像を映し出しているのかは定さだかではないが、よもや視覚までを有しているわけではあるまい。

　エレアは、ジョセフを焦じらすように、暫しばしの間、何も言わなかった。そしてようやく口を開いた時、ジョセフもまたその状じよう況きように気付いていた。

「来てるわね……悪あく魔まが」

　ジョセフの立ち回りを察知してか、遠方にいたはずのデモニアック達がジョセフの元に集結しつつあるのが、木々の隙すき間まから視し認にんできた。

「まずはアレを始末してからにしましょう。今の貴方なら、造作もないでしょう？」

　それだけ言って、エレアは姿を消してしまった。ジョセフは目を閉じた。そして、ガルムとの同化を行いながら、人間離ばなれしていく自分に自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。







　　　　４







　それは陰いん惨さん、という言葉がぴったりな現場だった。

　ところどころに雑草の生えた大地に残された、大量の血けつ痕こん。

「だが死体はない、か……」

　ヘルメットを外しながら、ヘルマンが呟つぶやいた。

　アタッカーたるヘルマンとアマンダは、機動性の高いバイクを用い、後から続く他ほかのメンバーよりも先んずる形で現場に到とう着ちやくしていた。ウォルフとメイフォンの乗る指揮車に山間部の悪路は厳しい。またスナイパーが搭とう乗じようするバイクは、サイドカーが取り付けられているため山間部の狭せまい道のりを越える事ができない。そのため、探たん索さくの道筋の選定と、生存者の優先確保のために、アマンダとヘルマンが先行したのだった。

　そこで二人がまず目にしたのが件くだんの血痕だった。しかし、ヘルマンの呟き通り、そこに死体はない。

「まさか全部、融ゆう合ごう体たいになったなんて事があるのか……」

　再度開かれたヘルマンの口からは、そんな言葉が漏もれた。その躊躇ためらうような口調の意味はアマンダにも分かる。融合体に殺された人間が感かん染せんし、さらに融合体となるケース自体は既すでにＸＡＴザツトの研究によって明らかにはされている。しかしこれまでの事例で考えれば、それらは少なくともある程度の時間を必要とする。融合体への接せつ触しよく後、二十四時間から四十八時間。それが研究の結果判明した事実だ。

　アマンダはその場にしゃがみ込み、血痕の一部に触ふれた。革かわ製の手て袋ぶくろ越ごしでも、そのぬるりとした感触が感じられる。ヘルマンが慌あわてた様子でアマンダの腕うでを摑つかみ、

「迂う闊かつに触さわるな。感染したいのか」

　と言った。融合体が血液中に存在するウイルスによって二次感染を引き起こすのであれば、誰のものかも分からぬこの血液に触れるのは、決して賢けん明めいな行動とは言えないだろう。だが、アマンダもその程度の事は分かっている。

「手袋をしてるわ。問題ない」

　ヘルマンの腕を払はらい除のけつつ、アマンダは手袋の指先に付着した血液を地面の砂で拭ぬぐい取った。昔から、ヘルマンは心配性しようなところがある。

「融合体にはまだ謎なぞが多い。それでも無む闇やみに触れたりするな」

「分かってる。子供扱あつかいしないで。確かに私はＸＡＴとしては新人だけれど……一通りの事は学んでいるからここにいるのよ？」

　思わず嚙かみ付くような口調になったのに気が付き、アマンダは口を閉じた。気が昂たかぶっているのだと思った。配属初日に初任務。皆みなと顔合わせをするというだけでも感じていた高こう揚ようが、今、現場に立ち、そしておそらくは多くの人間のものであろう多量の血痕を前にして、頂点に達している。

　それを察してか、ヘルマンはアマンダの肩かたに手を置き、

「落ち着け。だが警けい戒かいは怠おこたるな」

　と告げてきた。アマンダは頷うなずき、訓練で何度も撃うち続けた制式銃じゆうをホルスターから引き抜ぬく。装そう弾だんの確かく認にん、安全装置の解除は既に出発前に行っていた。

　ヘルマンはヘルメットを被かぶり、内蔵されたインカムを通し、ウォルフと連れん絡らくを取っている。その内容は、アマンダのインカムにも届いている。

「ヘルマンとアマンダ、Ｂ５エリアに到着しました」

「何かいたか？」

「いえ、融合体らしき存在は確認できません。多量の血痕だけが残されていますが、それも誰の物かまでは不明です」

「死体は？」

「ありません。一つも」

　インカム越ごしに、ウォルフの唸うなる声が聞こえる。

　ヘルマンの通信の間の無防備をカバーするように、アマンダは銃を手にしたままの状態で周囲の気配を探さぐっていた。三方を山に囲まれた広場は、夏になると都会の若者達がキャンプなどを行うために訪おとずれる場所だ。だが春になったばかりの今、人ひと影かげはなく、物音一つ、聞こえてはこない。

　大量の血痕に再び目を向け、アマンダは、手袋越しの感触を思い出していた。

　あれはまだ、乾かわき切ってはいなかった。いかに大量の血液といえど、日の光が遮しや断だんされていないこの広場で、血液が液体として持続していられる時間は一体どのくらいのものだろうか。三時間か、四時間か。その多くは、時間と共に大地に染しみ込んでしまうだろう。残されるのは表面の僅わずかな血液。だがその僅かが、未いまだ強い粘ねん性せいを持ちながらも、液体として存在している。

　となれば、あの血液は比ひ較かく的てき新しいという事だ。融合体発見の報を受け、アマンダ達ＸＡＴが現場に到とう着ちやくするまでにおよそ一時間。その間に流されたものではないか。しかしそう考えれば、思考はもう一つの問題に行き着く。

　あの血液は誰が流したのか？

　一人、二人の人間ではない。少なく見ても五人以上はこの場で血を流しただろう。そのうち数人はその場で息絶えたかも知れない。

　だが、死体がない。その死体がどこに消えたのか。その全すべてが融合体に変化したにしては、早すぎる。

　誰かが死体を移動させた？　いや、そんな事があるわけがない。

　アマンダは思し索さくを続けていたが、推測だけで答えが出るわけもない。ヘルマンに目をやると、まだ通信を行っている最中だった。

「もうしばらく周囲の探たん索さくを続けましょうか？」

「いや、一度合流した方がいいだろう。こちらももうすぐ到着するが、現時点で生存者にも融合体にも遭そう遇ぐうはしていない。融合体がいるとしたら山の中だ。二手に分かれた方が効率がいい」

「了りよう解かい」

　ヘルマンがそう口にした瞬しゆん間かん。

　パアン、と、乾いた音が遠方から聞こえた。西側の山中だ。

「銃じゆう声せい!?」

　思わず声が漏もれる。間ま違ちがいなく、それは銃声だった。アマンダはヘルマンに視線を送る。ヘルマンは頷きながら、

「山中から銃声が聞こえました。ひょっとしたら生存者がいるのかもしれません。アマンダと二人で探索に入ります」

　と、ウォルフに告げた。

「了解した。だが深追いはするな。山中では後方支し援えんにも限度がある」

　通信の切れる、ブツリという音がした。その様子を見、ヘルマンが口元を歪ゆがめる。

「焦あせるなよ、アマンダ。もし融ゆう合ごう体たいを発見しても、数が多いようなら一時撤てつ退たいする」

「分かってる」

　バイクに跨またがると、すぐさまエンジンをかけた。分かってる、そう応こたえながらもやはり焦っているのだ。山中から聞こえた銃声、それが生存者の救難信号のように思えて。

「よし、行くぞ！」

　ヘルマンの言葉と共に、発車した。山中の悪路にいささかの不安はあるが、交通機動隊時代から、無茶な運転には慣れている。

　なだらかな平地から、緩ゆるやかな斜しや面めんに、そして次し第だいに隆りゆう起きが激しくなっていった。車体を伝わる振しん動どうは激しく、ハンドルを握にぎる手は痺しびれを感じ始めている。

　やや先行しているヘルマンが速度を落としたのを受け、アマンダもそれに従った。やがてヘルマンがバイクを停車させ、ヘルメットを被ったまま、顎あごで地面の方を示した。そこには雑木の中から先せん端たんだけが突つき出すような形で、猟りよう銃じゆうが落ちている。アマンダはバイクから降り立ち、猟銃を拾い上げた。と、異変に気付く。

　猟銃は、半分程ほどに折れてしまっていた。それも、へし折れたり、切断されたというよりは、最初から半身が存在しなかったかのように、すっぽりと消え失うせているという感じだった。

「ヘルマン！」

　ヘルマンに猟銃を放ほうってやると、それを受け取ったヘルマンはすぐさま首を捻ひねってみせた。

「これは……」

　そう呟つぶやくのも無理はない。アマンダも全く同じ事を感じていた。これがもはや猟銃と呼べるのか、それさえも分からない。

　ヘルマンがバイザーを上げ、鼻を鳴らした。

「火薬の臭においが残ってる」

「じゃあ、やっぱり……」

　本来なら、そんな銃を撃うつ事はできない。しかし一つだけ、方法はある。

「融ゆう合ごう」をなされた場合だ。

　それは融合体、その名の由ゆ縁えんでもある、機械との融合。理り屈くつはまだはっきりと解明されていないが、融合体は機械類と「融合」する事でそれを己おのれの肉体の如ごとく使し役えきする事ができる。車両と融合すればそれを己の足とし、銃と融合すればそれを己の意思で放てる武器にできる。

　それこそが融合体の真の力と考える向きもある。人間離ばなれした身体能力などは取るに足らないという者もいる。アマンダ自身は、機械との融合を目にした事がないので分からない。しかしその奇き妙みような欠落をした猟銃は、アマンダにもはっきりと、「融合」をなされたものであると断定できた。そうでなければ、そんな物質は存在し得ない。

　しかし問題なのは。それが何故なぜ「解除」されているのかという事だ。

　融合の解除。それは二つの実例を持つ。一つは、融合体自身の意思で解除した場合。この際、融合された機械類は元通り、普ふ通つうの状態に戻もどる事が確かく認にんされている。

　もう一つのケースでは、この限りではない。

　即すなわち、融合体の死と共に強制的に融合が解除された場合だ。この時、機械類はまるで削けずり取られたように部分を消失する。

　ヘルマンの手にしている猟銃は、明らかに後者だった。

「誰だれかが融合体を殺した、って事か……？」

　それとも、何らかの理由で融合体が自じ滅めつしたのか──しかしそんな事例は聞いた事がない。

「とにかく、探たん索さくを続けよう」

　ヘルマンの言葉に頷うなずき、再びバイクに跨る。と、少し離はなれた場所でガサリと音がしたような気がした。アマンダはバイクに跨ったままで銃を構える。ヘルマンも、物音には気付いているらしかったが、銃を構えはせず、いつでも発進できるようにアクセルを噴ふかせていた。アマンダ達アタッカーの乗るバイクには、車体両りよう脇わきに対融合体用のミサイルランチャーも装備されてはいるが、周囲を木々に囲まれたこの状じよう況きようでミサイルを放てば誤ご爆ばくの可能性が高過ぎる。また、生存者もいるかもしれない事を考えれば、山火事を引き起こしかねない重火器の使用は避さけねばならない。

　アマンダが視線を送ると、ヘルマンが頷いた。

　もし融合体が飛び出してくるような事があれば、後方にいるアマンダが銃で牽けん制せいを行い、ヘルマンが車体を激げき突とつさせて仕留める。仮にそれで仕留められなかったとしても、先手は取れる。交通機動隊時代から二人で行動する事が多かったからこそ、言葉を交かわす事もなくすぐさま役割分担を行えた。

　息を吞のむ。

　再びガサリと音がする。先程より近い場所だ。アマンダはステップに足をかけ、ゆっくりと、深く、息を吸い込んだ。どこから飛び出してくるか分からぬ相手への対処のため、視線は一点に定め過ぎぬようにし、広く前方全体を捉とらえる。銃じゆう口こうもまた硬かたく固定させるような事はせず、いつでも狙ねらいを移動させられるように緩く構えた。

　ガサリ、ガサリと次し第だいに近付く音に、ヘルマンが前ぜん傾けい姿勢を取る。

　アマンダは引ひき鉄がねにかけた指が僅わずかに震ふるえるのを感じた。過か酷こくな訓練を乗り越こえてきた。しかし現実に融ゆう合ごう体たいを相手にした事はまだ、ない。

「融合体を相手にする場合、狙うべき部位は二カ所しかない」

　脳のう裏りで教官の言葉を反はん芻すうする。相手が人であれば、まず脚あしや手といった末まつ端たんを撃ち、戦意を喪そう失しつさせるのが一いつ般ぱん的だ。警察の任務はあくまで相手を確保する事が第一であり、絶命させる事が主眼ではない。

　しかし相手が融合体となれば話が違ちがう。

　やるべき事は、相手を一刻も早く沈ちん黙もくさせる事だ。

「狙うべき場所、それは頭部、及および心臓部だ。それ以外の部位に関して、小銃での射しや撃げきでは融合体はその機能を失する事はないという報告がなされている」

　融合体は人ではない。末端部を銃で撃ち抜ぬいても、その動きを止める事はできない。だからこそ、アマンダ達は訓練の中で何度となく銃を撃ってきた。人の形をしたその的の、頭部を狙い、心臓部を狙い、繰くり返し、繰り返し。そうしなくては、撃つ事に躊ちゆう躇ちよが生まれる。いかに人ではない相手でも、それは人に類した形をしているのだ。人型の的に対して人間の良識が咄とつ嗟さにかけてしまう安全セイフ装置テイを瞬しゆん時じに外せるように、アマンダは何度となく銃を撃ち続けてきた。

　一ひと際きわ大きく、ガサリという音が響ひびいた。目の前の雑木が揺ゆれた。だがまだ撃つ事はしない。それが融合体であるという確証はない。生存者の可能性もある。

「誰……？」

　敢あえてアマンダは声を発した。相手が融合体ならば勿もち論ろん、アマンダの言葉など意味をなさない。だがそれが人であるならば、その声に何がしかの反応を示すはずだ。

　反応はなかった。ただ、ガサリという音がもう一度繰り返されただけだった。

　──融合体だ。

　そう信じた。少なくとも人間ではない。獣けものの類たぐいの可能性はそれでも残されてはいるが、ヘルマンのバイクが立てる音に怯おびえる事もなく近付いてくるような獣がいるとは思えない。

　もう一度、ゆっくりと雑木が揺れた。それは、アマンダ達から見て一番手前に位置している。もはや相手が出てくるのは時間の問題だった。

　五、四、三──

　頭の中でカウントダウンを始めた。相手との距きよ離り、出てくるであろう場所、それらを想定すれば五秒後に姿を確かく認にんできる。

　二──

　雑木が大きく揺れた。アマンダは指に力を込める。

　一──

　ゆっくりと姿を現したそれは、人間だった。血ち塗まみれの。年の頃ころは四十くらいだろうか、たっぷりとした鬚ひげを生やし、どっしりとした体格をしている。

　思わず拍ひよう子し抜ぬけし、アマンダは銃を下ろしてバイクから降り立った。

「……大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　数歩、踏ふみ出してそう声をかけた瞬間、男はぴたりと立ち止まる。その目はうつろで、アマンダの事など見えていないようだった。そして、アマンダの声も、男には届いているようには思えない。

「貴方あなた……大丈夫なの？」

　再度、声をかけてみたが、男は口を開けっぱなしたままでただ呆ほうけたように立っている。

　錯さく乱らんしているのかもしれない。融合体を目にし、命は永らえたものの精神に異常をきたした……そういう実例を耳にした事はある。

　だがただ錯乱しているにしては、男の様子はあまりにおかしかった。

「……アマンダ」

　インカムを通じ、ヘルマンが囁ささやきかけてくる。

「様子がおかしい。男から離はなれろ」

　頷うなずき、アマンダが一歩後退した時、目の前の男は大きく体を震わせた。アマンダは思わず銃を構えていた。

　男が体を仰のけ反らせる。途と端たん、風に吹ふかれたように今度は体を折り曲げる。立ったままで、上半身だけが別の生き物のように蠢うごめく。

「あ、ア、オ、うゴ、ひ、ギひィ……ゲはァッ！」

　突とつ如じよの呻うめきに、アマンダはたじろいだ。

「下がれ！　アマンダ！」

　ヘルマンがバイクを発進させるのと、男が融ゆう合ごう体たいに変じていくのとは、ほぼ同時の出来事だった。アマンダは銃を構え直した。ヘルマンのバイクが融合体に激げき突とつする。融合体は大きく吹き飛び、雑木の中に消えた。

　それを見て、アマンダはバイクに飛び乗るとヘルマンを追う形でバイクを発進させる。激突と共に急停車させていたヘルマンの側そばに辿たどり着くと、再度、銃を構えた。

「融合体だったなんて……」

　思わず呟つぶやく。

　ＸＡＴの訓練において、融合体は死体からのみ生まれると聞かされていた。だが、先さき程ほどの男は傍はた目めには生きているように見えた。それで油断したのだ。

「おそらく一度死んでから、融合体になって動き出したんだろう。気を付けろ。今ので仕留められたとは思えん」

　融合体の消えていった先に視線を向ける。まだ動きはない。かと言って、視界の悪い森の中にバイクで突つっ込んでいくわけにはいかない。

　頭上でガサガサと葉の揺れる音がした。

　ヘルマンが視線を上に向ける。

「アマンダ！　上だ！」

　釣つられて頭上に目を向けると、先程の融合体が猿さるのように木の枝にぶら下がり、こちらを睨にらんでいた。

　発はつ砲ぽうした。二発。乾かわいた音が響ひびく。反動が手を伝わる。

　だが融合体はアマンダの放った弾だん丸がんをかわし、隣となりの木に飛び移った。

「まずいな。動くぞ！」

　ヘルマンがアクセルターンで車体を急旋せん回かいさせる。融合体はまだ頭上にいた。木々に囲まれたこの環かん境きようを利用されては、戦いが不利になる。もう少し開けた場所まで出た方がいくらか対処がしやすい。アマンダも車体を反転させる。先に飛び出していったヘルマンを追って走り出した。

　融合体は木を飛び移り、アマンダ達を追って来ている。

　走りながら、小しよう銃じゆうを収め、腰こしに備えているサブマシンガンを手に取った。背後に向けて弾丸をバラ撒まく。だが体勢が安定しない上に、相手の動きが速く、うまく的を定められない。

「無む駄だ弾丸だまを撃うつな！　さっきの広場まで誘さそい込んでからミサイルで仕留める！」

　融合体に頭上から飛び付かれぬよう、ワインディングを繰くり返し、樹木の間をすり抜ぬけるようにして走り続ける。融合体が木を飛び移りながら、少しずつ高度を下げているのがミラー越ごしに確認できた。

　少しずつだが、距離を詰つめられている。

　広場に出るまでに、追い付かれるかもしれない。そう案じたアマンダはバイクを急停車させ、振ふり向きざまにサブマシンガンを構えた。

「アマンダ！」

　異変に気付いたヘルマンもバイクを停車させたのが音で知れる。

「ここで仕留める。距きよ離りを縮められたら却かえって厄やつ介かいだわ！」

「馬ば鹿か！　先走るな！」

　何と言われようとその方がいい。アマンダは自分の考えを信じていた。融合体の身体能力は高く、その走力は並のバイクを凌りよう駕がする。アマンダ達の乗るバイクは融合体の身体能力を考こう慮りよして設計された機動力の高いものだが、それでもこの悪路で逃にげ切るのは難しいだろう。

　斜ななめ上空、木々を飛び移りながら近付く融合体に狙ねらいを定めた。動く的を用いての訓練なら、何度も体験している。それを思い出し、その時のように行動すればいいだけの話だ。

「アマンダ！」

　ヘルマンが引き返してくる。アマンダは一度、目を閉じ、それから銃口を融合体のおらぬ空間へと向けた。今いる場所を狙っては駄だ目めだ。弾丸が発射される頃ころには、融合体は既すでに移動を終えてしまっている。狙うべきは、これから融合体が移動する、その先。そしてその時の融合体の頭部がある場所。

　それを予測し、そして撃つ。それだけだ。

　訓練も実戦も、それは変わらない。

　撃った。

　サブマシンガンから弾丸が勢い良く射出される。

　当たった。だがズレている。頭部ではない。肩かたから腕うでにかけて。それでは仕留められない。

　銃じゆう弾だんが当たった事で、融合体はやや怯ひるんだが、それでも木に飛び移り切り、それからアマンダを睨んだ。次は、おそらく直接アマンダに向かって飛んでくるだろう。確証があったわけではないが、アマンダはそう信じた。

　狙いを定める。

　相手が直接自分に向かってくるのなら、それは容易たやすい。どれだけ相手が速く動こうとも、頭部にさえ狙いを定めていれば、射線がズレる事はない。

　ゆっくりと身体を縮ませる融合体に向けて、アマンダは構えた。

　融合体が飛ぼうとしたその刹せつ那なに撃った。

　頭部、人間で言えば眉み間けんのあたりを中心に、数発の弾丸が命中するのが見えた。融合体は空中で体勢を崩くずし、そのままアマンダの前方、茂しげみの中へと落下した。

　仕留めた。そう思い、大きく息を吐はく。

　バイクを降りたヘルマンが駆かけ寄ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　言われて、振り返った。

「どうにかね」

「どうにか、じゃない！　無茶するな！　あの状じよう況きようなら、広場まで誘い込むのがベストだろうが！」

　反論をしようとした瞬しゆん間かんだった。倒たおれていた融ゆう合ごう体たいがゆっくりと起き上がるのを、アマンダは揺ゆれる茂みの音と気配で察した。それはヘルマンも同じだった。アマンダは手にしていたサブマシンガンを、ヘルマンはホルスターに収めていた銃を引き抜いて、構える。

　頭部を撃ち抜いた、はずだった。事実、融合体の眉間には大きな弾だん痕こんがある。融合体の生命力がいかに強かろうとも、頭部を撃ち抜けばそこで融合体は消しよう滅めつする。訓練の中で、アマンダはそう教わっていた。

「まだ活動できるなんて……！」

　融合体がアマンダ達に向かって動こうとするよりも速く、アマンダとヘルマン二人の銃が火を噴ふく。数度放たれた弾丸は、融合体の頭部だけでなく心臓の存在する胸部にも的確に命中していた。だが死すれば塵ちりと還かえるはずの融合体は、いまだその肉体を留とどめたまま、ふらつくように一歩、また一歩とアマンダ達に近付いてくる。アマンダとヘルマンはにじるように後退しながら銃を撃ち続けた。

　確かに弾丸は急所に命中している。しかし融合体は倒れない。

「引くぞ、アマンダ！　銃では仕留め切れない！」

　ヘルマンがそう叫さけんだのと同時に、アマンダのサブマシンガンの弾丸が尽つきた。普ふ段だんなら、事前にそれを予測し、あらかじめ替かえのマガジンを準備していただろう。だが迫せまる融合体に気け圧おされ、アマンダは自分がそれまでに何発の弾丸を撃うっていたか、そんな基本的な事さえ記き憶おくに留めてはいなかった。

　引ひき鉄がねを引くカチリという虚むなしい音がその耳に届いた時、融合体が跳とんだ。ヘルマンがアマンダの手を引く。アマンダは、しかし、弾丸を撃ち尽くしたという事実に一いつ瞬しゆん、我を忘れ、逃げるための体勢を取れずにいた。足がもつれる。ヘルマンにしがみ付くような体勢になって倒れた。倒れる最中、アマンダは自分の後ろ髪がみが何か鋭えい利りなもので切り裂さかれる音を聞いた。それが融合体の爪つめによるものだという事はすぐに分かった。

　ヘルマンと二人、折り重なるように地面に這はったままで、アマンダは首を捻ひねり融合体を見上げた。ヘルマンが身を起こし、強ごう引いんにアマンダの身体を引き上げる。それでもアマンダは融合体を見ていた。

　それは悪あく魔まだった。

　確かにこれは悪魔としか言いようがない。

　融合体が、その長い爪を振ふり上げる。アマンダは何故なぜかカールの事を思い出し、冷静に、これが死の瞬間に感じる走そう馬ま灯とうの記憶というものかと、そんな事を考えた。

　銃声がした。

　アマンダ達の持つハンドガン、サブマシンガンではなく、スナイパーライフル特有の、体内にまで浸しん透とうするような重音。その銃声と共に、融合体の胸部に真新しい弾痕が生まれ、融合体はそのまま後ろに倒れながら、塵となって消えた。

　事態を摑つかめぬまま、ヘルマンと寄り添そうような形で呆ぼう然ぜんとしていたアマンダだったが、やがて茂みの奥からやってくる足音に、視線を向けた。

「イチャついてる場合か、お前ら？」

　アルだった。その背後にはブラッドもいる。二人が手にしているのは対融合体用にカスタマイズされた大型のスナイパーライフルだ。二人とも、バイクには乗っていなかった。バイクを諦あきらめて山道を歩いてきたのだろう。

「現在地も報告しやがらねェから音を頼たよりに来てみれば……融合体の目の前で抱だき合ってるとはね。邪じや魔まして悪かったな」

　ブラッドが皮肉っぽくそんな事を言ったのを聞き、アマンダは慌あわててヘルマンから身を離はなした。

「……そういうわけじゃないわ」

　冗じよう談だんと分かってはいても、何となく、助けられたという気まずさもあって真ま面じ目めに返答してしまう。アルはそんなアマンダの様子に苦く笑しようしながら、

「ま、何にせよ、無事で良かったな。他ほかに融合体は？」

　アルの問いに、ヘルマンが首を横に振った。

「俺達が確かく認にんしたのはさっきの一体だけだ」

「山から聞こえた銃声の正体は？」

「まだ分かってない」

「オーケー。じゃ、一度山を降りるぞ。その後、二手に分かれて生存者と融合体を探す。山やま狩がりだ」

　先を進んでいくアルとブラッドの背中を見ながら、アマンダは今になって激しくなっていく動どう悸きを感じていた。

　自分勝手な行動を取った挙げ句になんというザマだろう。ヘルマンの足を引っ張り、あまつさえ一瞬、ほんの一瞬とは言え自分の死を受け入れようとした。簡単に。そんな事をするためにＸＡＴに志願したのではない。人のために、人を守るために戦える人間になろうと決意したからこそここにいるはずなのに。

「さっきの独断専行は隊長には言わないでおいてやる」

　立ち止まったままのアマンダの背を、ヘルマンが叩たたいた。

「その代わり、今度一いつ杯ぱい奢おごってもらうからな」

　交通機動隊時代にもそうであったように、ヘルマンは笑った。

「……了りよう解かい」

　バイクに跨またがりながら、アマンダは兵卒としての自分の未熟さを痛感していた。しかしだからこそ、もっと強くありたいと思った。

　強くならなければ、何も守れはしないのだから。







　　　　５







　ジョセフにとって、家とは、もはや自分の過去にしか存在せぬものだった。

　人でなくなったあの日から、ただ融ゆう合ごう体たいを追って放ほう浪ろうし、気が向いた場所で休息を摂とる。時には屋根の付いた建物の中で眠ねむる事もあった。けれど、それは家ではない。

　家とは帰るべき場所だ。帰りたいと願う場所だ。

　そういう意味において、ジョセフにはもはや家はない。

　孤こ児じ院いんにいた頃ころを思い出す。異民、異民、と蔑さげすまれながらも、あの頃、ジョセフには家族がいた。血は繫つながっていなくとも、一いつ緒しよに笑い合い、心安らげる人がいた。けれどその孤児院も今はなく、ある者は亡なくなり、ある者は行方ゆくえが知れず、ジョセフが家に戻もどる術すべはもうない。

「クルトの奴やつ……元気かな……」

　奉ほう公こうに出されていった弟のような存在を思い出し、ジョセフが寝ね転ころがったままでそう呟つぶやくと、エレアが姿を現し、

「クルト？　それは誰だれ？」

　と尋たずねてくる。

「……お前には関係ない」

　エレアに背を向けるように体勢を変えてそう答えると、エレアは、

「あら、御ご挨あい拶さつね。人に教えを請こおうという人間の態度とは思えないわ」

　と言った。

「だったらさっさと教えろよ、戦い方って奴を。俺はまだお前に何も教わっちゃいない」

　山中での戦いの後、人目を避さけて移動し、ジョセフは長らく放置されていたと見られる山小屋で休息していた。古びてはいたが暖だん炉ろもあり、雨風も凌しのげる。

「ふふ。意外と向学意欲が旺おう盛せいなのね」

　ジョセフは嘆たん息そくするよりなかった。この、突とつ如じよ自分とコンタクトを取ってきたエレアという少女に、どうしても心を苛いら立だたせてしまう自分がいる。人を見下したような物言いもそうだが、何より、エレアが何一つ素す性じようを自分に明かさぬ事が、一方的に自分の生活を覗のぞき見されているようで気分が悪い。

　立体映像で姿を現してはいるが、角の生えた小こ悪あく魔まのような外見は、おそらく人工的に作り出されたもので、エレア自身の姿ではないだろう。少女のような声も、機械的に変化を加えているのに違ちがいなかった。

「じゃあ、戦い方を教える前提として貴方あなたに問うけれど、貴方は自分の掌てのひらの紋もん章しようが何かを分かっているの？」

　エレアにそう問われ、ジョセフは暖炉の仄ほの暗ぐらい明かりの中、自分の右掌の紋章に目をやった。ソロモン七十二柱、序列第七十二位、アンドロマリウスを示す紋章。

「……悪魔の印」

「あら、それくらいは知っているのね」

　エレアが感嘆したような口調で言う。だがジョセフはその事を最初から知っていたわけではなかった。ジョセフが人ではなくなった日からその紋章は刻まれていたが、初めは何か特別な意味を持つ物だとは思っていなかった。しかし各地を放浪する中、暇ひまを潰つぶすために訪おとずれた図書館で、ジョセフはその紋章の意味を知ったのだった。それがとある悪魔を表すものであるという事を。

「では何故なぜ、貴方にそんな紋章が刻まれたのかは分かる？」

「……お前は悪魔だ、とでも言いたいんだろ」

　自分に与あたえられた力が、ナノマシンによるものだという事はジョセフも知っている。もしもその事を知らず、世間一いつ般ぱんに言われるように、神だの悪魔だのといったオカルティックな要因のもとに生まれた力なのだと思っていたら、その紋章の意味をもっと疑ってかかったかもしれない。自分は悪魔に取り憑つかれたのだろうか、とか、自分は悪魔なのだろうか、と。だが自分の力は科学的に生み出されたものだ。であれば、自分の右掌に刻まれたこの紋章は、ナノマシンを生み出した人間の悪あく趣しゆ味みとしか思えない。お前は悪魔だ、それは悪魔の力だ、と、そういうふうに人を貶おとしめたいだけの目的で取り入れられた図案だろう。ジョセフはそう考えていた。だから紋章が悪魔を意味する印と知っても、それを深く追求はしなかったのだ。

　だがエレアはそんなジョセフの考えに対し、

「呆あきれた。そんな事に何の意味があると思うのかしら？」

　と非難めいた言葉を向ける。

「知るかよ。こんな力を生み出すような人間の考えなんか」

「あら？　拗すねてるの？」

　今度は子供を窘たしなめるような口調。堪たまらずジョセフは体を起こし、エレアの姿を投とう影えいするガルムの方に振ふり返った。エレアはガルムの車体に腰こし掛かけ──そう見えるように立体映像が投影されているだけの話だが──口元を歪ゆがめてジョセフを見下ろしている。

「……何で俺が拗ねなきゃいけない」

「何も知らされていないのが口くち惜おしいのではなくて？」

「そんな事はない」

「そう……では紋章の意味も知らなくていいのね」

　思わず舌打ちをしてしまった。自分から話を振っておいて、これだ。そのくせジョセフが相手をしなければ自分勝手に喋しやべり出す。まったくその小悪魔のような外観に似つかわしい性格だ。或あるいはこんな性格だからこそ、仮かり初そめの姿に小悪魔のような意い匠しようを選んだのかもしれない。

「……いいから教えろよ。この紋章に何の意味がある？」

　堪たえかねてジョセフがそう請うと、エレアはくすりと小さく笑った。

「全すべての人間が貴方のようにブラスレイターとなれるわけではないわ」

　唐とう突とつなエレアの言葉に、ジョセフはまじまじと彼女を見つめた。とてもそれがジョセフの問いに対する答えとは思えなかったからだ。だがエレアはジョセフの事を気にする素そ振ぶりも見せず、ただ喋り続けた。

「血中に混入したナノマシンはその人間の遺伝子に干かん渉しようし様々な情報を得る。そして、その過程で選別が行われるのよ。力を手にできる素体かどうか……そしてその選別の結果、相応ふさわしいと断じられた人間だけが、ブラスレイターとなるの」

「……それは、大体知ってる」

　同じナノマシンが干渉した人間の中でも、ジョセフのような者もいればデモニアックとなってしまう者もいる。それは既すでにジョセフは目にしてきている。
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「焦あせらないで、ジョセフ。本題はここからなのだから」

　そう言って、エレアは口元に人差し指を当ててみせた。黙だまって話を聞け、という事だろう。

「ツヴェルフの研究の結果、人間をブラスレイターとして変化させ得うるナノマシンの構成パターンは七十二しか存在しない事が分かっているわ。ナノマシンは選別の過程で遺伝子などの様々な情報から、その人間に最も適した構成に自身を組み替かえるの」

　ジョセフは自らの紋章に目を落とした。そこには七十二を表すローマ数字が刻み込まれている。

「けれどあくまで七十二しかない構成パターンで全ての人間に対応させるのは不可能よ。塩基配列、細さい胞ぼう、シナプス、脳波、様々な情報を基もとに構成パターンを変えたところで、どうしても適合し得ない人間というのは存在してしまう。ブラスレイターとなれた人間は、その七十二に奇き跡せき的に適合できた人間という事……美しい奇跡の顕けん現げん」

　確かに、ジョセフ自身不思議に思っていた。何故、自分はブラスレイターとなり得たのか。何故デモニアックとなった他ほかの者はそうではなかったのか。勿もち論ろん、死後ナノマシンに干渉された結果、デモニアックとなった者もいる。だが生きながらにナノマシンに干渉された者すら、ジョセフの目の前でデモニアックとなった。一度だけでなく、何度も。

「その七十二という数字を、ゴエティアという書物に描えがかれた七十二の悪あく魔まになぞらえて、紋もん章しようが生み出されたの。だからその紋章は貴方あなたがどの構成パターンのナノマシンの保有者かを表している。貴方の紋章はソロモンの悪魔第七十二位であるアンドロマリウスの印ね。七十二個存在する構成パターンの中の最後の一つ……とても興味深い存在」

「興味深い？」

　ジョセフが顔を上げ尋たずねると、エレアは立ち上がり空を仰あおぐような所作をしてみせた。

「七十二パターンという数字が、最初から存在していたわけではないわ。それは一つずつ、一つずつ、パズルのように解き明かされていったのよ。研究者の考える理想的な、分かり易やすい構成パターンから、順を追って。つまり七十二番目……最後の適合パターンである貴方は、研究者にとって未知の領域が多い存在。喩たとえて言うなら、数学の問題で、答えは出てしまったけれど解法は分からない、そんな状態にあるの」

　その言葉をどう受け止めて良いのか、ジョセフには分からなかった。そしてふと気がかりになり、問うた。

「……ザーギンは、何番目なんだ」

　エレアはジョセフを見つめ、一度目を伏ふせ、それからもう一度、覗のぞき込むようにジョセフの目を見た。

「……一番よ。彼の紋章は第一位の悪魔、バアルの印。彼はツヴェルフの考える、最も理想的な構成パターンのナノマシン保有者」

　絶望的な事実を突つき付けられたような気がした。しかし同時に、そうある事が当然だろうという気持ちもあった。

　ザーギンは優ゆう秀しゆうな人間だった。共に過ごした時間は短かったが、ジョセフはいつでもザーギンに圧あつ倒とうされ続けていた。その肉体、その学識、その高潔さに。同じ人間でありながら、どこか引け目を感じずにはいられない程ほどに。

　ザーギンならきっとそうだろう。何をやっても、うまくこなせるだろう。そんな考えが、ザーギンと袂たもとを別わかった今でさえ、やはりジョセフの心のどこかに残っている。ザーギンなら、きっと、ブラスレイターとなっても自分より遥はるかに優すぐれているだろう、と。

「彼ならきっと優秀な騎き士しになれたでしょうにね……世界を導く騎士に」

　エレアのそんな言葉を聞きながら、ジョセフはかつて自分が人ではなくなった日の事を思い出していた。

　ツヴェルフを裏切ったザーギンに対し、ツヴェルフの男は言った。

　神の名の下もとに世界を正す使命を忘れたのか、と。

　ジョセフは、そんなツヴェルフの思想を疎うとましく思う。そんな下らぬ理想のために多くの人が死んでいった事実を、ジョセフは許せはしない。しかし何よりも許せぬのは、やはりザーギンだった。あんな男が、あれだけ優れた男が、何故なぜ世界に絶望しなくてはならなかったのか。ザーギン程の男なら、気付いてくれるはずだと信じたかった。世界は決して滅ほろぼさねばならぬ程には醜みにくくはないのだと。人間は信ずるに値あたいするのだと。

「……俺にザーギンを止められるか、エレア」

　ジョセフは初めてエレアの名を呼んだ。エレアは微笑ほほえんだ。だがその笑えみが、名を呼ばれた事に対してなのか、それともジョセフの問いに対するものなのかは、ジョセフには分からなかった。エレアは言った。

「分からないわ、ジョセフ。けれど貴方が、最もそれを成し得る可能性を持つ存在であると私は思っている。貴方の力は未知故ゆえに、まだ可能性を絶たれてはいないのだもの」

　先程はどう受け止めて良いか分からなかった言葉も、そう言われると希望の糧かてとなり得た。ジョセフは少しだけ口元を歪ゆがめ、エレアを見つめた。

「お前が知っている事を教えてくれ、エレア。それでザーギンを止められる可能性が、少しでも上がるのなら」

　改めてそう告げると、エレアは、

「殺すのではなくて、止めたいのね。やはり不思議だわ、貴方は」

　と、再度笑った。

　アンドロマリウスと呼ばれる悪あく魔まについて、ジョセフは多くを知らなかった。

　そもそも七十二柱の悪魔の多くは断だん片ぺん的な文字情報で表されているに過ぎず、その姿形はおろか、何を司つかさどるどのような悪魔かさえ分かっていない者も存在する。しかしふと気になり、ジョセフはその事を知ろうと思った。それを知る事が、力を得るための一つの契けい機きになるのではないかと思ったためだった。

「蛇へび、か……」

　図書館の一角、大おお仰ぎような装そう丁ていの「悪魔学」と題された本を片手に、ジョセフは呟つぶやいた。

　アンドロマリウス。序列第七十二位の地じ獄ごくの伯はく爵しやく。手に蛇を持った人間の姿で現れ、隠かくされた事こと柄がらを明らかにする力を持つ悪魔。

「それに窃せつ盗とう……」

　窃盗と関かかわりの深い悪魔でもあると、その書物には書かれていた。まるでいいイメージではない。蛇は狡こう猾かつで陰いん湿しつな生物の象しよう徴ちようとも言える存在だし、その上に窃盗だ。そもそも悪魔なのだから、善良なイメージを持つ方がおかしいのかもしれないが、七十二柱の悪魔の中にはかつて天使だった美しき悪魔や、悪魔と呼ぶよりはむしろ学者と呼ぶべきような様々な知識を持った者もおり、それらに比べればアンドロマリウスと呼ばれる悪魔はどちらかと言えば矮わい小しような存在に思える。

「力が欲しいのなら、ヴィジョンを持ちなさい」

　それはエレアの言葉だった。

「ブラスレイターの力は、ただ肉体の強さだけではないわ。脳内にあるヴィジョンを具現化し、それを用いて戦える。それも能力の一つ」

「具現化？」

「そう。想像した物体を創造できる。何もないところからでもね」

「どうやって？」

「細かい理り屈くつを話しても仕方ないわ。重要なのは、それをするためには、本人に明確なヴィジョンが必要だという話だけよ」

「ヴィジョン……」

「それから、ヴィジョンには相あい性しようがある事も忘れないで。貴方あなたが強く思い描えがきやすいヴィジョン程、具現化は容易たやすい。それが逆であれば、具現化は適かなわない」

　ジョセフには、よく分からなかった。ヴィジョンや、具現化や、そんな非日常的な言葉を多用されたところで、もとより理解できようはずもない。強く思い描け、と言われたところで何を思い描けばいいのかも分からない。

　悪魔について調べようと思ったのは、そこに何がしかのヒントを求めたためだった。自分の力とするべき「何か」を、少しでも明確なヴィジョンに近付けるために。

「ろくでもない悪魔に憑つかれたもんだな……」

　ジョセフはそんな事を呟きながら本を書しよ架かに戻もどそうとし、ふと手を止めた。そして思い直してまた本を開く。全七十二位の悪魔のうちの筆頭に記された悪魔──バアルの項こうを開いた。エレアによれば、ザーギンはその第一位の悪魔の印を持つという。

　バアルは、ゴエティアのみならず様々な文ぶん献けんにその名が見られ、旧約聖書の列王記の中でも預言者に仇あだなす異教の神として描かれている。また、ゴエティアの中では序列第一位の偉い大だいなる王として扱あつかわれ、剣けんの達人であり、呼び出した者には様々な事に関する知識と、全すべてを見通す力を与あたえる、と、そのくだりまで読んでからジョセフは本を閉じた。

　成る程、いかにも選ばれた者、といった風情ふぜいの説明文の数々だった。それに比べると、自分はいかにも矮小な悪魔の名を冠かんされたように思えてしまう。

　思えば十年近く前、ザーギンが見せた力の一いつ端たんでさえ、今のジョセフの力を遥はるかに凌りよう駕がしていた。器うつわが違ちがう、そういう事なのかもしれない。しかしそれでも……しかしそれでもジョセフはザーギンを止めねばならぬ。地を這はう蛇の如ごとき自分の力で、偉大なる王を討うたねばならぬ。

　図書館を後にし、ガルムを隠している路地裏に辿たどり着くとエレアが姿を現した。

「収しゆう穫かくはあって？」

　尋たずねられ、ジョセフが首を傾かしげつつガルムに跨またがると、エレアは肩かたを竦すくめる。

「まあいいわ。貴方は、座学よりも実戦の方が向いているようだし」

　そう告げてから、エレアは目の前に両手の指で四角形を形作った。空間のその部分だけが切り取られたように歪み、やがて細かく座標の刻まれた地図を表示する。ジョセフがそこに目をやると、それは今ジョセフがいる位置を中心として描かれたものである事が分かった。

「そんな事までできるのか……」

　そう感かん嘆たんの声を漏もらすと、エレアは妖あやしく微笑ほほえみ、ついで地図上の数カ所の地点に赤い光点を表示させる。

「それは……」

　ジョセフが全ての質問を終える前に、エレアは、

「これは今日から一週間を遡さかのぼってデモニアックが出現した場所を示しているわ」

　と言った。確かに、その場所には覚えがある。ジョセフが足を運び、デモニアックと対した場所に相そう違いない。昨日訪おとずれたばかりの山間部も、光点で示されていた。

「最も古いのはここ」

　エレアがそう言うと、複数の光点のうち一つだけが明めい滅めつを始める。

「そして次」

　と、エレアの言葉を受けて、明滅する点が東へと移動していった。ただ真っ直すぐに、というわけではない。点と点の繫つながりだけで見れば、南北、時には西にも移動している。しかしもっと広い範はん囲い、点と点を繫げた線で推おし量れば、それは確かに西から東へと、意思を持ったように移動をしていた。

「ここから導き出される、次のデモニアックの出現予測地点は──」

　エレアの言葉と共に、地図上で一点が加えられた。青白い光点だった。

「でも気を付けて。この程度の事はＸＡＴザツトにも分ぶん析せき可能な事よ。彼らよりも早くデモニアックを発見してそれを討ちたいのなら、急ぎなさい。貴方も、悪あく魔まの姿を人に晒さらしたくはないんでしょうから」

　それだけを言って、エレアは姿を消した。

　ジョセフは素す早ばやくエンジンを起動させ、その地点へと向かうためにガルムを走らせた。

　デモニアックを生み出しているのがザーギンならば、デモニアックを追い続けるうちにいつかザーギンに出会う事ができるだろう。今の自分がザーギンと相対するだけの力があるかどうかは分からない。しかし──

「問題はないさ。ヴィジョンは見えた」

　呟つぶやき、ジョセフは未いまだ自分の掌しよう中ちゆうにはない己おのれの力に思いを馳はせた。







　　　　６







　山間部でアマンダ達二班が遭そう遇ぐうした融ゆう合ごう体たいは、結局一体のみであった。

　その後の山やま狩がりで発見されたのは、アマンダとヘルマンが目にしたような銃じゆう器きの残ざん骸がい、或あるいは機械の残骸だけだった。まるで断だん片ぺん的に消し飛んだようなそれは、アマンダ達によって持ち帰られ、分析にかけられたが、融合体に関する何ら詳くわしい情報を得る事ができなかった。はっきりと分かったのは、既き存そんの科学技術ではいかなる方法をもってしてもそのように鋭えい利りな切断面を生み出す事はできないという事。ただその一点のみ。住民の死体はどこにもなく、何らかの戦せん闘とうが行われたらしき痕こん跡せきがいくつかあったものの、その主までは判明しない。

「完全に手て詰づまりか……」

　メイフォンによって作成された報告書に目を通しながらウォルフが呟いた。アマンダが入隊して三度目のブリーフィングであった。

　既すでに上層部には同じ報告書を提出してあるが、二班に命じられたのはパトロールを含ふくむ現行の任務を遂すい行こうし続ける事だけ、それ以外の特別な任務は下っていない。

「上の連中は何を考えてる？　死体が見付からないのは住民がウイルス感かん染せんしたからだとしても、その融合体はどこに消えた？　まさか全員が食い合ったなんて事はねえだろ。融合体同士がそんな事をするなんて報告はねえ。それにあの戦闘痕こんはどう考えても融合体だけのものじゃねえしな」

　現場に残された痕跡には、バイクのものと見られる走行痕も含まれていた。それはヘルマンやアマンダが騎き乗じようしているバイクとは異なる型で、既存のどの車種とも一いつ致ちしない。

「我々以外に、謎なぞの人物が融合体掃そう討とうのために動いている、と？」

　報告書を投げ出しながらウォルフがそう告げると、メイフォンが一つ咳せき払ばらいをし、

「それはあり得ません」

　と言った。

「民間に出回っている銃器類では、融合体に致ち命めい的てきなダメージを与あたえる事はできません。我々ＸＡＴザツトのように対融合体用に特化した部隊でなければ、融合体との戦闘は非常に困難を極きわめます」

「目もく撃げき例もない。仮にそんなものがいるとしても、おそらく大人数じゃないだろう。せいぜい一人か二人か……そんな人数で奴やつらをやれるのか？　何の訓練を受けてもない人間が？」

　ブラッドの言葉に、室内の全員が諦てい念ねんとも取れるような溜ため息を吐はいた。

「まあ、そんないるかどうかも分からない奴の話をしても仕方がない。俺達は今後の任務に向けて何が必要かを話すだけだ」

　融合体の戦闘能力にはまだ未知の部分が多い。現行の装備では今後に不安が残る。特に銃器類に関しては、スナイパー、アタッカー双そう方ほうの装備を見直す必要があるという議題についていくつかの意見を交かわし、ブリーフィングは終しゆう了りようした。

　そして数時間後、市街のパブで再集合した。突とつ然ぜんの出動で中止となったアマンダの歓かん迎げい会かいを行うためだった。

「で？　アマンダの方はチームには慣れてきたか？」

　ビールのジョッキを片手にウォルフが問うてくる。時刻は午後七時を回っており、パブ内は退勤後の労働者で溢あふれ返っていた。その一角のテーブル席を陣じん取どり、アマンダ達は既に数杯のビールを飲み干していた。

「ええ。おかげさまで」

　数度のパトロールを経験し、隊のメンバーとは随ずい分ぶん打ち解ける事ができた。口は悪いがそれとは裏腹に気の良いアル、寡か黙もくだが信しん頼らいのおけるブラッド、豪ごう快かいな性格だが任務の際には実に繊せん細さいな作戦を立てて皆みなを率いるウォルフ。そしてかねてより親交のあるヘルマン。彼らの存在は、チームを実に居い心ごこ地ちの良いものにしてくれていた。アルやブラッド、ウォルフは軍隊上がりのせいもあり、言葉を飾かざらず、女であるアマンダにも他ほかの隊員と同様に接してくれている。

　しかし──

　アマンダは、一いつ瞬しゆん、隣となりの席に座るメイフォンに目を向けた。ＸＡＴの隊員としては最年少であり、その素す性じようには謎が多い。ヘルマンによれば、ＸＡＴ局長であるヴィクター・シュタッフスの肝きも煎いりで入隊したそうだが、詳しい事は誰だれも知らないという事だった。

　アマンダは、入隊から一週間以上を経過した今でも、メイフォンとだけは打ち解ける事ができずにいた。何故なぜかは分からない。交通機動隊時代にも女性隊員は存在したし、彼女らと仲間として気軽に接していた。しかしどういうわけか、メイフォンとだけはそれができない。

　アマンダの視線に気付いてか、ウォルフは白い歯を見せて笑い、

「女同士は何かと大変か？　だがまあ、うまくやってくれよ。ジェラシーやヒステリーで連れん携けいが取れん、なんて事は勘かん弁べん願いたいからな」

　女性蔑べつ視しとも取れる発言は、おそらく酒の席のせいだろう。普ふ段だんならウォルフはそんな事を口にしたりはしない。メイフォンはウォルフの言葉を受けて、両の手でビールのジョッキを抱かかえ込むようにしながら、

「私は仲良くしたいと思ってるんですけどねぇ……」

　と、アマンダを一いち瞥べつする。アマンダは、まるで自分が子供じみた感情のせいで駄だ々だをこねているような、そんな気分にさせられた。しかしそれはその通りなのかもしれない。メイフォンは、アナライザーという役職のせいもあるだろうが、気配りが上手うまく、ＸＡＴという特とく殊しゆ部隊にあっても華はな々ばなしい女性らしさを失ってはいない。

　一方でアマンダは感情的になって命令違い反はんを行い、初出動からヘルマンに迷めい惑わくを被こうむらせてしまった。しかもそれが当然のようにヘルマンに扱あつかわれるのだからなお悪い。

　そんな現実が、ある種のコンプレックスとなって、メイフォンに得体の知れぬ嫌けん悪お感のようなものを抱いだかせるのかもしれない。アマンダはそんな自分を恥はじながら、

「すみません……あまり、女性と接するのに慣れていなくて……」

　と、当たり障さわりのない建前で誤ご魔ま化かし、目の前のビールを飲み干した。既すでにぬるくなり始めている黄金色の液体が喉のどを伝い、炭酸の刺し激げきがアマンダの意識を酩めい酊ていとは逆の覚かく醒せいの方向へと運ぶ。

　交通機動隊時代から、アマンダの酒の強さは有名だった。ビールはおろか、スコッチやジンをストレートで口にしても意識は明めい瞭りようを保てたし、体がふらついたりもしない。男の隊員と飲み比べをしても、負けるような事はなかった。それを知ってか知らずか、アルがテキーラのショットを二つ注文し、届けられたうちの一つをアマンダの方に滑すべらせてくる。

「飲めよ。今日はボスの奢おごりだ。遠えん慮りよするだけ損だぜ」

　それを聞いたウォルフは肩かたを竦すくめた。

「俺の財さい布ふが飛んで行かない程度にな」

　皆が笑う中、アルは目の前のショットグラスを指で撫なぜた。

「聞いた話じゃ、結構イケる口なんだってな？　うちの班じゃ、俺のペースで付き合える奴がいなくてね。良かったら飲み比べといこうぜ」

　アマンダは息を吐きつつヘルマンを見やった。ヘルマンは素知らぬ顔でビールを呷あおっている。アマンダの酒量の話の出しゆつ処しよなど、ヘルマンしかあり得ない。別段、隠かくすような事ではないのだが、アルのニヤけた顔と言い、相当面おも白しろおかしく話して聞かせたのが見て取れる。

「後こう悔かいしても知らないわよ？」

　アマンダがそう言うと、ブラッドが口笛を吹ふいた。

　やがてアルとアマンダは互たがいに目線でタイミングを示し合い、ショットグラスをテーブルに叩たたき付ける。テキーラとジンジャーエールが等量になるように注がれたグラスは、叩き付けられた勢いで一気に攪かく拌はんされ、泡あわを噴ふき出した。それをこぼさぬように素す早ばやく持ち上げ、一口で呷るように飲む。以前、ヘルマンとも同じように飲み比べをした事があったが、その時はアマンダの圧勝だった。と言うより、アマンダはこれまで誰かに負けた事はない。ヘルマンにしてみれば、アマンダの負ける姿を見たいのかもしれない。

　しかし射しや撃げきや操縦技術でどれだけ後おくれを取ったとしても、こればかりは負ける気がしない。

「……次だ！」

　飲み干したグラスが両手の指に達しようかという段階になって、追加注文を頼たのむアルの声がやや怒ど調ちようを含ふくみ始めた。一方で、アマンダは特に堪こらえたという自覚もなく、運ばれたグラスを叩き付けては飲み干す。

「もうよせ。お前の負けだ、アル」

　見かねた様子でブラッドがアルの肩に手を掛かけたが、アルはそれを振ふり払はらい、震ふるえる指でアマンダを指し示す。

「こういう、平気な顔した奴やつに、限って……いきなりぶっ倒たおれちまうもんなんだよ！　次だ！」

　ヘルマンはアマンダの酒量について話した手前からか、アルの酩酊をバツが悪そうに見守っている。だがそれ以上に渋しぶい顔をしていたのは今日の支し払はらいを受け持つと宣言していたウォルフだった。小さなグラスのカクテルとは言え、その値段は安くはない。

　飲み干したのが二人で三十を超こえ始めたあたりで、ウォルフは観念したように天てん井じようを仰あおいだ。アルは呂ろ律れつの回らぬ舌でそれから数すう杯はいをさらに注文したが、いよいよまずいと判じられたのかブラッドに制止され、メイフォンは一人自分のペースで甘いカクテルなどを口にしていた。
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　アルがぐったりとした後、アマンダはアルが飲み残したグラスを手に取り、それを祝杯代わりに一気に呷ってヘルマンの方に微笑ほほえんだ。

「今の私と勝負してみる？」

　ヘルマンはやれやれといった様子で肩を竦める。

「やめとくさ。お前に勝てるヴィジョンが見えてこない」

　かつて飲み比べをした時、ヘルマンは酷ひどい二日酔いになって翌日の勤務を休む羽目になった。その事を思い出し、アマンダは苦く笑しようする。

「そうね。二日酔いで明日休みます、なんて言えないものね」

　皮肉っぽくそう言ってやると、ヘルマンは不服そうに目を逸そらせた。

　そのまま、何となく有う耶や無む耶やになるような形でアマンダの歓かん迎げい会かいは終しゆう了りようした。ウォルフとメイフォンは一度本部に戻もどるために二人でその場を去り、アルはブラッドに抱かかえられて家路に就ついた。もう少し加減をして、早い段階でアルに諦あきらめさせても良かったかもしれないと、内心で反省しながらアマンダが歩き始めると、それに添そう形でヘルマンも歩き出す。家は異なる方向のはずだと気付き、アマンダはヘルマンを振り返った。ヘルマンは頰ほおを搔かき、

「一応、送るさ。俺も男だ。恥はじをかかせるなよ」

　と言う。昔から、ヘルマンはそうだった。任務中は決してアマンダを女性扱あつかいして軽かろんじたりはしないが、プライベートでは一人の男として、女のアマンダに接してくれる。それを疎うとましく思う事も、ないわけではなかった。けれど今日は酒のせいだろうか、それを快く受け入れようという気分になった。

　さすがに酒のせいか汗あせばんできたのでシャツの胸むな元もとをはだけさせ、アマンダは掌てのひらで顔を扇あおぐ。ヘルマンを見ると、何となく気まずそうに視線を逸らせた。

「お前な……もう少し気を遣つかえよ」

「……何が？」

　意味も分からず尋たずねると、ヘルマンは溜ため息を吐つく。

「目のやり場に困る」

　アマンダは苦笑するよりなかった。今さらそんな事を言われるとは思わなかったのだ。

「いつもの事でしょ」

「任務中はな」

「任務中とプライベートじゃ、扱いも違ちがう？」

「そういうわけじゃない」

　ヘルマンは拗すねたように押し黙だまってしまった。そのまま二人で歩き続けた。風は冷たく、火ほ照てった顔を優やさしく撫なでるように吹いていく。

「こうして歩いてると、噓うそみたいね。融ゆう合ごう体たいが現れるなんて」

　沈ちん黙もくに耐たえかねてアマンダが口を開くと、ヘルマンは立ち止まった。それを見て、アマンダも足を止める。強い風が吹いてアマンダの髪かみを揺ゆらした。それを搔き上げながら、ヘルマンを見つめる。

「だが噓じゃない。奴らは存在する。今こうしている間にも、どこかで人を襲おそってるかもしれない」

「……分かってる」

「融合体なんてものが噓だった……そんな風に冗じよう談だんでも言えるような時が来たら、その時が俺達の勝利だろうな」

「そうね。そんな時が来ればいいわね……私達の生きているうちに」

「来るさ。そのために俺はＸＡＴに入った。お前もそうだろ？」

　アマンダが頷うなずくと、ヘルマンは優しく笑った。それは任務中に絶対に見せる事のない心からの笑え顔がおだと、長い付き合いのアマンダには分かる。

「もしそんな日が来たら……アマンダ」

　再び歩き出そうとしていたアマンダはヘルマンのその声に振り返った。ヘルマンは真しん剣けんな面おも持もちでアマンダを見つめていた。

「その時は──」

　ヘルマンの言葉を待つアマンダの耳に、背後から喧けん噪そうが届いた。人の走る音。そして追い立てるような声。思わず振ふり返った。数人の男が、一人の若者を追って走っている。

「逃にげるんじゃねえ！　この異民が！　目め障ざわりなんだよ！」

「お前は黙って殴なぐられてりゃいいんだ！」

　酒に酔よっているのだろう、やや舌足らずな調子でそんな事を叫さけんでいる。一方の追われている若者は、必死の形相で、アマンダ達にぶつかるようにして走り去った。それを追って側そばを通り過ぎようとした男の一人を、アマンダは咄とつ嗟さに摑つかむ。

「ああ？」

　わけも分からず振り返った男を、そのまま柔じゆう道どうの要領で投げた。地面に背を打ち付けて、男がくぐもった声を漏もらす。異変に気付いたのか、他ほかの男達も立ち止まり、アマンダを睨にらんだ。

「何しやがる！」

　叫びながら殴りかかってきた男の拳こぶしを避さけるまでもなく、今度はヘルマンがその腕うでを摑んでいる。そのまま関節を極きめたヘルマンは、男を這はいつくばらせるように押さえ込み、

「いい大人が下らん真ま似ねをするな」

　と告げた。男達がたじろぐ。一方的に他人に暴力を振るいながら、矛ほこ先さきが自分に変われば躊ちゆう躇ちよする、そんな性しよう根ねの卑いやしさにアマンダは辟へき易えきとした。

「……それ以上やるなら、警察を呼ぶわよ」

　異民と蔑さげすまれる人々にも人権はある。異民を追う彼らがやっている事は、ただの犯罪行こう為いに過ぎない。しかし彼らにはその自覚がないのだ。

　二十年程ほど前からだろうか、ドイツには諸外国からの移民が増加した。世界的な恐きよう慌こうのせいだった。職を求め、住居を求め、食物を求め、人々がドイツに流れ込んだ。

　彼らは何も、元から存在するドイツの人々から何かを奪うばおうとしたわけではない。ただ生きるためにそうせざるを得なかっただけだ。しかしドイツの人々は、一部を除き、快く移民を受け入れる事はなかった。自分達の生活さえ安定せぬ状じよう況きようで、他者を受け入れる余よ裕ゆうなどあるわけもない。アマンダにもその理り屈くつは分かる。

　しかしそれと理り不ふ尽じんな暴力を良しとするかどうかはまた別の話だ。

　彼らも同じ人間なのだ。

　それを、遠えん慮りよなしには生きていけぬ彼らの境きよう遇ぐうを逆手に取り、心ない人間は彼らを虐しいたげ、なじった。いつしか移民の人々は異民と呼ばれ、より蔑まれた。そうある事が当たり前だという考えが、常識であるかのように広まった。

　幼い頃ころに両親を亡なくし、アマンダは孤こ児じ院いんを経営する叔母おばの元に引き取られたが、叔母は異民を差別する事などなく、肌はだの色、瞳ひとみの色、髪の毛の色、そんなものに拘かかわらず孤児の子供達を愛していた。アマンダもそんな環かん境きようで育ったからこそ、異民差別に強い憤いきどおりを感じるのかもしれない。

　ヘルマンが男の一人を解放すると、男達は舌打ちをして逃げるようにその場を去っていった。

　逃げた若者はどこに行ったのか、アマンダ達に礼を言う事もなく姿を消していた。だが別段、それでいいとアマンダは思う。礼を言われるためにやったわけでもない。

「なくならんな……異民差別は」

「そうね……」

　いずれ分かり合えるはずだ、とアマンダは思う。依い然ぜん変わらぬ不ふ況きようも、人々の心を腐くさらせている一因だが、融ゆう合ごう体たいの存在もまたそうである事をアマンダは理解していた。

「最近じゃ、融合体は異民の悪あく魔まの儀ぎ式しきで生み出された、なんて言う奴やつもいる」

　そんな風聞が間ま違ちがいである事を、証明しなくてはならない。それはアマンダがＸＡＴに志願した理由の一つだった。

「誰だれも悪くないはずなのに……どうしてこんな事になるのかしら」

　アマンダの問いに、ヘルマンは答えなかった。その意味はアマンダにも分かる。

　仕方がない。そういう事なのだ。

　人は人である限り、何かを憎にくみ、何かに憤る事を止やめられない。それが暴力という形で噴ふん出しゆつしてしまっているだけだ。それは分かっている。しかし分かってはいても、それを認めたくはない。だからこそ、ヘルマンはアマンダの問いには答えなかったのだ、と。

「行こう」

　ヘルマンに誘いざなわれて、アマンダは再び歩き出した。

「……そう言えば、何か話の途と中ちゆうじゃなかった？」

　思い出し、アマンダがヘルマンに問うと、ヘルマンはアマンダの方を見ないまま、

「いや、いいさ。下らん話だ」

　と言った。

　それが本当なのかどうかは、アマンダには分からない。

　ただ、家まで辿たどり着いたアマンダが礼を言ってヘルマンに手を振ると、ヘルマンは少し寂さびしそうに笑った。それだけの話で──
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　エレアの予測は完かん璧ぺきだった。

　ジョセフはただその地点まで移動し、息を潜ひそめているだけで良かった。そうしているうちに、奴らは姿を現す。

　デモニアック。

　何者かによって異形の姿へと変じられてしまった憐あわれな亡もう者じや。

　出現地点を予測していた以上、警察やＸＡＴザツトの目から逃のがれようと躍やつ起きになる必要もなく、ただ出現したデモニアックを、人目を避さけて討うてばいい。

　暗殺者のように。深く、静かに。

　しかしそれがジョセフの力の糧かてとなったかと言えば、否いなであった。

　それはあまりに単調な作業に過ぎなかった。それ故ゆえにジョセフに何の成長ももたらさない。

「今日も残念な結果ね」

　何度目になるか分からぬ作業を終えた後、エレアは言った。

「わざわざ力を付けるために無用に自分を追い込むつもりもない。仕方ないだろう」

「貴方あなた、本当は怖こわがっているんではなくて？」

　ガルムの車体に背中を預けていたジョセフは、その言葉に振ふり返り、相変わらず小こ悪あく魔まのような外観をしたエレアの姿を見やった。彼女は勝ち誇ほこったような顔をし、小さな体でジョセフを見下している。

「怖がってる？　何を？」

「力よ。人間にはないその、力」

「……そんな事はない」

「あら、そうかしら。そうならば、はやくお目にかかりたいものね。貴方が力を使いこなす、その美しい姿に」

　一度は否定したものの、ジョセフの中で、エレアの言葉通りの感情がある事を、ジョセフ自身、否定はできない。ガルムとの融ゆう合ごうを行うようにはなった今でも、やはりそれ以上、自分が人間離ばなれしていく事に、どこか怖おそれのような感情はあるのだろう。でなければ、こうして単調な作業を続ける今という時間に、安あん堵どのような気持ちを抱いだくはずがない。そして、願わくばこのまま苦労する事もなく全すべてが終わってくれればいいのに、などと考えてしまう事も。

　自分が人であるうちに。

　既すでに人ではなくなったと自覚したはずなのに、ジョセフは最近、ふとした瞬しゆん間かんに、そんな風に考えてしまう自分に気が付く。

　それはエレアのせいかもしれない。

　話を終えてなおその姿を晒さらしジョセフを見つめる彼女を一いち瞥べつして、ジョセフは思う。

　ずっと長い間、ジョセフは人との関かかわりを避けてきた。

　そうする事が当然だと思っていた。

　自分は人ではないのだし、誰だれかと関わりを持ったところでその人間を不幸にしてしまうだけだから、と。

　そうやって会話も交かわさず、人の事を思う事もなく、戦い続けてきたのに、今、ジョセフの側そばにはその少女がいる。実際には少女ではなく、自分より年上の女かもしれない。或あるいは男かもしれない。しかしガルムに内蔵されたスピーカーから聞こえる声は、どれだけ機械的な変化を加えられていようとも確かに人間の声だった。奇き矯きような性格をしていても、彼女はジョセフ自身ではない、他者であった。それは疑いようのない事実だった。

　その他者の存在が、ジョセフに人間らしさを、或いは一度捨て去ったはずのそれへの思し慕ぼを、取り戻もどさせているのかもしれない。

「どうかして？」

　ジョセフの自じ嘲ちよう気味の笑えみを感じ取ったのか、エレアが問うた。ジョセフは首を振り、

「何でもない」

　と答え、ガルムに跨またがる。

「次の場所へ行くのね、ジョセフ」

「ああ」

「次こそは貴方のより美しい姿を見れるものと期待しておくわ」

　エレアが言いながら、地図を投とう影えいさせる。

「そんな事はどうでもいい。俺は、ザーギンの行方ゆくえさえ摑つかめればそれでいい」

「じゃあ、次の地点に彼が姿を現す事を願いましょう」

「そうだな」

　そうしてガルムを発進させた六時間後──

　ジョセフは、その女に出会った。

　エレアの予測通りにデモニアックがその地に現れた、その時に。

　ドイツでは比ひ較かく的てき珍めずらしい褐かつ色しよくの肌はだ。軽いウェーブのかかったブロンドの髪かみは腰こしのあたりまで伸のびている。眼鏡めがねをかけ、白衣のような物を身に纏まとっていた。

「あいつは──」

　思わず声が漏もれた。

　たった一度、たった一度だけだ。その女と会ったのは。

　しかし、女と会ったその日の事を、ジョセフは今でもはっきりと思い出す事ができる。

　名も知らない。素す性じようが分かっているわけでもない。だが女がザーギンの下で行動する人物だという事だけは分かっている。

　姿からして、医者か、研究者か、そういった類たぐいの人物に扮ふんしているのか、それともそれが女の普ふ段だん着ぎなのか。

　ジョセフは、ガルムに跨ったまま、女を見つめていた。

　女は、人々が叫さけび声を上げ逃にげ惑まどう中、しっかと地を踏ふみしめて立っていた。そして見ていた。デモニアックを。まるで扱あつかい慣れた玩具おもちやを見るような目で、口元には微笑ほほえみさえ浮うかべて。

　デモニアックが女の側を通り過ぎる。本来ならば恐きよう怖ふにおののいてもおかしくはないその状じよう況きよう下でも、女は微笑みを絶やさなかった。

　そして、女は不意にジョセフに視線を向け、一層深い笑みを湛たたえた。

　それはまるで嘲ちよう笑しようのように、ジョセフの目に映った。

　やがて、女はジョセフを振ふり返りその場を去っていく。と、同時に、背後から発はつ砲ぽう音が数度、響ひびいた。振り返ると、そこにはＸＡＴと思おぼしき部隊が陣じん取どっていた。

「……早いわね。彼らも学習したという事かしら」

　エレアのその言葉を聞きながら、ジョセフは自分がどうするべきかを思案していた。

　女を追う前に、デモニアックを討うっておくべきだ。しかしそれをすれば後方に位置するＸＡＴに自分の正体を明かす事になりかねない。逃げ惑う住民だけならばいくらか誤ご魔ま化かしようもあったかもしれないが、この状態ではそれも不可能だろう。

「どうするの、ジョセフ」

　問われて、ジョセフはガルムを駆かった。

「あの女を追う」

　デモニアックは一体だけだ。それならば、ＸＡＴに任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。彼らがこれまでに幾いく度どかデモニアック討とう伐ばつの功を挙げている事は分かっている。

　人々の喧けん噪そうはすぐに後方、そのまま遠く、そして小さくなっていく。ＸＡＴの放ったであろう、銃じゆう弾だんの音も、遠く、小さく。

　女はすぐに物もの陰かげに身を隠かくしたが、ジョセフが分ぶん岐き路ろに立たされるとまた姿を現した。それはまるでジョセフに行く先を示すように。女がジョセフを何処いずこへかと誘いざなっているのは明らかだった。

　あの時、ジョセフが女と初めて出会った時、ジョセフは女の力の前に何もできなかった。

　ジョセフにできたのは、ただ血を流し、涙なみだを流す事だけだった。

　腕うでには一人の少女を抱だいて。冷れい徹てつに笑う女の前で佇たたずんで。

　今の自分なら、違ちがう結果になるのか。

　あの女に、一いつ矢しでも報むくいる事ができるのか。

　エレアの語る力は、未いまだ自分の掌しよう中ちゆうにはない。しかしあと少し、あとほんの少しのきっかけがあれば、自分はそれを手に入れる事ができるという、そんな予感はあった。

　あの女なら或いは、或いはそのきっかけになり得るのではないか、ジョセフは女を追いながら、そんな事を考えていた。

　かつて女は言った。

「わきまえなさい、ジョセフ。もはやあなたは人間ではない」

　ジョセフは血を流しながら、涙を流しながら、懸けん命めいにそれを否定するより他ほかなかった。自分は人間だ、貴様らのような化け物とは違う、と。

　今ならば、あの言葉に、自分は一体どんな言葉を返すだろう。

　人である事を捨てたつもりはない。しかし、今、自分は人ならざる力を摑つかもうとしている。そんな身の上でも、自分は化け物じゃないと言い張る事は可能なのか──

「ジョセフ」

　ガルムを走らせながら思案しているうちに、エレアが名を呼んだ。

「貴方あなた、彼女に勝てるの？」

　口ぶりからして、あの女がジョセフと同じだという事を知っているのだろう。そしてその強さについても。

　ひょっとすると、エレアはジョセフに話しかけるよりもずっとずっと前、ジョセフがガルムを手に入れた時から、ジョセフの事を監かん視ししていたのかもしれない。だとすれば、あの女について知っているのも道理だ。

「勝てるかどうかなんて、分からない」

　ジョセフは答えた。そして続けた。

「だが負けるつもりはない」

　姿を現さず声だけのエレアは、ふう、と、聞こえよがしに溜ため息らしき音を漏もらし、それからこう呟つぶやいた。

「正直ね。でも貴方のそういうところ、嫌きらいじゃないわ」

「それはどうも」

　そう応こたえた直後、ジョセフはガルムを停車させる。細い十字路で、女を見失ったせいだった。しかしそれを分かっているかのように、女は離はなれた場所、物陰からゆっくりと姿を現す。ジョセフは敢あえてすぐには追わず、女を見つめていた。女もまた、すぐには歩き出そうとせず、ジョセフを見つめて微笑んでいる。

「はっきりしているのは、あの女がザーギンの居場所を知っているという事だけだ」

「彼女、見たところ貴方を誘っているようだけれど……罠わなかもしれないわね。追うのは止やめたらどう？」

　エレアにしては珍めずらしい、ジョセフの身を慮おもんぱかるようなその言葉に、ジョセフは躊躇ためらいつつも、

「それはできない」

　と答える。

「ようやく手て掛がかりに巡めぐり合えたんだ……むざむざ見み逃のがすつもりはない」

　ジョセフの科白せりふに、エレアはやれやれといった様子で、

「だったらもう止めないわ。好きになさい」

　そう吐はき捨てて口をつぐんだ。

　ジョセフが再びガルムを走らせると、女はまた姿を消す。

　そしてまた現れる。

　そんなやり取りを幾度となく繰くり返しているうち、ジョセフの身体からだを撫なぜる風に仄ほのかな潮の香かおりが伴ともなっているのに気が付いた。それはジョセフにとって郷きよう愁しゆうを誘う香りだった。

　道のりにもどこか見覚えがある。

　やがて、ジョセフは女に追い付いた。

　正確には、女が望む場所にようやく到とう達たつした、というところだろう。

　そこは波は止と場ばだった。

　普ふ段だんなら夜間でも交易船の数すう隻せきは見られる場所だが、おそらくはデモニアック出現の報を受けたのだろう。停てい泊はくする船はなく、遠くの沖おきに、いくつかの船が停泊しているのが見えた。船員や荷運びの労働者達はいない。皆みな、避ひ難なんしたのだろう。デモニアックの出現した場所からその場所まで、さしたる距きよ離りはない。

「久しぶりね、ジョセフ。素す直なおに誘いに応じてくれて嬉うれしいわ」

　と、女は言った。

　ジョセフはガルムから降り立ち、女を見み据すえた。

「……ザーギンは何処どこにいる」

　問うた。女はジョセフの問いには答えず、ただ口元を歪ゆがめる。

　潮を含ふくんだ風が吹ふいた。女の長い髪かみが優ゆう雅がに舞まった。女はそれを受けて風の吹いてきた方向に目をやり、

「嫌いやな風ね。髪が傷いたみそう」

　と呟いて髪を搔かき上げる。
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「質問に答えろ」

　ジョセフが答えを促うながすと、女は再び口元を歪め、軟なん体たい生物のような滑なめらかな光こう沢たくを持った唇くちびるを開く。

「気が早いのね。目の前にいる私を無視してあの方の事ばかり……気持ちは分かるけれど、もう少し私の事を気にしてくれても良くはないかしら？」

　女の言葉はもっともだ。それに、問うたところでこの女が正直に答えなどしない事も分かっている。それでも、問わずにはいられなかった。逸はやる気持ちを抑おさえられなかった。

　十年。

　ザーギンを追い続けてきた。

　その間、何一つ、その足そく跡せきの一つさえ得られはしなかった。

　虚むなしい戦いの日々。

　だが今、ザーギンを知るかもしれぬ者が目の前にいる。

　それだけで──その可能性だけで、ジョセフの精神は十二分に高こう揚ようしていた。

「落ち着きなさいな、ジョセフ。こういう時は、まずムードのある会話の一つもするものよ？　そうでなくとも女の私から誘ったんですもの。貴方あなたにも協力して頂きたいわね」

　焦じらすような女の口調が、よりジョセフの気持ちを逸らせ、苛いら立だたせたが、しかし、これ以上の言げん及きゆうも無意味だ。

　不意に、ジョセフはエレアの事を思い出した。女の喋しやべり方はエレアのそれに少しだけ似ていた。勿もち論ろん、口調や言葉の選び方、発音の仕方、そのどれもが、エレアと女が別人である事を物語っている。女を追いながらエレアと会話した事からも、それは間ま違ちがいない。

　しかしどこか受ける印象が似通っていたのは事実だ。

　以前、一度だけ女と対した時には、会話らしい会話はなかったと言える。女は一方的にジョセフに語りかけ、ジョセフもまた一方的にそれを否定する言葉を吐き続けたに過ぎない。

　しかし今こうして会話をすれば、やはり女とエレアは似たようなタイプであるように思えた。深く知っている事こと柄がらについて、すぐには詳しよう細さいを明かさず、焦らし、相手を弄もてあそぶような言葉だけを選び、喋り続ける。

「そういう事か……」

　小声で呟つぶやくと、目の前にいる女は小首を傾かしげた。

「……何か言った？」

　ジョセフは首を横に振ふる。

「いや、何でもない」

　そんな事を思案したせいかもしれない。ジョセフはいくらか平静を取り戻もどしつつあった。相手がそういうタイプなら、それなりの対し方がある。

「……お前の名前を聞かせろ」

　ジョセフが問いの内容を変えると、女は満足そうな笑えみを浮うかべた。そうして髪を搔き上げ、

「ベアトリスよ」

　そう名乗り、女は恭うやうやしく礼をした後で、

「少しは私にも興味を持ってくれたという事かしら？」

　と付け加える。

　ジョセフは答えなかった。ただ、ベアトリスと名乗った女の身体からだを見つめていた。背は高く、細身でありながら豊かな女性的肉体。

　しかしその肉体が、悪あく魔まじみた力を生み出す事を、ジョセフは知っている。

　ベアトリスは、まるで戦うつもりなどないように見えた。

　だがジョセフは戦わなくてはならない。それは当然。しかし、慎しん重ちようさは求められる。

「さっきのデモニアックはお前の仕し業わざか」

　戦いを仕し掛かける時までの間を持たせるために、ジョセフは再び問いを投げかける。ベアトリスはそんなジョセフを見て再び微笑ほほえみ、口を開いた。

「ええ。でも、そろそろこういった事も終わりにしなくてはね」

　ベアトリスの言葉に、ジョセフは一いつ瞬しゆん、思し索さくに耽ふけった。デモニアックを生み出す事を終わりにする、その言葉の意味だけを考えれば、結構な事だ。だがベアトリスの背後にザーギンがいる以上、その言葉はもう一つの意味を孕はらんでいる。

　ジョセフの脳のう裏りに、いくつもの言葉が過よぎった。それはザーギンの言葉、そしてベアトリスの言葉だった。

「自らの務めを果たすのよ。選ばれし御み使つかいとして！」

「この苦しみを終わらせなければならない」

「貴方は私達と共に世界を浄じよう化かしなければならない」

「黙もく示し録ろくの意味が初めて分かった」

「ジョセフ、神の声を聞きなさい」

「私は、この世界を終わらせる」

「黙示録の日は近い」

　脳内で繰くり返し再生される二人の声を打ち消そうとジョセフは頭かぶりを振り、

「黙示録……審しん判ぱんの時、か……」

　そう呟いた。その言葉を受けて、ベアトリスは目を細め、眼鏡めがねを指先で押し上げる。

「ちゃんと覚えていたのね。そろそろ考えは変わったかしら？　あの方と共に人類を滅ほろぼすという役目を負う覚かく悟ごはできた？」

「そんなつもりはない」

　言葉と共に硬かたく握にぎり締しめた右手の紋もん章しようが、熱を帯びていた。

「俺は、ザーギンを止めるために、ザーギンを捜さがしてる」

「貴方如ごときの力で？　貴方如きの思想で？　思い上がるのはお止よしなさい。あの方は貴方などとは次元の違ちがう高みにおられる方。気き易やすくそんな言葉を吐はかない事ね」

「黙だまれ！」

　思わず、変身もせぬまま殴なぐりかかった。しかし容易たやすく避さけられてしまう。

「それが駄だ目めだと言うのよ、ジョセフ。その程度で怒いかりを露あらわにするような狭きよう量りようさが」

　軽かろやかにジョセフの身体を捌さばいたベアトリスは、言いながらジョセフの腹部を蹴けり上げる。苦く悶もんの声を漏もらしつつ、ジョセフは崩くずれ落ちた。

　確かに、ベアトリスの言う通りだった。

　少しばかり見下されただけで心を荒あらげているようでは、あの頃ころと何も変わりはしない。

　しかし、それでも、ジョセフは己おのれの中にある「感情」という存在を否定する事ができない。怒り、喜び、悲しみ、それら全すべての存在が、自分が人間である事の証あかしのような気がして。

「俺は俺のやり方でザーギンを止める。誰にも邪じや魔まはさせない。お前が止めるというのなら、お前を倒たおして、俺はザーギンのところへ行く」

　言いながら、ジョセフはゆっくりと立ち上がった。ベアトリスは既すでにジョセフから離はなれ、見下ろすようにジョセフを見み据すえている。

「だったら……せめて姿くらい変えなさいな、ジョセフ。その姿のままで私をどうにかできると思っているわけではないのでしょう？」

　ジョセフは、ほんの僅わずか口元を歪ゆがめた。

　それも、ベアトリスの言う通りだ。全ての力をもってしなければ、彼女に対たい抗こうする事などできはしないだろう。

　勝てるかどうか、そんな事は分からない。

　エレアは呆あきれていたようだったが……ジョセフにはそれで良かった。

　だからこそ、自分は人間なのだ。

　無む謀ぼうと分かっていても、不可能と気付いていても、己の思いを貫つらぬけるからこそ、人間なのだと、ジョセフはそう考える。

「喋しやべって貰もらうぞ……ザーギンの居場所を！」

　ジョセフの右の掌てのひらの紋章が光った時、ベアトリスはこれまでに見せた中で最も妖あやしい笑えみを浮うかべてみせた。
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　それは、アマンダがＸＡＴザツトに配属されてから五度目の、融ゆう合ごう体たい発見の報だった。

　ドイツ北部、ポーランドとの国境に近い湾わん岸がん地区である。ＸＡＴの本部から数十キロの距きよ離りのその場所に、アマンダ達二班は報を受けてから僅か三十分で到とう達たつを完かん了りようしていた。

　幸いにも、と、ある意味では言えるかもしれない。そもそも融合体が出現する事自体が、そのような言葉を用いるには不ふ謹きん慎しんである事を除けば。

「流石さすがだな、メイフォン」

　各自の車両で移動する中、無線を通してウォルフの言葉が各員に伝えられる。その声に、普ふ段だんの陽気な調子は含ふくまれていない。完全に、一人のコマンダーとしてのウォルフだった。

「いえ……当たり前の事をしただけです。私がやらなければ、他ほかの者が担当したでしょうし」

　メイフォンもまた、朗ほがらかさを一いつ切さい捨て去った、無機質で抑よく揚ようのない言葉つきでウォルフに応こたえた。そんな二人のやり取りをインカムを通して聞きながら、アマンダは己を支配する自我が、私生活の物から、兵士としてのそれに変化していくのを感じる。

　ＸＡＴが収集してきた様々なデータを検討した結果、融合体の出現地点には一定の法則があると思われる、それを上層部に報告書として提出したのがメイフォンだった。そして、それによって次の融合体出現ポイントも予測が可能なのではないか、と。

　その報告書の提出から三日を待たずして、発案者のメイフォン属する二班が仮説検証のために湾岸地区に向かった。融合体目もく撃げき報告がなされたのは、その移動の最中の出来事なのである。

「この間みてえに、後手を踏ふまなくてもいいもんな」

　会話に割り込んだアルの言葉に、ウォルフが「ああ」と、肯こう定ていの合いの手を入れた。アマンダも、実際に声に出したい程ほど、その意見に同意していた。だが昂たかぶりつつある神経が、口元を強こわ張ばらせ、素す早ばやい反応を困難にしてしまっていた。そのうちに、ウォルフが再び喋り始めてしまう。

「メイフォン、住民の避ひ難なんはどうなってる」

「まだ完了していません。逃にげる人々を追う形で、融合体も南下しているとの事です」

「融合体は俺達で足止めをする。その間に避難を完了させるよう伝えてくれ」

「了りよう解かい」

　周囲に人々がいれば、ミサイルなどの兵器の殆ほとんどは使用できない。融合体と真っ向から立ち向かうには、住民の迅じん速そくな避難が必要不可欠な要素だった。

　無論、ミサイルなど使用せずとも融合体を仕留める事はできる。だが、相手が一体という保証もない。現段階で人々を襲おそっているのは一体だが、今は身を隠かくしているという可能性もある。

「……にしても、現場に生きてる人間がいるってのは、随ずい分ぶん久しぶりだな」

　アルが冗じよう談だんめかして言う。だが事実、その通りだった。アマンダがＸＡＴに配属となってから四度、現場に生存者はなく、既すでに避難も完了した閑かん散さんとした区域での調査と戦せん闘とう、その繰くり返しだった。ヘルマンによれば、アマンダ配属の数カ月以前からそれが続いていたらしい。

　一つには、アルが言ったようにＸＡＴの出動が常々後手に回っていた事に起因する。ＸＡＴは定期的な巡じゆん回かい活動も行っているが、それによって融合体による被ひ害がいを未然に防げた、などという事は寧むしろ少数事例に過ぎない。概おおむねの活動は結局のところ、融合体発見を受けての出動である。これではどうしても移動などによる時間のロスが生じる。

　結果、前述のような状態になるのは無理からぬ話だ。

　それが今回は、事前の出動のために、住民の避難の時間帯とＸＡＴの活動時間帯とが重なってしまっている。アマンダにとっては初めての経験だった。自分やヘルマンのような訓練された人間だけではない、ごくごく一いつ般ぱんの市民も居合わせた上での融合体との衝しよう突とつ。

「最優先は住民の安全確保だ。仕留めるのは後でいい。まずは何としても足止めしろ。暴れるのは住民の避難が完了してからだ」

　確かく認にんのために告げられたであろうウォルフの言葉に、チーム全員が同時に、

「了解」

　と応えた。

　現場は混乱していた。

　これまで融ゆう合ごう体たいの被害に遭あっていない地区であった事も、要因の一つだったろう。住民達は逃げ惑まどい、それを避難させるために出動している警察の人間も慌あわてふためいている。よもや自分の身にこんな事態が降りかかるとはこれっぽっちも思っていなかったのかもしれない。アマンダとて、彼らと等しい立場なら、似たような事を思っていただろう。

　アタッカーの二台のバイクが並列し、その後方に指揮車両が陣じん取どる。スナイパーのアルとブラッドは狙そ撃げき体勢に入るために、付近のビルの屋上へ向かっていた。

「ブラッド！　アル！　状じよう況きようはどうだ？」

　インカムを通してウォルフの声が届く。アルは、息を切らしていた。

「今階段を上がってる！　エレベーターが故障中なんて聞いてなかったぜ！」

　一方、別のビルに昇のぼっているブラッドは、

「屋上に到達した。これより射撃体勢に入る」

　と答えた。アマンダがそのビルの方に目を向けると、ブラッドがライフルを固定しているのが見えた。遅おくれて、道を挟はさんで反対側のビルの屋上に、アルが姿を現す。

「オッケーだ。いつでもいける」

「こっちもだ」

　二人の声とほぼ同時に、ウォルフの咳せき払ばらいが聞こえた。

「よし。それでは作戦開始だ。アマンダ！　ヘルマン！」

　ヘルマンと視線を交かわし、二人で同時に、

「いきます！」

　と応こたえた。

　融合体の姿はまだ見えない。僅わずかに、逃げてくる人々の姿が確認されるだけだ。

　アマンダはバイクを発進させた。ヘルマンもそれに続く。こちらに向かって走ってくる人々の間をすり抜ぬけ、融合体を目指した。被害をこれ以上出さないために、まずは融合体の足止めをせねばならない。ミサイルも銃じゆう器きも使用できない状況で、求められるのはライディングテクニックだけだ。だがそんな状況にこそ、アマンダはやる気を駆かり立てられる。

　融合体は、ゆっくりと、まるで勝ち誇ほこったように通りの中央を歩いていた。すぐに人々を襲おうとしないのは、いつでも襲えるという自信からだろうか。一いつ瞬しゆんそう考え、しかし融合体に感情などあるはずがないと、アマンダは思考を中止させた。

　アマンダ達の存在に気付いた融合体は、瞬時に、まるで別種の生き物のように身のこなしを素す早ばやくし、付近のビルに飛び移った。それがアマンダ達を敵と認識した故ゆえなのか、それとも、もっと原始的な本能に即そくした行動なのかはアマンダには知り得ない。

　融合体がビルの上から降下し、その鋭するどい爪つめを振ふり上げて襲おそいかかってくる。攻こう撃げきが市民に巻き添ぞえを出さぬよう、アマンダはぎりぎりまで融合体の身体からだを引き付けてから、一気に車体を倒たおし、滑すべらせるようにして攻撃をかわす。

「おとなしくしてろ！」

　振り下ろした爪が虚むなしく宙を切り着地した融合体に、ヘルマンが車体を激げき突とつさせる。

　融合体は吹ふき飛び、側そばのビルの壁へき面めんに激突した。大きく壁かべがへこみ、融合体の身体が半ば埋うまり込むような形になる。

「アマンダ！」

　ヘルマンの叫さけびと共に、アマンダはバイクに跨またがったまま、腰こしのサブマシンガンを抜いていた。今、融合体の周囲に人の姿はない。ここで釘くぎ付づけにし、狙撃の助けとしなければならない。

「よし、いいぞ！　そのまま押さえ込め！　ブラッド！　アル！　脚あしだ！　まず脚を狙ねらえ！」

　ウォルフの叫びと共に、アマンダとヘルマンは一いつ斉せいにサブマシンガンの砲ほう火かを浴びせる。的確に急所を狙うような精密射撃ではない。それをしたところで、以前のように仕留められないケースがある事も想定した上での行動だ。

　重さにして僅か二グラムの鉛なまりの弾だん丸がんは、火薬の爆ばく発はつ力によって毎秒七百十五メートルの速度にまで加速される。そしてその弾丸が生み出す運動量は数キロ近い。その運動量が、秒間約十五発で二人分。

　その圧あつ倒とう的な運動量の衝しよう突とつの前に、さしもの融合体も身動きを取り難がたいのだろう。弾丸の破は壊かい力そのものには、傷付きつつも決して応えてはいないように見えたが、しかし、壁から逃のがれようともがく手足の動きはそれによって止められた。

　そのまま、融合体の肉体を壁に押し込むつもりで、アマンダは撃うち続けた。弾丸が切れる。装弾数は五十しかない。フルオートで撃てば三秒少しで弾丸切れになる。

　アマンダが空のマガジンを排はい出しゆつし、新たな物を装そう塡てんしようとした時、上空で低く響ひびく銃声を聞いた。立て続けに、二発。

　同時に、目の前の壁に埋まっている融合体の両脚が千切れ飛んだ。対融合体用に特化して改造されたスナイパーライフルの弾丸の破壊力は、アマンダ達の持つサブマシンガンの比ではない。撃ち抜くのではなく、面で破壊できる。これで少なくとも融合体の移動力は失われた事になる。だが住民が避ひ難なんするまで、まだ安心はできない。

　なおもサブマシンガンによる射撃を続けるアマンダの耳に、メイフォンの声が届いた。

「住民の避難、完かん了りようしました！　重火器を使用して下さい！」

　アマンダはサブマシンガンを下ろすとそのままバイクのグリップを握にぎり、ミサイルの発射を促うながした。ヘルマンはその間も融合体の動きを止めるために射撃を続けていた。

　アタッカーバイクに装備された両りよう脇わき三門ずつのミサイルランチャーのうち左右二門から射出されたミサイルは、白はく煙えんを上げながら、獲え物ものを狙う猛もう禽きん類るいのように一度大きく迂う回かいし、それから真っ直すぐに、アマンダの眼前十数メートルの場所にいる融ゆう合ごう体たいに向かって飛んでいく。

　目標に激突したミサイルの爆発により、あたりは瞬しゆん間かん的に白い粉ふん塵じんに覆おおわれた。

「命中を確かく認にん」

　アマンダの報告と共に、射撃を中止したヘルマンがバイクから降り立ち、融合体のいた場所へにじり寄っていく。

「よくやった。だがまだ油断するな。ブラッド、アル、いつでも撃てるようにしておけ。ヘルマン、アマンダ、奴やつの沈ちん黙もくを確認しろ」

　ウォルフの指示を受け、アマンダもまたバイクから降り、サブマシンガンを構えて踏ふみ出した。ミサイルは間ま違ちがいなく命中はしている。そして、命中すればその爆発力によって跡あと形かたもなくなっているはずだ。

　だが。

　四散した粉塵が落ち着きを見せ始めた頃ころ、アマンダはその異常に気付いた。

　白く濁にごる空気の奥に、まだ人ひと影かげのようなものがある事に。

「ヘルマン！」

　アマンダが叫ぶよりも早く、ヘルマンは射撃を再開していた。そこにいるのは新たな一体か、それとも先さき程ほど釘付けにしていた一体か、それは分からなかったが、ミサイルによる爆ばく破はの後も原形を留とどめていられる存在が人間ではない事は明らかだった。

　粉塵が治まっていく。なおも射撃は続けられる。

　ぼんやりとしていた人影は、次し第だいにはっきりと、鮮せん明めいな映像に変化していった。

「違ちがう……！」

　声を漏もらしたのはヘルマンだった。その声を聞かねば、アマンダもまた同じような声を漏らしていただろう。

　そこにいたのは、先程の融合体とは異なる存在だった。

　これまでに目にしてきた融合体の、どれとも違う形状をしている。

　アマンダが目にしてきた限り、融合体は概おおむね、骸がい骨こつのような頭部を持っている。そして裸ら体たいを鋼鉄で覆ったような鈍にび色いろの体たい軀く。

　だが、粉塵の奥から現れたそれは、骸骨というよりは寧むしろ兜かぶとを被かぶった騎き士しのような外観をしていた。全身を覆う、紫むらさき色いろの鎧よろい。その手には、斧おののような物を持っている。

「融合体、か……？」

　マガジンの交こう換かんをしながらヘルマンが呟つぶやく。

　指揮車両のセンサーカメラから事態を把は握あくしたらしいウォルフが、

「何をやっている！　そいつも融合体だ！　撃て！」

　と怒ど鳴なった。確かに、この状じよう況きようでそんな姿で現れる存在など、融合体以外にあり得ない。

　手を止めていたアマンダとヘルマンは射撃を再開した。

　目の前にいる騎士のような融合体は跳ちよう躍やくして弾だん丸がんをかわす。虚むなしくビルの壁へき面めんに着弾する無数の弾丸、その音。咄とつ嗟さに振ふり返るアマンダ達を尻しり目めに、騎士は、ゆっくりとアマンダ達を振り返る。そして、あろう事か──

　言葉を発した。

「……愚おろかだねえ」

　何か機械を通したような、人間の物とは異質の声。しかしその言葉は確かに人間の言葉に相そう違いない。

「喋しやべった……」

　言葉にならぬ呻うめき、叫さけび、そんなものなら聞いた事はある。しかしここまではっきりと、人の言葉を発した融合体と対するのは、アマンダには初めての出来事だった。不安になり、ヘルマンに目をやる。やはりヘルマンも驚おどろきを隠かくせないらしい。ヘルメット越ごしに、動どう揺ようしている表情が見て取れた。

「喋っただと……」

　指揮車両にいるウォルフには、騎士の言葉は届かなかったものらしい。アマンダは、騎士にサブマシンガンを向けたままで、

「今、目の前の融合体が喋りました」

　と小声で報告をする。騎士は、動揺するアマンダ達を見つめていた。そして、何度か首を傾かしげ、肩かたを竦すくめる。まるで人間そのものの動き。そんな仕草を持つ融合体も、これまでいはしなかった。

「そんなにおかしいか？　人が喋っちゃよ」

　一歩、踏み込んできた騎士に、アマンダとヘルマンは後ずさった。

　これまで対してきた融合体とはあまりに異質過ぎた。それ故ゆえに、得体の知れぬ恐きよう怖ふを拭ぬぐい切れない。しかも、相手は言葉を喋っている。それは限りなく人に近しい存在だ。となれば、問答無用で射撃をする事にも躊ちゆう躇ちよがあった。

「何とか言えよＸＡＴさんよ。それとも俺みたいな奴とは口も利きけねえってお高く止まってやがんのか、おい？」

　騎士の言葉には、イタリア人に良く見られる独特の訛なまりがあった。だがイタリア人なのかどうなのかは見た目からは察する事ができない。

「動くな！　武器を捨てて、両手を高く上げて背中を向けろ！」

　堪たえかねたようにヘルマンが叫んだ。それは交通機動隊時代を彷ほう彿ふつとさせる言葉だった。相手が人間としてこちらに対してくるのなら、こちらもそれなりのやり方を取るしかない。

「おとなしくしてりゃ、悪いようにはしねえとでも言うわけかい？　誰だれがてめえらの言葉信じるかよ、ナチ公どもが」

　悪態を吐つきながら、騎士はさらに一歩、足を踏ふみ進めてくる。

「動くんじゃない！」

　アマンダは、銃じゆう口こうを押し出すようにして突つき付けた。どうすればいいのか、他ほかに思い付かない。撃うつべきなのか、撃たぬべきなのか、それさえ見当が付かない。

「隊長……どうしますか」

　囁ささやくように、ヘルマンが指示を仰あおぐ。ウォルフは低く唸うなった。

「できれば投降させろ。だが従わぬようなら、四し肢しへの発はつ砲ぽうを許可する」

「了りよう解かい」

　ヘルマンと視線を交かわし、二人で騎き士しを挟はさみ込むように少しずつ移動する。騎士の方は、そんな事は意に介かいさぬ様子で、手にした斧おのを弄もてあそんでいた。

「チンタラチンタラうざってえなあ……やるのか、やらねえのか、はっきりしろよ」

　騎士が斧を担かついだ。アマンダは再度、

「武器を捨てろ！」

　そう叫んだが、騎士の方に従う様子はない。

「だからよお、やるのかやらねえのか、はっきりしろって言ってんだろうがよ！」

　突とつ如じよ、騎士がアマンダの方を振り返り、大きく踏み込んでくる。

　アマンダは引ひき鉄がねを引いた。秒間十五発の銃じゆう弾だんの発射。だが、騎士の素す早ばやい動きはそれをすり抜ぬけるようにかわし、アマンダと鼻先が触ふれ合う程ほどにまで接近してくる。

「どうせやるなら、キレイなねーちゃんの方がいいよなあ！」

　身を引こうとした瞬しゆん間かん、騎士の蹴けりがアマンダの腹部に飛んできた。かわし切れず、まともにそれを受け、アマンダは後方に吹ふき飛んだ。咄嗟に受け身を取り、後転をして体勢は立て直したが、腹部には巨きよ大だいな鉄てつ塊かいを投げ付けられたような鈍にぶい痛みが残っている。骨は折れていないが、ヒビくらいは入っていてもおかしくなかった。

「貴様！」

　騎士の凶きよう行こうを目にして、ヘルマンが射しや撃げきを行う。しかし、騎士はヘルマンを翻ほん弄ろうするように左右に飛び、銃弾を搔かい潜くぐる。人間離ばなれした動きはそもそも融ゆう合ごう体たいの特とく徴ちようの一つではあるが、騎士の動きはそれをさらに洗練させた、高度な舞ぶ踏とうのような動きだった。

「無む駄だだっての。一回見たら……分かるだろうが！」

　ヘルマンもまた、蹴りを受けて吹き飛ばされる。今度はアマンダが銃弾で応戦したが、一発たりとも当たる事はなかった。

「ブラッド！　アル！　何してる！　撃て！」

　ウォルフが怒ど声せいにも似た指示を飛ばすが、ブラッドとアルからの射撃支し援えんはないままだった。

「駄だ目めだボス！　動きが速過ぎる！」

　誰の物とも分からぬ舌打ちが通信に紛まぎれた。

「お前ら、全然駄目だわ。愚おろかにも程があるっつーか、そんなんで悪あく魔ま狩がりする天使気取りかよ？　笑い話にもならねえな」

　騎士は、路上に放置されている車両に飛び乗ると、アマンダとヘルマンを見下ろした。融合体故ゆえにその表情は読み取れない。しかしこれがもしも人間なら、嘲あざけるような笑いを浮うかべているであろう事は察する事ができる。

　騎士の動きが止まったのを見てか、ブラッドとアルの狙そ撃げきが行われた。しかし弾だん丸がんの発射を察した騎士は、即そく座ざに跳ちよう躍やくして弾丸を回かい避ひする。放たれた弾丸は、騎士が乗っていた車両を撃ち抜き、車両は炎えん上じようした。

「くそったれめ……いとも簡単にかわしやがる！」

　ブラッドの苛いら立だち混じりの声が聞こえた。冷静なブラッドには珍めずらしい事だ。だがその苛立ちも無理はない。

　アマンダは片かた膝ひざで立った状態で、小声で呟つぶやいた。

「隊長……指揮車両から、ミサイルによる攻こう撃げきを、お願いします」

　息が荒あらくなっているのが自分でも分かる。攻撃を受けたせいではない。張り詰つめた緊きん張ちようのせいだ。口の中が渇かわいていた。唇くちびると舌が張り付くのを感じる。

「今ミサイルを使えば、お前達まで巻き込まれるぞ」

　ウォルフの言葉の意味は分かっている。騎士とアマンダ達との距きよ離りはおよそ十メートル。ミサイルの爆ばく破はの影えい響きよう範はん囲いだ。だがサブマシンガンも通用しない今、騎士に通用する兵器はミサイルしかない。

「構いません。ミサイルの発射確かく認にん後、ヘルマンと共に離り脱だつします。先に離脱しては、奴やつに勘かん付づかれてしまう」

　ウォルフがくぐもった声で、「分かった」と呟いた。

「メイフォン、撃て。他ほかに奴を抑おさえる方法はない」

「了解。射出します！」

　メイフォンの叫さけびとほぼ同時に、指揮車両後部のランチャーからミサイルが発射される。弧こを描えがく白はく煙えん。それを見て、アマンダとヘルマンは立ち上がり、爆心地から逃のがれるために走り出した。あくまで視線は騎士の方にあった。ミサイルを相手に立ち回れるとは思っていない。だが奴がどう出るのか、そこに懸け念ねんがあった。よもやアマンダ達を追ってきはしないか。そうなれば、アマンダもヘルマンも爆発に巻き込まれる事になる。

　だが騎士の取った行動は、アマンダの予測を大きく超こえていた。

　大きく上体を屈かがませたのだ。

　最初は、本能的な行動かと思った。攻撃に対し、思わず身を屈めてしまう、そんな行動かと。

　しかしそうでない事はすぐに分かった。

　アマンダは見た。

　騎士の背中から光輝かがやく粒りゆう子しのようなものが溢あふれ出すのを。

　そして、その粒子が大きな翼つばさを形成するのを。

　思わず立ち止まった。騎士は悠ゆう然ぜんと上空に飛び立つ。ミサイルがそれを追っていった。子供の頃ころに見た、航空ショーの曲芸飛行のような軌き道どうで、騎き士しが飛ぶ。跳躍ではない、文字通りの飛ひ翔しよう。
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「飛んだ!?」

　気が付けば、ヘルマンも立ち止まり、上空を見上げている。もはや爆発に巻き込まれる恐おそれなどあるはずもない。ミサイルの目標である騎士は遥はるか上空にいるのだ。

「羽が、生えやがった……」

　複数のミサイルから逃れながら、騎士は手にした斧おのをミサイルに向かって投げ付けた。回転しながら飛ぶ斧の一いち撃げきによって、先頭を飛ぶミサイル一発が撃げき墜ついされる。そしてその爆発によって誘ゆう爆ばくを起こし、残りのミサイルも四散した。

　騎士は上空で飛翔を続けたまま、アマンダ達を見下ろしていた。

　そして言った。

「もっと遊んでやりてえが、ヤボ用があるんでな。またの機会に会おうぜ、ＸＡＴさんよ」

　言葉の後に高笑いを残し、騎士は飛び去っていく。ＸＡＴの誰だれもが、それを追おうとはしなかった。追う術すべがなかった事もある。

　だが何より、想像だにせぬ「新種」の登場に、誰しも動どう揺ようを隠かくせなかったのだ。

　アマンダは去りゆく騎士の姿に、天使の姿を重ねていた。

　しかしあれは天使などではない。絶対に。

　そう自分に言い聞かせながら。







　　　　９







　ベアトリスは、その身を悪あく魔まに変じようとはしなかった。

　しかしその強さは、姿を変じたジョセフと比べても何の遜そん色しよくもなかった。ジョセフが渾こん身しんで繰くり出した、拳けん足そく、手刀、その全すべてを、髪かみの毛一本に至るまで掠かすらせもせず、回かい避ひする。

「期待外れだわね、ジョセフ。今もこの程度では、あの方もさぞ落らく胆たんされるでしょう」

　ベアトリスは僅わずかに乱れた着衣を正しながら言った。

「知った事か！」

　右手を固く握にぎる。それを見て、ベアトリスはうっすらと微笑ほほえむ。

「どれだけ熱くなったところで、貴方では無理よ。その程度の腕うでではね」

　その指し摘てきが少なからず真実を含ふくんでいる事を、ジョセフは感じていた。確かに自分は力不足だ。今のままでは。

　しかし所しよ詮せんは「今」だけに過ぎない。

　エレアの言葉を思い出した。

「貴方は自分の力をまるで活いかせていない」

「貴方、まだ恐れているのではなくて？」

　力。

　人にはない力。

　悪魔の象しよう徴ちよう。

　もはや恐れている場合ではないのだと知った。

　今、目の前に、ザーギンに近付くための手て掛がかりを持つ者がいる。

　そしてその者は、今のジョセフよりも強い。おそらくは数段。

　力を得なくてはならない。

　目の前に立つ女を打ち倒たおし、ザーギンについて聞き出すためには、力が必要だ。

「やるしかない……やるしかないんだ……」

　ジョセフは独り言のように呟つぶやいた。その言葉がベアトリスに届いたかどうかはジョセフには分からなかったが、ベアトリスは眼鏡めがねを指で押し上げてジョセフを見み据すえる。レンズを通して光るその眼まな差ざしは鋭するどく、獰どう猛もうな狩しゆり猟よう動物を彷ほう彿ふつとさせた。

　ジョセフは固く握った右手から、一度力を抜ぬいた。じわりと、熱を帯びてきているのが分かった。その熱がより高まるように願いながら、何度か右手を開いては閉じてという動作を繰り返す。

「来ないの？　だったら私から行きましょうか？」

　嘲あざけるようなベアトリスの言葉。

「いや、問題ない」

　ジョセフはそう返し、大きく息を吐はいた。

「俺が行く！」

　一気に踏ふみ込む。迷いはなかった。

　拳を握り、ベアトリス目掛けて突つき出す。しかし腕が伸のび切った頃ころには、ベアトリスの姿はそこにはない。

「学習能力がないわね」

　背後から聞こえる声。ベアトリスのものだ。理解を超こえた俊しゆん敏びんさだった。攻こう撃げきをかわすだけではなく、一いつ瞬しゆんのうちに背後に回っている。この動きに、何度翻ほん弄ろうされただろうか。

　ジョセフの脇わき腹ばらに向かって蹴けりが飛んでくるのが気配で分かった。だがジョセフにはそれをかわす事はできない。腕や脚あしで防ぐ事も。突きを繰り出した直後の体勢は不安定だ。

　だからそのまま甘んじて受けた。だがすぐさま、蹴り足を抱かかえるようにして摑つかむ。

「捨て身の覚かく悟ごってわけ？　あまり賢かしこいとは言えないと思うけど」

「何とでも言え！」

　そのまま摑んだ足を振ふり回し、ベアトリスの身体からだを上空に投げ捨てた。

　続けざまにジョセフもそれを追って跳とんだ。空中なら、あの素す早ばやい身のこなしも不可能だろう。これならば、ジョセフの一いち撃げきを回避する方法はない。

「愚おろかね」

　跳ちよう躍やくの勢いも加えられ高速度で突き出された手刀を、ベアトリスは空中で身を翻ひるがえし、平然とかわしてみせた。それだけでなく、ジョセフの顔に蹴りを数発見み舞まい、その反動でジョセフとの距きよ離りを取った上で華か麗れいに着地してみせる。

　ジョセフは蹴りを受けた事で体勢を崩くずし、あわや頭から激げき突とつするかというところで反転し、膝ひざから着地した。衝しよう撃げきで地面の石いし畳だたみが大きく陥かん没ぼつする。

「何か策でもあるかと思えば、そんな調子ではね」

　ベアトリスは息一つ切らしていなかった。ジョセフの方も、決して疲ひ弊へいしているわけではない。ベアトリスの度たび々たびの攻撃を受けてはいるが、それらはブラスレイターとなったジョセフの身体にそう応こたえるものではなかった。だがそれはベアトリスの非力さを意味するものではない。

　遊ばれている。

　ただ、そういう事だ。

「いつまでもその調子じゃ、残念だけど失格ね、ジョセフ」

　ベアトリスの言葉の意味は、ジョセフに理解する事はできない。だが何かを測っている様子は端はし々ばしから窺うかがえる。

「正直……私の目には貴方あなたに資格があるとはとても思えないわ」

　ベアトリスはそう言って、眼鏡を外し、白衣の胸ポケットに納めた。

「ここで私に殺されるようなら、どの道生き残れはしないのだもの……あの方には、貴方が知らぬ間にデモニアックに殺されていたとでも報告しておこうかしらね」

　そんな事を言いながらも、ベアトリスは依い然ぜん、人の姿を保ち続けている。その姿のままでもジョセフを殺せるという事なのか。今の実力差を考えれば、それもあながち不可能とは思えない。

　ジョセフは右の掌てのひらを見つめた。そこに描えがかれた紋もん章しよう。ソロモン七十二柱第七十二位、アンドロマリウス。蛇へびを手に現れる、窃せつ盗とうと関係の深い悪あく魔ま。その姑こ息そくで矮わい小しようなイメージと、己おのれを重ね、自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべる。

　そもそも、ジョセフは望んでブラスレイターとなったわけではない。

　あの日──

　姉、サーシャの死んだ日。

　ジョセフはザーギンの手から流れる血をその口に受けた。そしてその日から、ジョセフは人ではなくなった。

　言わば、ザーギンの持つ力の一いつ端たんを盗ぬすんでブラスレイターとなったようなものだ。

　その自分に窃盗の悪魔とは、全く似つかわしい存在ではないか。

　そして蛇。

　狡こう猾かつの象しよう徴ちよう。地を這はう存在。

「……それでもいい」

　ザーギンがどれだけ高く飛ぼうとも。自分は永えい劫ごう、地を這っていなくてはならぬ存在だとしても。それで構わない。

　蛇は毒を持つ。

　空高く舞まう鳥がふと地に降り立ったその隙すきに、一嚙かみさえすれば、地を這う蛇とて鳥を討うてよう。

　元より、楽な道とは思っていない。

　だから、それでいいのだ。

　ザーギンの油断、その隙を突いて。

　自分はザーギンを倒たおす。

　そうせねば、ザーギンは止められないだろう事は、薄うす々うす承知していた。もはや問答だけでやり直しの利きくような段階ではないだろうと。

　だから力を得よう。

　死んでしまったサーシャのためにも。

「……終わりにしましょうか、ジョセフ」

　その言葉に我に返ると、ベアトリスの右手がぼんやりと、青く光っていた。

　これまでとは一変して、周囲の空気が張り詰つめる。

　やはり、ベアトリスは本気など出してはいなかったのだ。そう感じた。刺さすような殺気を受け、全身が総毛立つのを感じる。しかし退ひく気はない。

「……そうだな。終わりにしよう」

　呟つぶやき、ジョセフは身構えた。右手が熱くなっているのを感じる。

　青白い光に包まれながら向かってきたベアトリスに対し、ジョセフもまた地を蹴けった。

　目を閉じる。

　脳内に浮かんだ映ヴイ像ジヨンを確かなものにするために。

　しくじれば命はないかもしれない。

　だがそんな状じよう況きようを、どこかで待ち望んでいた気がする。

　そうせねば、自分は力を得られない。その決意をできないような気がして。

　右手を開いた。

　脳内で繰くり返し映像を再生させる。

　掌しよう中ちゆうで蠢うごめく蛇を。

　その鋭するどき牙きばを。

「ウオオオォッ！」

　しっかと開かれたジョセフの右掌が一ひと際きわ、熱くなった。そしてその瞬しゆん間かん、ジョセフは感じた。見るよりも確かに、知るよりも容易たやすく。

　ジョセフの右掌、悪魔の紋章から体内に巣くうナノマシンが放出されていく。青白い輝かがやきを伴ともなったそれは、光の帯となり、やがて蛇のようにうねった。

「それは……！」

　ベアトリスが叫さけぶ。ジョセフは目を見開き、今まさに自分に近付いて来ている彼女に対し、右手を振ふり上げた。

　そこにあるのは剣けんだった。

　蛇の如ごとくその身をうねらせる湾曲刀シミター。

　それこそがジョセフが生み出した力だった。

　大気中に放出されたナノマシンの結合によって生み出された新たなる物質。

　振り下ろした剣、その刃やいばが空気を裂さき、笛のような音が大気をつんざく。

　ベアトリスにとって、それは予測外の行動だったのだろう。拳こぶしと剣の間合いは大きく異なる。

　未いまだ安全圏けんと思われていたその距きよ離りが、瞬間的にジョセフの間合いに変じていたのだ。

「チッ！」

　慌あわてて速度を落とし、ベアトリスが後方に跳とぶ。ジョセフの剣は虚むなしく空を切った。だがそれで終わらせるつもりなど、ジョセフには毛頭なかった。

「逃にがすか！」

　振り下ろした剣を、大きく跳ちよう躍やくしながらすぐさま切り返す。

　再び空くうを裂く笛の音が響ひびいた。

　切っ先から伝わり来る微かすかな衝しよう撃げき。

　その感かん触しよくに、ジョセフは自分の一撃がベアトリスを捉とらえた事を知った。

　だが、足りない。

　僅わずかに剣けん先さきが彼女の腕うでを掠かすめたに過ぎなかった。

　ベアトリスの白衣、その裂け目からは白はく煙えんが上がり、僅かに覗のぞく褐かつ色しよくの肌はだからは、青白い粒りゆう子しが蛍ほたるのように舞まい上がっていた。それはベアトリスが人ならざる身である証しよう拠こであった。デモニアック或あるいはブラスレイターと呼ばれる者同士の戦いに、紅あかい血は流れない。流れるのは青白い粒子。それは体内に宿るナノマシンが崩ほう壊かいし、その結果発光しながら大気中に四散するという現象の顕けん現げんであった。

「成る程……まだ成長はできるようね」

　その空中に漂ただよう粒子を手で払はらいながら、ベアトリスが言った。

「しかし不十分……」

　ベアトリスの褐色の肌に付けられた火傷やけどのような傷は、既すでに治ち癒ゆを始めている。ジョセフは剣を構え、ベアトリスを睨にらんだ。

　ようやく、力の使い方は理解できつつある。

　機械を己おのれの身体からだの一部とする事。そして、己の身体から物質を生み出す事。体内に宿るナノマシンの力により、ブラスレイターはその力を得られる。

　だがその力全すべてを発揮したところで、今の自分はベアトリスには勝てないかもしれない。ジョセフはそう予感していた。依い然ぜんとして人の形を留とどめるベアトリスの真の力は、自分よりも遥かに強大だという事は想像に難かたくない。

　しかしそれでも、自分はここで討うたれるわけにもいかないのだ。

　ザーギンを止めねばならない。ただ、そのためだけに。

　ベアトリスが、硬かたく右手を握にぎり締しめたのが見えた。そして、青白い光がその手を包み込む。

　光は次し第だいに大きくなり、その全身をも包み込んだ。

「もう少し遊んであげましょうか、ジョセフ。けれどそれで私を満足させられないのなら……貴方あなたはここで死ぬべきだわ」

　言いながら、ベアトリスはその身を変じさせていった。

　ジョセフとはまた異なる、ザーギンとも異なる、まるで道どう化けのような異形の姿。それは初めて目にするベアトリスの真の姿であった。

「さあ、来なさい。ジョセフ・ジョブスン。そしてその力全てを私に見せて」

　針の如く鋭く尖とがったベアトリスの指が、ジョセフを招く。ジョセフは一度、剣を大きく振るい、それから身を沈しずませた。

「お前の事なんか、どうでもいい」

　跳躍。

「俺はザーギンを止めるだけだ！」

　ジョセフの振り下ろした剣と、ベアトリスの爪つめとが交わる。宙に火花が散る。衝撃と共に剣が弾はじかれる。

　手首を返し、今度は抉えぐり込むように突ついた。

　軽々とその一撃をかわしたベアトリスの右手の爪が、きしりと音を立てる。直後、ジョセフの首筋を目指して爪が伸のびた。

「チッ！」

　どうにか剣けんで弾いたものの、ベアトリスの左手は、既にジョセフを捉えている。

　後方に跳とびすさりその爪から逃のがれようと試みたが、爪はジョセフの想像よりも遥かに長く、そして速く伸びてくる。

　狙ねらいは心臓。

　そこを突かれれば、ジョセフとてひとたまりもない。

　並の一撃なら、警けい戒かいせずともジョセフの外骨格を貫つらぬく事などできぬ。しかし先さき程ほどの剣けん戟げきを弾いたあの力強さから考えても、おそらくベアトリスの爪は自分の身体を易やす々やすと貫くだけの破は壊かい力を有している。

　かわす事はできない。剣で防ぐ事も、間に合わない。

　そう判断し、ジョセフは左ひだり腕うでを眼前に突き出した。

　掌てのひらで爪を受け止める。

　外骨格が軋きしむような悲鳴を上げる。

　崩壊の衝しよう撃げきと共に、ベアトリスの爪つめ先さきが深くジョセフの左掌にめり込む。

「……グッ！」

　意思を持った一個の生物のように、なおもジョセフの体内深くに侵しん入にゆうしようとするその爪を、ジョセフは左手で摑つかんだ。そのままよろめきつつも着地し、爪ごと、ベアトリスの体を引き寄せる。

　右手を大きく振ふりかぶった。

　体勢を崩くずし近付いてくるベアトリスの身体目掛けて一気に剣を振り下ろすと、激しい衝撃がジョセフの腕を伝った。

　ベアトリスは、五指全てを伸ばし、ジョセフの一撃を受け止めている。

　元より、その一撃で仕留められるなどとは思っていなかった。

　ジョセフは右腕に力を込め、そのまま刃やいばをベアトリスの体目掛けて押し込んでいく。

「クッ……」

　戦いの中で、初めてベアトリスが苦く悶もんとも取れる声を漏もらした。

　ジョセフの左掌に突き刺ささった爪が、元に戻もどろうとするのを感じ、ジョセフはそれを逃すまいと力強く摑んだ。このまま片腕を封ふうじて、力で押し切るしかない。剣を得た事でジョセフの間合いは飛ひ躍やく的に伸びたが、それでも、ベアトリスの間合いの方が遥はるかに長い事は既に分かっている。

　単純な腕わん力りよくだけなら、かろうじてジョセフの方が勝っていた。

　ベアトリスが押さえる刃は、少しずつではあるがベアトリスの体幹部に肉にく薄はくしている。

「僅わずかの間に……見み違ちがえたわね」

　そう言いながらも、ベアトリスの言葉からは既すでに先さき程ほどまでの余よ裕ゆうは消え失うせていた。

「ザーギンはどこにいる！」

　声を荒あらげ、ジョセフは問うた。だがベアトリスはその問いに答えず、ただ、くすりと笑うだけだった。

「勝ったつもりでいるのなら……随ずい分ぶんと気の早い事だわ」

　その言葉の直後、ベアトリスの左手の残る指全すべてが、ジョセフに向かって伸びた。

　放射状に広がり伸び来たった爪は、ジョセフの上腕、肩かた、大だい腿たい部ぶ、腹部にそれぞれ深く突き刺さる。その痛みに、ベアトリスを拘こう束そくする力が一いつ瞬しゆん、緩ゆるんだ。その隙すきを突いて、ベアトリスが即そく座ざに左手の爪を引き戻す。

　ベアトリスを押さえ込んでいた刃は、両の手でいとも容易たやすく逸そらされ、虚むなしく大地を割った。

　ジョセフは片かた膝ひざを地に突いた。

　それ程の深手ではない。しかし、これだけの長い時を戦い続けた事がなかったせいだろう、精神的な疲ひ弊へいを感じる。

「しかしまあ……今のはなかなか良かったわよ。これなら、あの方もお喜びになるのではないかしら」

　そう言って、ベアトリスは人の姿へと戻った。

　そして悠ゆう々ゆうと、ジョセフに背を向けて歩いていく。

「待て！」

　剣を杖つえのようにして身体からだを支え、立ち上がりながら、ジョセフはその背に向けて叫さけんだ。

「俺は、諦あきらめない！　必ずお前達を止めてみせる！」

　だが応こたえは返ってはこない。

　ふらつきながら、ジョセフはガルムの元へと歩いた。ベアトリスの姿は既に夜の闇やみに消えている。

「エレア！」

　ジョセフの呼び掛けに応じるように、ガルムが起動し、エレアの姿を宙に投とう影えいした。

「ジョセフ……私、ずっと見ていたわ。ようやく力の使い方が分かってきたようね」

　まるで吞のん気きな言葉を吐はくエレアに苛いら立だちながら、ジョセフはガルムに跨またがった。

「そんな事はいい！　あの女を追う！　位置は捕ほ捉そくできないか！」

　エレアは、目を見開き、ジョセフを見み据すえた。

「貴方あなた、本気なの？　そんな身体で追って何をするつもり？」

「俺の身体はどうだっていい。できるのか、できないのか！」

　答えを待たず、ジョセフはガルムを走らせていた。

　ようやく見付けた手て掛がかりを、ザーギンに至るまでの道のりを、ここで失うわけにはいかなかった。諦めれば、また長い不毛の時を過ごさねばならない気がした。

「仕方ないわね。でも、良くって？　あまり無理をしない事よ。退ひく事は恥はずかしい事ではないわ」

　そう言い残し、エレアは姿を消した。代わりに、周辺の地図が投影される。そこにはベアトリスと思おぼしき光点が瞬またたいていた。

「逃にがしはしない……！」

　勝てずともいい。この身が滅ほろんだとしても、ザーギンを止められるのなら。

　ジョセフは変身を解き、ガルムの速度を上げた。
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　融ゆう合ごう体たいが出現し、かつその融合体を殲せん滅めつした後、やらなくてはならない事はいくつもある。

　一つは生存者の確かく認にん。現場付近に隠かくれたままの人間に安全を伝え、現場から遠ざけなくてはならない。融合体がウイルスによる感かん染せん症しようである可能性のためである。

　そしてもう一つ、ある意味で生存者の確認よりも重要事じ項こうと言えるのが、死者の確認であった。融合体は感染者の死後、死体を動かすという形で発症する。

　そのため、融合体が現れた近きん隣りんのエリアの死者の遺体はＸＡＴザツトの研究班管かん轄かつの安置所に運ばれる。そして四十八時間の経過の後に、何事もなければ親族に返へん却きやくされるのだ。

　今回の現場で発見された死者は二名。統計的に見ても、かなり少ない数字だ。融合体が出現すれば、通常五名から十名の死者が出る。それを最小限に食い止められたのは、メイフォンの分ぶん析せきによる予測の成果によるところだろう。

　生存者、死者の捜そう索さくを行い、現場付近に潜ひそむ融合体の存在を一しきり調査を終えたアマンダ達は、指揮車両で簡素なブリーフィングを行ったが、その成果に反して、全員の表情は一様に重いものだった。

　その理由は例の、空を飛び去っていった騎き士しのような融合体の存在である。

　幸いにも、住民を避ひ難なんさせていたために関係者以外による目もく撃げきは防ぐ事ができたが、もしこの情報がマスコミなどにリークされれば、世間は騒そう然ぜんとなるだろう事は、想像に難かたくなかった。

　これまで、様々な報道機関において融合体は悪あく魔まと断じられてきた。死体に取り憑つく悪魔。意思のない獣けもの。相手がそんな存在だったからこそ、ＸＡＴのような殲滅機関の存在も許されている。

　しかし相手が意思を持つ人の如ごとき存在であれば、世間はその抹まつ殺さつを認めるのだろうか。

　ましてあの姿だ。あたかも天使を彷ほう彿ふつとさせる翼つばさ。

　悪魔と思い続けてきたものが、仮に天使かもしれないとしたら、人々はどう思うだろうか。これまでの一連の事件が、悪魔の所業ではなく、神の罰ばつだなどと騒さわぎ立てる人間も出るかもしれない。

　隊長のウォルフもそれを案じているようだった。

「今日の一件は特秘事項として扱あつかう。警察関係者にも固く言い聞かせておけ。あれだけ堂々と飛ばれたのでは一いつ般ぱんの目撃者が出るかもしれん。マスコミにも注意伝達を忘れるな」

　指揮車両内でメイフォンにそう指示するウォルフの声を聞きながら、アマンダは所在なげに脱ぬいだヘルメットを抱だき撫なでていた。

「どこに逃げたかは？　分からないのか？」

　アルの問いかけに、メイフォンは首を横に振ふって答えた。

「既すでにロストしています」

「まさか飛ぶとはな。今の装備じゃ、対空戦は厳しい」

　ブラッドの呟つぶやきに、皆みなが押し黙だまる。あれが何者なのか、そんな事はさしおいても、その事実は気分を暗あん澹たんとさせた。対融合体用に特化した今のＸＡＴの兵装さえ、飛ひ翔しよう能力を有した相手は想定に入れていない。次にあの融合体と遭そう遇ぐうした時、仕留められるのかと言えば、それは難しいだろう。

「あれは、融合体なのか……」

　ヘルマンが呟く。

「融合体じゃなきゃ何だよ。まさか天使とでも言うのか？」

「そういうわけじゃないが……」

「少なくともあれは人間じゃねえ。そして俺達に対して敵意がある。それで充じゆう分ぶんだろ。融合体じゃないとしても、俺達がやるべき相手には違ちがいねえさ」

　アルの言う通りだった。迷ったところで答えなど出るはずもないのだ。通常の融合体についてさえ、未いまださしたる情報は得られていないのが現実である以上は。

　しかし、ヘルマンの迷いにも、アマンダは強く共感していた。ヘルマンと同じく交通機動隊の出身だからこそかもしれない。アルやブラッド、それにウォルフは元が軍隊の出身だ。敵であればその人間を殺す、そういう訓練を受けてきている。しかしアマンダやヘルマンは違う。勿もち論ろん、銃じゆう撃げき戦せんなどに対応できるための訓練も受けはしたが、その任務の多くはあくまで逮たい捕ほが主であり、相手の殺害ではない。

　アマンダ達が遭遇した騎士のような融合体は、これまでに対してきたどの融合体よりも人間らしさを有していた。現場で即そく座ざに銃撃を行うのをためらったのもそのせいだ。相手が物言わぬ獣だからこそ、アマンダも、ヘルマンも、任務に徹てつする事ができた、そういう側面は少なからずある。

「本部へは既に連れん絡らくした。地元警察の協力の下もとに、このエリアを四十八時間封ふう鎖さする。逃にげた融合体──今は仮に鳥フオーゲルと呼こ称しようするが、奴やつの方は既に一班が総出で捜索を開始しているそうだ。我々二班は一度本部に戻もどり、対空兵装を準備の上で奴を捜索する」

「了りよう解かい」

　指揮車両で命令が下されると、各自車両を降り立ち、それぞれのバイクに跨またがった。

「……ヘルマン？」

　アル達が出立した後も、ヘルマンはヘルメットを手にしたまま何かを思案していたようであったので、アマンダは呼びかけた。

「アマンダ……お前、あれを躊ちゆう躇ちよなく撃うてるか」

　あれ、というのがあの騎士のような翼を持つ融ゆう合ごう体たい──鳥フオーゲルの事であるのはすぐに理解できたが、アマンダは即座に答えを口にする事まではできなかった。アマンダにもまだ迷いがあったからだ。

「いくら人の形をしていても、融合体相手にならいくらでも撃ってきた。あいつらは人じゃない。かつては人だったとしても……所しよ詮せんは死体だと分かってたしな。物も言わなければ個性もねえ。だがあれは……」

「言いたい事は分かるわ。私も、正直自信がない」

「クソッ！」

　ヘルマンは苛いら立だちを隠かくせぬ様子でヘルメットに拳こぶしを叩たたき付けた。

「人間相手に発はつ砲ぽうした事がないわけじゃねえが……一発で急所狙ねらうような撃ち方をしなきゃいけねえのか……」

　それはアマンダにもヘルマンにも未知の領域だ。

「何なんだ……融合体ってのは……死体が喋しやべり出すってのか？」

　ヘルマンには珍めずらしい、弱気な態度だった。交通機動隊時代にも、こんな表情を見せる事はほとんどなかったと言っていい。人一倍真ま面じ目めな男だからこそ、自分が相手をしたのが人間じみた存在であった事に、ショックを隠せぬのだろう。

「分からない。でも、少なくともあれは危険な存在に見えるわ。二年前の事、覚えてる？」

　アマンダのその問いかけに、ヘルマンはアマンダを一いち瞥べつし、それから嫌いや気けが差したように顔を背そむけた。

「マルコの事か……」

　二年前、アマンダとヘルマン二人がまだ交通機動隊に属していた時、その事件は起こった。銀行強ごう盗とうを行った男が人ひと質じちを取った上で、用意していた車両で逃とう走そうしたのだ。犯人はマルコ・ベルリという名のイタリア系異民だった。

　警察は各地の道路を封鎖し検問を張り巡めぐらせ、駆かり出された交通機動隊がいくつものルートから逃走車両を追い詰つめていった。アクション映画さながらのカーチェイスの後、マルコの乗っていた車両は歩道に乗り上げて横転し、マルコは人質を抱かかえたままで車から這はい出る恰かつ好こうになった。

　その時、マルコの車を追い込んだのがアマンダとヘルマンのチームだった。

　だが元来、アマンダやヘルマンの属する交通機動隊は刑けい事じ事件を担当する部署ではない。それでもアマンダ達がこの事件に関かかわる事になったのは、同時刻、別所で融合体が現れ、その対処に人手を割さかれていたためだ。

　車から這い出したマルコは、手にした拳けん銃じゆうを人質の女性行員のこめかみに宛あてがい、近寄れば女を殺すと凄すごんだ。既すでにバイクから降り、拳銃を構えてマルコを包囲しようとしていたアマンダ達だったが、その状じよう況きようでは迂う闊かつに近付く事ができない。まして、アマンダ達はそういった状況に不慣れだった。犯人に銃を突つき付けるような行こう為いすら、交通機動隊の任務中では滅めつ多たにあるものではない。

　その時アマンダ達の指揮を担当していたのは交通課とは別課のヴァント警部であったが、彼は無線でアマンダ達に、本隊の到とう着ちやくを待つように告げた。本隊に狙そ撃げき手しゆを含ふくむチームがいるのはアマンダ達も承知している事実だった。人質の存在するようなケースでは、狙撃手による解決が行われる事例が多い。

　そのためにアマンダ達がなすべき事は、犯人であるマルコを現場に拘こう束そくし続ける事であった。無論、それとて不慣れな任務には違ちがいない。しかし、その時現場にいたのはアマンダとヘルマン二人だけであり、本隊の到着まで、二人がその不慣れな任務を全うするしか方法はなかった。

　膠こう着ちやく状態が続いた。

　アマンダにとって、そしておそらくはヘルマンにとっても、バイクを駆るような任務の方がどれだけ気が楽だったろう。銃を突き付けるという行為、そしてそれが長時間続くという事が、こうも精神を疲ひ弊へいさせるものかと、アマンダは思った。

　体感で三十分、実時間にして十分弱が経過した時、それまで震ふるえていただけの人質の女性行員が、唐とう突とつに叫さけび始めた。それは無理もない事だ。銃を突き付けている側のアマンダ達とて精神を削けずられる時の流れを、彼女は銃を押し当てられたままで過ごしていたのだ。

　助けて、神様、嫌いやだ、そんな言葉の羅ら列れつが彼女の口から飛び出した。

　マルコはこれに苛いらつき、何度も、黙だまれ、殺すぞ、といった言葉を繰くり返したが、そんなものが錯さく乱らんした人間に通用するわけもない。マルコは舌打ちをし、銃を一層強く人質のこめかみに押し当てた。そこには明らかに殺意があった。

　もはや指示を仰あおいでいる場合ではなかった。

　ヘルマンが撃った。

　乾かわいた銃声と共に、弾だん丸がんは見事にマルコの手にしていた銃に命中した。銃がマルコの手から弾はじかれ、宙を舞まい、数メートル離はなれた地面に転がった。

　その隙すきに、アマンダは人質の女性をマルコから引き剝はがす事に成功したが、マルコを取り押さえるまでには至らなかった。マルコは這うようにして銃の落ちた場所まで移動しようとしていた。だが、ヘルマンの方が僅わずかに速い。

「動くな！」

　と、ヘルマンがマルコの背中に銃を突き付けた。マルコの手は落ちている銃に伸のびてはいたが、しかし、届いてはいない。

「そのまま伸ばした手を引っ込めて四つん這ばいになれ！」

　アマンダは人質であった女性を落ち着かせながら、いくらかの安あん堵どに身を委ゆだねていた。もはや危険は去った、そう思った。そうこうしているうちに、本隊が到着し、マルコを取り押さえるために多くの人間がマルコを包囲する。マルコが動いたのはその瞬しゆん間かんだった。

「助けてくれ！」

　そう叫んだのだ。そして振ふり返り、ヘルマンに縋すがった。

「動くんじゃない！」

　ヘルマンは銃を突き付けてそう要求したが、マルコは一方的に喋しやべり続けた。

「俺が悪いんじゃない！　異民だってだけで差別されて職にあり付く事もできねえ！　蔑さげすまれてないがしろにされてよお！　こんな事でもしなきゃ生きていけないんだよ！　分かるだろう！　撃うたないでくれ！　見み逃のがしてくれ！　俺だってこんな事したかったわけじゃないんだよ！」

　後になって、それが全くの虚きよ偽ぎである事をアマンダもヘルマンも知った。だからこそ、マルコの一件は二人の中で苦い記き憶おくとして今も残り続けている。

　だがその時のアマンダにもヘルマンにも、それが噓うそだなどと見破る術すべはなかった。そして、そんな風に助けを求めてくる人間を、一方的に撃つ事はできなかった。そういう事だ。

　マルコはヘルマンの躊ちゆう躇ちよを見み抜ぬいていた。そしてその隙を突いて、マルコはヘルマンの手から銃を奪うばおうとした。揉もみ合いになり、銃口はマルコから逸それた。アマンダは慌あわててマルコに銃を向けたが、密着した状態で揉み合っているヘルマンが被ひ弾だんする恐おそれがあるために射しや撃げきを行えない。それは後方にいた本隊の人間にとっても同じ事だった。

「何やってる！　取り押さえろ！」

　ヴァント警部の檄げきが飛び、アマンダや本隊の人間がマルコに駆かけ寄る。ヘルマンはなおも揉み合いを続けていた。

　銃弾が撃たれた。

　撃ったのはマルコだ。そして、撃たれたのはヘルマンだった。太ふと腿ももを撃ち抜ぬかれ、ヘルマンは転てん倒とうした。マルコは続けざまに数発を、本隊の人間達に向けて発はつ砲ぽうした。何人かが被弾した。だが、たかが拳銃一丁で状況が反転するような事態には至らなかった。

　抵てい抗こうしたマルコは銃を撃ち続けたが、結局四し肢しを撃たれ、拘束された。

　幸い、死人は出なかったものの、ヘルマンは一カ月の休養を余よ儀ぎなくされ、他ほかの撃たれた人間についても同様だった。

　ヘルマンが非難の対象になる事はなかったし、実質的な懲ちよう罰ばつを受ける事もなかったが、他ならぬヘルマン自身が、誰だれよりもその事について自分を責め続けた。

「あの時、俺が奴やつの言葉に惑まどわされずに強く接していたら、あんな被ひ害がいも出なかった」

　マルコの逮たい捕ほ後に判明したマルコの様々な余罪を知り、ヘルマンはそうぼやいた。マルコは異民でこそあったが、虐ぎやく待たいなどされた事実はなく、むしろギャング紛まがいの行こう為いで同じ異民を虐しいたげ、食い物にさえしていた男だったのだ。

　ヘルマンにとって何より辛つらかったのは、撃たれたのが自分だけではなかったという事実であろう。

　ヘルマンは優やさし過ぎるのだ。

　アマンダは今でもそう思う。

　それは悪い事ではない。寧むしろ美徳とすら言える。

　だがそれ故ゆえに、相手の事を慮おもんぱかり、窮きゆう地ちに陥おちいる事もあった。マルコの例はその典型とも言える出来事だった。

　同じ立場なら、アマンダもヘルマンと同じ目に遭あったかもしれない。アマンダとて、人を躊躇なく撃てる程ほどには、冷れい徹てつにはなり切れていない自分を感じる。

　しかし、自分はＸＡＴなのだ。

　融ゆう合ごう体たいという悪あく魔まから人々を守る力なのだ。

　躊躇すれば他の誰かが死ぬかもしれない。それが自分の大切な人かもしれない。

　そう思えば、迷いを捨てられる。そう思う。

「そうだな、二度と過あやまちは繰くり返さない」

　ヘルマンはそう言いながら、ヘルメットを被かぶった。

　それを見て、アマンダが微笑ほほえみ、バイクを発進させようとした瞬間、アマンダの隊服のポケットの中で、携けい帯たい電話が震ふるえた。発信元を表す表示に、叔母おばの名を見付けると、アマンダはバイクから降り立ち、ヘルマンの方を見やった。

「先に行って。すぐに追い付くわ」

　ヘルマンが頷うなずき、バイクを発進させる。

　アマンダが通話を開始すると、電話先の叔母、ペトラは興奮した調子で、

「ああ、アマンダ！」

　と漏もらした。

「どうしたの？　何かあった？」

　両親を亡なくして以降、叔母はアマンダの親代わりとも言える存在だったが、アマンダが叔母の経営する孤こ児じ院いんを出てからは疎そ遠えんになり、月に一度連れん絡らくを取り合う程度だった。別段、叔母に対して疎うとましいような感情があるわけではない。アマンダの仕事が時間的に不規則になりがちなせいだ。叔母の方も、アマンダの仕事に理解を示し、滅めつ多たな事では携帯電話にかけてくるような事はしない。

　叔母は酷ひどく興奮していた。しかし恐きよう怖ふを感じているという様子ではない。何か言葉を選んでいる様子で、二言、三言、聞きとり難がたい言葉を呟つぶやき、それからはっきりとした調子で、

「アマンダ！　今、私、天使を見たわ！」

　と言った。

「外が暗くてよく分からなかったけれど、空にね、天使様が飛んでいるのを見たの！　こんな御時世だもの、きっと天使よ！」

　アマンダはすぐさま問うていた。

「叔母さん！　今どこにいるの？」

「今はおうちよ。でも、どうしましょう。誰かにこの事を伝えたくて……きっと、悪魔を退治するために神様が遣つかわして下すったんじゃないかしら……ねえ？　アマンダ？」

　アマンダはもはや叔母の声など耳に入ってはいなかった。叔母の住む自宅は、経営する孤児院と併へい設せつしている。孤児院は、今アマンダがいる地区から十数キロの場所だ。

　そして、叔母が見た天使はおそらく、先さき程ほどの融合体──鳥フオーゲルだろう。

「いい、絶対に外に出ないと約束して！　子供達も家から出さないようにして！　今からすぐに行くから！」

　特秘事じ項こうを叔母に告げるわけにもいかず、アマンダはただそう告げた。叔母はわけも分からぬ様子で戸と惑まどいながら、分かった、とだけ応こたえた。

　電話を切ったアマンダはすぐさま通信をウォルフ達に向けて開き、事情を説明した。鳥フオーゲルを捜そう索さく中の一班を、叔母の住む地区に向かわせるように、そして二班も対空兵装準備後、その場所に向かうように告げる。

「私は本部には戻もどらずにここから向かいます」

　その言葉に、ウォルフの反論が飛んできたが、聞き入れるつもりはなかった。バイクに跨またがる。ミサイルがまだ四発残っているのを確かく認にんし、発進させた。

「おい、アマンダ！　聞いてるのか！」

　再度ウォルフの声が聞こえてきたが、アマンダは、そのまま通信を切った。叔母がいるから、などと理由を告げたところでそれを許すウォルフでもないだろう。私情で動く事をウォルフは嫌きらう。

「でも、これだけは譲ゆずれない……」

　もしもあの叔母に何かあったら、あの孤こ児じ達に何かあったら……そう考えるだけでアマンダの胸は締しめ付けられそうになる。

　人々を守るために警察に入った。ＸＡＴに入ったのもそう。守りたかったのだ。

　善良な人々を。愛する人々を。

　それができなかったら、自分は何のためにＸＡＴに入ったのか分からない。

　アマンダはバイクを走らせながら、ただただ皆みなの無事を祈いのっていた。
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　もうどれだけ走り続けただろう。

　エレアの協力により、ベアトリスらしき存在の居場所自体は捕捉できている。

　だが、地図上に赤い光点で示されているそれは人間とは思えぬ速度で移動を続けていた。蓋けだし、彼女は人間ではない。その速度は、ガルムの最高速度をしても振ふり切られないようにするのがやっとであった。

「ジョセフ、ちょっといいかしら」

　不意に投とう影えいされている地図が消失し、代わりにエレアがその姿を浮うかばせる。

「何だ……後にしろ」

　邪じや険けんに扱あつかうと、エレアは不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「あら……そんな態度を取るんなら、教えないでおこうかしら。折せつ角かく気付いたというのに」

「……言うなら早くしてくれ。奴やつを見失う」

　まったく、子供のような女だと思う。しかしそんなエレアの協力なくしては、今ベアトリスを追う事ができないのも事実だった。

「貴方あなたはもう少し私に感謝するべきだと思うわ」

　エレアはそう告げた後に一呼吸置き、

「たぶん、あの女は地上を走ってはいないわ」

　と言った。

「いきなり何を……」

　言いかけたところで、ジョセフは口を噤つぐんだ。

　確かに、思い当たる節はある。地図上の光点であるベアトリスを、ジョセフは追い続けていたが、その光点はある時を境に非常に直線的な動きで移動するようになっている。ガルムの投影する地図は略式化されており、とても詳しよう細さいな物とは言い難がたいが、それでも建造物のある場所くらいははっきりと分かるものだ。ベアトリスは、初め、あくまで道に沿って移動を行い続けていたが、ある時から建物など意に介かいさぬように直線的に動き始めた。

　そこに疑問の入り込む余地がなかったわけではない。しかしジョセフはてっきり、ベアトリスがジョセフを引き離はなすために建物に登り、屋上や屋根伝いに移動を始めたのだろうと考えていた。ブラスレイターの身体能力をもってすれば、ビルの壁へき面めんを伝い瞬しゆん時じに屋上などに移動する事は容易たやすいからだ。

「私も、初めはただ単純に建物を乗り越こえて移動していると考えていたのだけれど」

　ジョセフの意図を汲くみ取ってか、エレアはそう前置きとして告げる。そして間を置かずに続けた。

「それにしては妙みようだと思わなくて？　どうして急にそんな移動を始めたのかしら。私達に追い付かれそうだったから仕方なく、というのなら分かるわ。でも、向こうに私達の正確な居場所が分かっているとは思えない。視し認にんされているわけでもないものね」

　エレアの言わんとする事は理解できる。確かに、何故なぜベアトリスがそんな移動を行ったのか、その理由が釈しやく然ぜんとしない。

　人目に付かないように穏おん便びんに移動していたが、その心配がなくなったから、などというのが考え得うる理由だが、それにしてはどこかおかしい。あの時、ジョセフとベアトリスが遭そう遇ぐうした付近はデモニアック出現によって一いつ切さいの人ひと影かげもないような有様だった。対して、遠えん距きよ離りに移動していけばその騒さわぎを知らぬ人間と遭遇する可能性が高い。初めは建物などを乗り越えて移動していたが、後になって人目に付かぬような移動手段に切り替かえた、というのなら分かるが、ベアトリスが実際に取った行動は逆なのだ。

　だとすれば、エレアの言う言葉の意味も分かる。

　あの女は地上を走ってはいない。

「空を飛んでるとでも言うのか？」

　ジョセフが問うと、エレアは頷うなずいた。

「そうね。その可能性が一番高そうだわ」

　当然のようにそう告げるエレアにジョセフは再度問うた。

「あの女が飛べるって事か？」

　少なくとも、今の自分にはそれはできない。どれだけ人間離ばなれした身体能力を持ち、高く跳とぶ事ができようとも、跳ちよう躍やくと飛行は全く異なる行動だ。

「さあ、そこまでは分からないけど」

　エレアは小首を傾かしげつつそう答えた。

　ヘリコプターや飛行機のようなものに乗って移動するとは思えない。車やバイクと違ちがって人目に付き過ぎるし、乗り物を残せば居場所のアシも付きやすい。やはり、ベアトリス自身が飛んでいると考える方が妥だ当とうだろう。

「貴方も飛びたい？」

　ジョセフが思案していると、エレアが出し抜ぬけにそんな事を聞いてくる。

「それで奴らに勝てるならな」

「飛行能力の存在が、戦せん闘とう面で大きなアドバンテージになる事は説明せずとも分かる事じゃなくて？」

　諭さとすような口調でそう言われると、腹立たしい。エレアの言う通り、自在に空を飛ぶ事ができれば戦いを有利に運ぶ事ができる。しかし、ジョセフには自分が空を飛ぶという行こう為いを、うまく想像する事ができなかった。

「ヴィジョンさえあれば、それは可能よ。理り屈くつは同じなのだもの。剣けんも翼つばさも、同じ物質という意味においては異なるものではないわ」

　さも当然のようにそう語るエレアだったが、自分の背中に翼の生えている様を思うだけで、何か背筋が凍こおるような、薄うすら寒い気持ちが湧わき起こるのだった。それは、その姿があまりに人から乖かい離りし過ぎているからかもしれない。

「また何か考えているのね。どうせ貴方の事だから、人とかけ離れた姿に嫌けん悪おでも感じているのでしょうけれど」

　心を見み透すかしたようなエレアの言葉に、ジョセフは一言、

「うるさい」

　とだけ告げた。エレアはジョセフから顔を背そむけると、そのまま姿を消してしまった。代わりに、再びベアトリスのいる場所を示す光点と共に地図が表示される。かなり離されているのではないかと思っていたが、その予想に反して、ベアトリスは移動する事を止やめていた。光点は、市街地から遠く離れた森林公園、その奥深くで静止し、瞬またたいている。

「ジョセフ、一応、忠告しておいても良くて？」

　目的地に向けて方向を急転てん換かんしたところで、エレアが珍めずらしく遠えん慮りよがちに言葉を発した。姿は見せないままだった。

「何だよ」

　速度を上げながら応じると、エレアは言葉を詰つまらせた。

「言いたい事があるならはっきり言ってくれ」

「さっきの件だけれど」

「さっきの？」

「翼の事よ。ヴィジョンがあれば貴方あなたにも可能だって、私、言ったわ」

「それが何だ」

「可能ではあるけれど、とても困難な事だという事よ。何故なら、人は己おのれの力で飛ぶ事ができない、本来はそういう生き物だから。そういうヴィジョンを思い描えがくにはとても強きよう靭じんな精神力を必要とするわ。ジョセフ、貴方がやったような、剣を生み出す事よりもずっとずっと……」

　遠回しに無能さを咎とがめられているような気分だった。ジョセフは何も応こたえず、ただガルムを走らせていた。沈ちん黙もくに耐たえかねたように、エレアが言葉を繫つなぐ。

「だから気を付けなさい。もし誰だれが待っていようとも、そこにいるのは貴方が考えている以上に強大な相手よ」

　エレアはそれだけ言い残して、後はもう何も言わなかった。

　ジョセフはただ運転に集中した。

　視界の端はし、街灯の光が糸のように流れていくのを見ながら、ジョセフはこの先に待ち受けている者に思いを馳はせた。

　おそらく、ベアトリス一人ではあるまい。こんな夜よ更ふけにたった一人、公園で立ち止まる理由がない。

　それに、ベアトリス自身に飛行の力が備わっているのだとしたら、移動中に突とつ然ぜん飛んだりする必要がないように思える。

　これはあくまで想像でしかない──想像でしかないが、ベアトリスは道中で何者かと合流したのではないか。

　翼持つ者と。

「ザーギンか……」

　或あるいはそうでない者か。

　逸はやる気持ちを抑おさえるように、ジョセフは何度か深い呼吸をし、それから森林公園へと入る間道へとガルムの進路を変えた。

　大おお仰ぎような鉄てつ柵さくが行く手を塞ふさいだが、身に付けたばかりの剣の力で切り裂さく。ベアトリス一人にさえ苦く汁じゆうを舐なめさせられた以上、戦力となるガルムを置いてはいけない。

　と、敷しき地ち内に入り込んだ瞬しゆん間かんに、ジョセフは強きよう烈れつな、寒気のようなものを感じた。

　慌あわててガルムを急停車させ、周囲の気配を探さぐる。

　肌はだが粟あわ立だっているのが分かる。ベアトリスと対たい峙じした時にさえ、感じ得なかった感覚。恐きよう怖ふとは違ちがう、もっと複雑な、絡からみ合った感情の発はつ露ろ。

　間違いない。

　そう思った。

　ザーギンが、ここにいる。そうでなければ──ザーギン以外に──これだけの感覚をジョセフに与あたえ得る存在など、他ほかにいるはずもない。

　ゆっくりと、慎しん重ちように、ガルムを走らせた。

　罠わなかもしれない、そう考え、すぐにそれを頭の中で打ち消したのは、ザーギンという男の性格を鑑かんがみての事だった。

　姑こ息そくな手段を取る男ではない。あの、ベアトリスという女はともかく、ザーギンは向かってきた相手に対して真正面から対するだろう。敵対している間あいだ柄がらながら、そういう奇き妙みような信しん頼らい感だけは、ザーギンに抱いだく事ができる。

　あれは心優やさしく、誇ほこり高い男だった。

　しかしその優しさ故ゆえに、その誇り高さ故に、ザーギンは人を滅ほろぼす事を決めたのだ。そういう男だから、信頼できる。ザーギンはただ、待っているだろう。ジョセフの事を。

　ゆっくりと、深奥部に進むにつれ、夜の闇やみにぼんやりと、白い存在が浮うかび上がる。

　ジョセフは目を凝こらした。

　およそこの地球上で最も美しいと言われる生き物がそこにいた。

　一頭の白馬。

　穏おだやかな風にその身を任せ、たてがみは微かすかに揺ゆれていた。木々に囲まれたその場所と白馬とは、よく似合っていた。まるで童話の一シーンに入り込んだかのような錯さつ覚かくに、ジョセフは一いつ瞬しゆん、我が目を疑ったが、白馬に近付くにつれ、それが現実なのだと知った。

　白馬の上に人が乗っている。

　そしてそれこそが、ジョセフが捜さがして止やまなかった存在──

「ザーギン……」

　ガルムを停止させ、その名を呼んだ。

　その声に、ジョセフを一いち瞥べつしたのは白馬だけだった。ザーギンはジョセフの事など意に介かいさぬ様子で空を見上げている。

「ザーギン！」

　ガルムから降り立ち、再度名を呼ぶ。しかしザーギンはジョセフを見ようとはしない。

　右手が熱くなるのが分かった。ようやく辿たどり着く事ができた。ようやく巡めぐり合う事ができた、その相手が、自分を認めようとはしない事実に苛いら立だちを覚える。自分の存在など取るに足らぬという事か。

　固く握にぎった右手に、意志を込めた。人の姿では相手をできぬというのなら──

　ジョセフがそう決意し姿を変じようとしたその時、眼前のザーギンが呟つぶやいた。

「いい月だ」

　その言葉に気勢を削そがれ、ジョセフは変身を中ちゆう途とで解除する。

　ザーギンは、ゆっくりとジョセフの方に目をやった。

「こんな月の夜に君と再会できた事を嬉うれしく思うよ、ジョセフ」

　十年前と何ら変わらぬ声、息いき遣づかい、眼まな差ざし。全すべてを知らなければ、この男が人を滅ぼそうとする悪あく魔まだなどと、誰が思うだろう。

　ザーギンの、色素の薄うすい銀色がかったブロンドの髪かみが、風に揺れていた。
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「ザーギン……」

　同じ言葉をただオウムのように繰くり返す事しかできない。追い求めてきた男にかけるべき言葉を、考えてみれば、ジョセフは何一つ用意などしていなかった。

「見下ろすのは無ぶ粋すいだな」

　言いながら、ザーギンは優ゆう雅がな動きで白馬を降りる。

　変わっていない。ジョセフは思った。

　初めて会ったその日から、ジョセフはずっとザーギンに憧あこがれを抱いていた。人を魅み了りようするために生まれてきたような男だった。

　今、この瞬間でさえ、ただ馬から降りるというその動作に、ジョセフは目を奪うばわれていた。

　ザーギンが一歩、一歩と近付いてくる。

　ジョセフは、身体からだを動かせずにいた。

　ここまで、差があるものか。

　頭の中、過よぎったのはそんな言葉だった。

　気け圧おされているのだ。

　動けば殺される。そんな恐きよう怖ふ感かんが、ジョセフの身体を竦すくませている。

　しかし、その身体状じよう況きようとは裏腹に、気持ちだけは昂たかぶり、今にも叫さけび出したいような衝しよう動どうを、ジョセフに与え続けていた。そしてその肉体と精神の落差が、一層、ジョセフの身体を動かす事を拒こばむのだった。

「どうした？　怯おびえているのか？」

　震ふるえるジョセフの指先に目をやり、ザーギンが言った。

「違ちがう……」

　掠かすれる声でそう答えるのがやっとだった。

「よく生きていてくれた。正直、案じていたよ。君は生き抜ぬくには優し過ぎるのではないかと」

　気が付けば、ザーギンは既すでにジョセフの目の前に立っている。口元には薄い笑えみを浮かべ、その目は慈いつくしむような優しさを湛たたえていた。

「あまり……人を見み下くだすな……」

　必死に言葉を紡つむぎ出したジョセフを、ザーギンは鼻で笑ってみせた。

「見下してはいない。心から喜んでいる。それだけだ」

　かろうじて動く右手を固く握り締しめたジョセフは、それをザーギンの顔に叩たたき付けるべく振ふり上げた。

「殴なぐるか？　それもいいだろう。私は君にそうされても文句は言えないだけの事をした」

　そう言われてなお拳こぶしを振り抜ける人間が、一体この世にどれ程ほどいるだろう。

　ザーギンの言う通りだ。

　自分はそうしたところで非難される筋合いなどない。

　人である事を失った。

　この男のせいで。目の前に立つこの男のせいで、自分は──！

「ザーギン！」

　何度叫んだところで、しかし、ジョセフの拳はそれ以上、振り上げたところから一ミリたりとも動かせはしなかった。

　ザーギンは目を瞑つぶる事もなく、ただしっかとジョセフを見つめていた。自分に降りかかるあらゆる困難を受け入れんとする聖者のように、微笑ほほえみさえ浮うかべていた。

「どうした？　殴らないのか？」

　ザーギンは、そっとジョセフの頰ほおに手を差し出した。ジョセフは咄とつ嗟さに後方に跳とんだ。

　それが害意のない、親愛を示す動作であったとジョセフが気付いたのは、跳び退すさり、ザーギンから数メートルの距きよ離りを開けた後だった。掌てのひらがじっとりと汗あせで濡ぬれていた。

　怯え切った自分に恥はじ入ると同時に、ジョセフは、あと少しでも長くザーギンの側そばにいれば懐かい柔じゆうされてしまったのではないかという疑念を払はらい切れなかった。

　一体自分は、何のためにザーギンを追い続けていたのか、それさえも忘れてしまいそうになっている。

「俺は……こんな事をするためにここに来たんじゃない……」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいたジョセフに応こたえたのは、ザーギンの言葉ではなく、遠方から聞こえてくる、女の嘲ちよう笑しようだった。

「じゃあ、何をしに来たというのかしら……納なつ得とくいく説明をお願いしたいわね、ジョセフ」

　言いながら木こ陰かげから姿を現したベアトリスは、ザーギンの傍かたわらに立つ白馬に歩み寄り、その脚あしを撫なぜた。白馬は気持ち良さそうに天を仰あおぐ。

「ベアトリス……待っていろと言ったはずだ」

　ザーギンが振り返りそう言った。

「申し訳ありません」

　ベアトリスはザーギンに一礼し、すぐさま跪ひざまずいた。二人の間に、絶対的な主従関係が築かれている事が、そのやり取りから見受けられた。

「お許しが頂けるのなら、私もここで彼の力を見させて頂きたく思いますが」

　ベアトリスの言葉に、ザーギンは何も答えず、再びジョセフの方に目を向けた。それは暗あん黙もくの了りよう承しようなのだろう。

　ベアトリスは口元に笑みを浮かべ、ジョセフを見つめている。そこには嘲あざけり、侮ぶ蔑べつの意思が感じられた。だがジョセフは、そんなベアトリスを憎にくいとは思わなかった。エレアとて、ベアトリスと同じようにジョセフを笑ったかもしれない。ジョセフはただ己おのれの心の弱さを悔くやむばかりだった。

「彼は心優やさしい故ゆえに己を責め、それ故に私を憎む事ができない……そんな彼を弱いと思うか、ベアトリス」

　ジョセフの心を見み透すかしたようにそう告げたザーギンに対し、ベアトリスは髪かみを搔かき上げ、首を横に振った。

「ただ力だけの事を言うのであれば、彼は私達より劣おとっているかもしれません。しかし……彼の持つその意志は、決して弱くはないかと」

「……そうだな。私もそう思う」

　ベアトリスが自分をただ弱いと評さなかった事を、ジョセフは意外に感じていた。しかしそれは、ザーギンの求むる答えをただ口にしただけかもしれない。二人の間の絶対的な関係が、ベアトリス自身の意思を押し殺させてしまっているという可能性は大いにある。

「……邪じや魔まはするなよ、ベアトリス」

　ベアトリスが恭うやうやしく頭こうべを垂れ、恭きよう順じゆんの意を示す。

　ジョセフは、思わず自身の体を硬こう直ちよくさせていた。

　これまで、ジョセフを捉とらえていたザーギンの視線には、どこか慈じ愛あいのようなものが満ちていた。それは親が子を見るような、己の庇ひ護ご下にある愛あい玩がん動物を見るような、蔑さげすみではないが見下しているような慈愛。

　しかしベアトリスを一いち瞥べつしたザーギンの視線は、それとは全く異なる。見み据すえられたわけではないジョセフさえ、思わず寒気を感じた程だった。

　人を人とも思わぬような冷れい徹てつさを、そこに感じ、やはりこの男は危険だと、ジョセフは再さい認にん識しきした。思い知らされた。

　何を怯おびえていたのか。何を躊躇ためらっていたのか。

　自分はここに来た。

　ただ、ザーギンを止めるために。

　それを為なすために。

「そうだ……」

　ジョセフの漏もらした一言に、ザーギンとベアトリスがジョセフを振ふり返る。

「俺は、お前を止めなくちゃいけない……」

　ザーギンが不敵な笑えみを浮うかべる。

「私は君ならば乗り越こえられると信じている。その身に降りかかるあらゆる困難さえものともせずに」

　ザーギンの右手が、ぼんやりと光を帯びているのが見えた。

「止めてみせる……サーシャのためにも」

　その名を口にした瞬しゆん間かん、ザーギンの口元が僅わずかに歪ゆがんだ。

「懐なつかしい名だ……久しく、彼女の名を耳にする事などなかった」

「忘れていたのか……サーシャを！」

　僅かな時しか共に過ごす事のできなかった姉、サーシャ。だがジョセフは彼女を忘れた事は一時もない。幼い頃ころに生き別れ、数すう奇きな運命の下もと、再会した姉の事を。そしてそれから僅かな時の間に、死を迎むかえてしまった彼女の事を。

「お前は、忘れられるのか！　サーシャの事を！　お前が！」

　幼い頃に姉と生き別れたジョセフよりも遥かに多くの時を、ザーギンはサーシャと共に過ごしたはずだった。それでありながら、その名を聞き笑みさえ浮かべられるザーギンの事を、許せるはずなどない。

「サーシャは望んではいない……お前が人間を滅ほろぼすなんて……」

「私達の体内に宿るナノマシンが彼女の開発したものだとしてもか？」

　それはジョセフにも分かっている。サーシャは死の直前に、ジョセフに全すべてを伝えてくれた。しかしそれでも、サーシャは人を傷付けるためにそんなものを生み出したのではない。

　ただ、貧しい人のために。薬すら買えぬ、医者にかかる事すら許されない子供達のために、図はからずも悪あく魔まを生み出してしまったに過ぎない。

　サーシャが死の直前に自分に託たくした手紙。

　自分はジョセフが誇ほこれるような人間ではない……怪け我がや病気の治ち療りようのために生み出されたナノマシン技術は、人間を生きた兵器に変える技術として流用され、サーシャは手紙の中で、その事をジョセフに詫わびていた。

　サーシャの顔が脳のう裏りに浮かぶ。

　異民でありながら、研究員となった彼女。再会したジョセフに微笑ほほえんでくれた彼女。貧しき人々のために研究を続けながら、しかし、その貧しき人間に打ち殺されてしまった彼女。

　ジョセフは今でも思い出す。

　血に塗まみれたサーシャを。その、今いま際わの微笑みを。

　サーシャは望んでなどいなかったはずなのだ。たとえ悪魔を生み出す技術を開発してしまったのだとしても、その技術が人を滅ぼす事など、彼女は望んではいなかった。

　ましてやザーギンがその力を用いて世界を滅ぼすなどという事は。

「……俺はお前を止める。サーシャはそれを望んでいるはずだから」

　右手を握にぎる。熱が生まれる。

　勝つ事はできないかもしれない。何もできないかもしれない。

　それでも、もはや引き下がるわけにはいかない。

「来いジョセフ……そして私に示して欲しい。君の意志の力を」

　ザーギンの言葉と共に、ジョセフは変じた。

　悪魔の姿──ブラスレイターへと。
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　アマンダの叔母おば、ペトラの経営する孤こ児じ院いんは、かつては修道院だった古い建物を改築したものだ。その当時は存在したであろう美しいステンドグラスは取り払はらわれているが、美しい漆しつ喰くいの外がい壁へきはそのままに、改築された今も荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを保っている。

　アマンダが到とう着ちやくし、駆かけ込むように建物の中に入ると、叔母は待ちかねていたように奥から飛び出して来てアマンダを迎えた。

「アマンダ！　来てくれたのね！　嬉うれしいわ！」

　夜中だというのに声を張り上げる叔母に、アマンダは驚おどろきつつ叔母を窘たしなめた。叔母の家ではあるが、ここは孤児院でもあるのだ。

「子供達が起きちゃうわよ……落ち着いて」

　それでも興奮冷めやらぬ様子の叔母は、小声にはなりながらも早口で捲まくし立てる。

「あれは絶対に天使様よ……こんな世の中になって……神様もきっと嘆なげいておられたのよ。だから私達の前に遣つかわして下さったんだわ……」

　共に過ごしている間、アマンダは叔母が然さ程ほどに敬けい虔けんだった様子を見た事はない。それ故ゆえに、今の叔母の態度は驚きをもって受け入れる他ほかなかった。元より敬虔深かったのか、それとも天使を見たというその行こう為いによって、奇き跡せきを、神を信じるように転化させられたのか、いずれにせよ、アマンダには叔母の見た物が天使などではなく融ゆう合ごう体たいだなどと告げる事はできない。

　久しく訪おとずれていなかった孤児院は、どこか寂さびれたような、暗い雰囲気に覆おおわれていた。

　リビングに案内されたアマンダは、叔母の出してくれたコーヒーに口も付けぬまま、どうやって叔母に今の危険を伝えたものかを思案していた。事実を告げるわけにはいかぬが、かと言って、言葉を濁にごしたままでは叔母の怪あやしみを買うかもしれない。

「あのね……叔母さん」

　コーヒーのカップに手を添そえながらアマンダが切り出すと、叔母は腰こしを下ろしながら、

「……何か、危険な事があるのね」

　と言った。顔を上げたアマンダの目に入ってきたのは、母親のように優やさしく微笑む叔母の姿だった。

「分かってるわ。貴方あなたの今の仕事の事だもの……こうやって飛んできてくれた以上、何か危険を伝えに来たんでしょう？」

　天使の出現にはしゃいでいたのとは全く別人のように、叔母はそう告げ、自分のために淹いれたコーヒーを口に含ふくんだ。いつだって、アマンダが警察に入った頃ころからアマンダを理解し、支えてくれていた叔母だった。アマンダは自分の心配が杞き憂ゆうであった事に安あん堵どしつつ頷うなずき、

「ええ……今、この地区に融合体……デモニアックが逃にげ込んだという情報が入ってるの。危ないから絶対に外に出たりしないで。私の仲間がすぐに倒たおすから、心配はないわ。騒さわぎが収まるまで、ここには私がいるし」

　叔母の言葉がなければ、デモニアックという言葉を使う事さえ躊ちゆう躇ちよしただろう。徒いたずらに不安にさせたくないという気持ちがあった。しかし叔母がアマンダの来訪にそんな考えを持ってくれていたのなら、最も理解の容易たやすい危険を伝えるべきだろう。

　叔母は、目を伏ふせつつ、

「そう……ありがとう」

　と呟つぶやいた。その声の一いつ端たんに、どこか暗さがあるのを感じたアマンダは、コーヒーを口にした後に、叔母に問うてみた。

「それより、何かあったの？　この家に入ってきた時にも思ったけど……何だか寂れたみたいな雰囲気だし……」

「ここの経営がね……駄だ目めになってしまったのよ……」

「駄目にって……どうして？」

　時折、叔母と連れん絡らくを取り合う中で、叔母がそんな事を口にした事は一度たりともなかった。

「貴方には心配かけたくなかったから黙だまってたけど……一年前くらいからね、徐じよ々じよに苦しくはなっていたの。あれこれお金を工面する方法も探したんだけどね……」

「そんな……」

　大だい丈じよう夫ぶ、元気だ、という叔母の言葉を鵜う吞のみにしてしまっていた自分を、アマンダは深く恥はじた。直接足を運べば、それでも気が付く事はできたかもしれない。しかし仕事にかまけて、アマンダはそれさえできていなかった。

「じゃあ、子供達は……」

　寂れた雰囲気が漂ただようのはそのせいか、と思い当たる。おそらく子供達は皆みな、既すでにここを引き払ってしまっているのだろう。別の孤児院にやられてしまったか、或あるいは身寄りを引き受けてくれた家族の元に。

「皆、バラバラになってしまったわ……それでもどうにか引き取り手が見付かったから、それは良かったんでしょうけど……」

　叔母がそう口にした直後、アマンダの背後で扉とびらが開く音がした。

　誰だれもいないはずなのに、そう思い慌あわてて振ふり返ると、そこには見覚えのある少年が、開いた扉の隙すき間まから顔を覗のぞかせていた。

「まあ、マレク……起こしてしまった？　ごめんなさいね……」

　叔母おばが、立ち上がりつつ少年のもとへ歩んでいく。

「お客さん……？」

　小さな声で叔母にそう尋たずねる少年は、二年程ほど前にアマンダが孤こ児じ院いんを訪れた際に、一度、顔を合わせているはずだった。だが少年の方はアマンダの事を覚えてはいないのだろう。

「あら、アマンダとは昔、会った事があるはずよ。覚えてない？」

　上うわ目め遣づかいにアマンダを見ながら、少年が頷く。

「そう……マレクはまだ小さかったものね。仕方ないわ」

　叔母は寂しげに少年──マレクの頭を撫なでる。マレクは叔母に諭さとされ、寝しん室しつへと戻もどっていった。

「あの子は……？」

　全すべての子供達が何処いずこへか引き取られていったのだと思い込んでいたアマンダが訊たずねると、叔母は大きく溜ため息をつき、

「あの子も一度は他の孤児院に引き取られていったんだけれどね……少し、馴な染じめなかったみたいで……」

　たった一度しか会った事のない記き憶おくを掘ほり起こしてみても、確かに、マレクはあまり周囲には打ち解けず、一人で遊んでいたような気がする。だからこそ、アマンダもマレクの事が印象に残っているのだった。

「じゃあ、どうするの？」

　再度のアマンダの問いに、叔母は頭かぶりを振った。

「うちで引き取るつもりだけれど……あまり楽な生活をさせてあげられないから、心苦しいわね……」

　孤児院の経営に失敗した以上、叔母はおそらくある程度の負ふ債さいを抱かかえているのだろう。助けにはなりたいが、アマンダの薄はつ給きゆうでどうにかできるものではない事は分かり切っている。

「何か、できる事はある？」

　それでもそう尋ねずにはいられなかった。半ば、罪つみ滅ほろぼしのような思いがあった。おそらく叔母が最も苦しかったであろう時期に、何知らず暮らしていた身として。

　叔母は微笑ほほえみ、テーブルの上に置かれたアマンダの手に、そっと自分の手を重ねた。

「大丈夫よ。負債はあるけれど、細々と生きていくならどうにかなるわ。マレクも分かってくれるでしょうから」

　その優やさしい言葉が、却かえって突つき刺ささるようにアマンダを苛さいなむ。しかし、何ができるというわけでもない。アマンダは目を伏せた。と、携けい帯たい電話の震ふるえを感じ、ポケットから取り出す。

　発信主はヘルマンだった。

「アマンダか！　今どこにいる！」

　通話を開始するなり、怒ど鳴なり声が飛んでくる。

　叔母を気き遣づかい、席を立って窓まど際ぎわに移ってから、アマンダは叔母の家にいる旨むねを伝えた。

「こっちは大丈夫。今、叔母さんと話していたところ。家から出ないように言ったわ。例の、鳥フオーゲルは見付かった？」

「いや、一班からは、まだそれらしい存在の報告もない。俺達も今そっちに向かってる。近くまで着いたら合流しよう」

「了りよう解かい」

　電話を切り、叔母の方を振り返ろうとしたその時、窓ガラス越ごしに人ひと影かげが映った。

　何者かが、孤児院を囲む外そと塀べいに腰こし掛かけ、空を仰あおいでいるように見える。

　いつからそこにいたのか。電話をしている最中からだろうか。全く気付かなかった。

　ひょっとしたら叔母と同じように天使を見たという人間かもしれない。今一度その姿を見ようと空を仰いでいる……十分に考えられる事だ。

「ちょっと、外の空気を吸ってくる」

　叔母にそう告げて、アマンダは孤児院から出ると、人影のある塀へいの方へ回り込むように移動していった。融ゆう合ごう体たいがまだ潜ひそんでいるかもしれない状じよう況きようを考えれば、こんな時間に出歩かないように注意を促うながしておくべきだろう。

　それは男だった。鼻歌交じりに空を仰ぎ、投げ出した足を揺ゆらしている。

「そこの貴方あなた」

　アマンダが声をかけると、男はアマンダを見、身体からだをビクつかせた。

「……いきなり声かけんなよ。ビックリするだろうが」

　男の声に、微かすかに聞き覚えのあるような気がした。しかし暗さのせいでその顔までははっきりと見えない。

「こんな時間にそこで何してるの」

　問うても、男は塀から降りようとはせず、ただアマンダを見つめている。

「空を見ちゃ悪いのかい」

「悪くはないけど……危ないわよ。最近はデモニアックも出るし、早く家に帰った方がいいわ」

　警官時代の要領でそう忠告すると、男は鼻で笑った。

「デモニアックねえ……勝手な言い草だよなあ……てめえらを正義って信じ込んでるから、そうやって人様を悪あく魔ま呼ばわりできるわけだ」
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　言いながら男が塀から飛び降りた。アマンダはようやく男の容よう貌ぼうをはっきりと視し認にんする事ができた。息を吞のんだ。聞き覚えのある声のはずだ。つい一時間も前に、その男の事を思い返していたばかりだったのだから。

「マルコ・ベルリ……」

　思わずその名を呟つぶやくと、男──マルコは訝いぶかしげにアマンダの顔を覗のぞき込んだ。

「なんで俺の名前を知ってやがる……」

　と、マルコは目を見開き、

「なんだ、さっきの姉ちゃんか」

　そう言った。

「さっきの……？」

　今日、既すでにどこかで会っていたのか、その疑問が頭を過よぎると同時に、すぐさまアマンダの理性はその可能性を否定していた。

　会っているはずなどない。

　いや、そもそも今も、正対しているこの男がマルコ・ベルリであるはずなどない。

　マルコ・ベルリは死んでいるのだ。

　投とう獄ごくされてから一カ月後、看守を騙だまし人ひと質じちに取った上で脱獄を図はかったマルコは、駆かけ付けた他ほかの看守数名の手によって射殺された。その事は大々的なニュースとして報じられた。その行動によって、異民はやはり危険な存在だという風潮が高まりさえした程だ。

「パトロールかよ。精が出ますねえ……」

　だがその声は、アマンダの記き憶おくに残るマルコの声と酷こく似じしている。容貌も。

「貴方、死んだはずじゃ……」

　混乱しつつ、アマンダはゆっくりと懐ふところに手を伸のばしていた。今起こっている事が、真実なのかどうか、夢でも見ているのか、夢でないとしたら、何故なぜ死んだはずのマルコが目の前に立っているのか。

　生き返ったとでもいうのか。或あるいは死んだふりをして脱獄を行った？　そんな事が可能とは思えない。

「死んでねえよ。今ここにいるだろうが」

　不満げに鼻を鳴らすマルコに、アマンダは懐から銃じゆうを引き抜ぬき突つき付けていた。

「動かないで！」

「何だよ……何もしてねえのにいきなり銃かよ。たまんねえな」

　ふざけた調子で両手を上げながらマルコが言う。確かに、冷静な思考で言えば、何もしていない民間人に銃を突き付けるなどあり得ない。目の前にいる男が本当にマルコなのだとすれば、何もしていないなどという事はない。射殺される直前、マルコは激しい抵てい抗こうの末に看守数名の命を奪うばっている。

「勘かん弁べんしてくれよ。ちょっと散歩に来ただけなんだよ。そろそろ戻もどらねえと怒おこられちまうし、あんまり勝手な行動取りたくもねえんだよな……」

「いいから、そのまま後ろを向いて！」

　アマンダが叫さけぶと、マルコは鼻で笑い、

「またかよ。お前らそればっかだな。言ってて虚むなしくなんねえか？　どうせ最後には撃うつんだろうが。撃つなら最初から撃て、馬ば鹿かが」

　アマンダの脳のう裏りに、かつてマルコを逮たい捕ほした際の記憶が沸ふつ々ふつと蘇よみがえっていた。ヘルマンの後こう悔かい、あの時躊躇ためらわずに撃っておけばという言葉。

　だが今のアマンダには確証がないのだ。目の前の男が本当にあのマルコなのかという。

　アマンダは大きく息を吐はき、

「もう一度だけ言うわ。そのまま後ろを向いて、その塀へいに両手を付けなさい」

　落ち着け、と、何度も自分に言い聞かせた。冷静にならなくてはならない。頭の中で状じよう況きようを整理しなくてはならない。死んだはずのマルコらしき男が今、目の前にいる。その名を呼んだ時、男は確かに自分の名前と認めた。間ま違ちがいない。

　その後、男は何と言った？

　さっきの姉ちゃんか、と。

　さっきの──ここに来るまでに会っていたという事か。短い時の中で、マルコとすれ違ちがいでもしていたか。

　それはない。アマンダはヘルメット着用の上で、バイクで移動を行っていた。仮にすれ違っていたとしても、男がアマンダの顔を確認できるような状況にはなかったはずだ。

　だとしたら──

「だから撃つなら撃てよ。無む駄だだけどな」

　挑ちよう発はつするようにマルコは一歩踏ふみ込んでアマンダの顔を下から見上げるように睨にらみ付けた。アマンダは慌あわてて後ずさりながら、その口調と態度に覚えた既き視し感かんの理由を探さぐっていた。

　数時間前、アマンダが相対した存在。

　人のように喋しやべる融ゆう合ごう体たい──その口調と態度。

「貴方……まさか……さっきの……」

　アマンダがそう呟いた瞬しゆん間かんだった。マルコの手が素す早ばやく伸び、銃を持つアマンダの手を摑つかんでいた。

「甘っちょろいな、おい！　さっさと撃たねえからこうなるんだぜ！」

　抵抗するよりも先に、アマンダの身体からだは宙を舞まっていた。放ほうり投げられたのだと認識するのにいくらか時間が掛かかった。そして認識した直後には、アマンダは落下し、背中から地面に打ち付けられていた。

　言葉にならぬ声が漏もれる。それでもどうにか起き上がり、マルコのいた方に向けて銃を構えた。だが既すでにマルコの姿はそこにない。

　視線だけを左右に散らし、マルコの姿を追った。

「後ろだよ」

　その声に、すぐさま振ふり返り銃を撃つ。だがマルコは銃じゆう弾だんが見えているかのようにそれをかわし、笑い声を上げた。

「ハッ！　やっと撃ってきやがった！」

　マルコが腕うでを振り上げたのを見て、アマンダは後ろに跳とんだ。飛んできた拳こぶしはそれで回かい避ひできた。着地ざまに二発撃つ。が、当たらない。

　マルコの動きは人間離ばなれしていた。まるで融合体のように。

「融合体……」

　もしも射殺されたマルコが融合体となったのだとしたら、確かに今目の前にいる理由にはなる。だが納なつ得とくできぬ部分もある。

　人の姿をしている事だ。

　融合体となった死体が再度人の姿を取った事例など聞いた事もない。

「俺、その呼び方嫌きらいだわ。なんか気味悪いだろ。デモニアックの方が……ま、気に入らねえ部分もあるっちゃあるが、まだマシだな」

　アマンダは、マルコの右手がぼんやりと光を帯びているのに気が付いた。そしてその光によって、一いつ瞬しゆん、アマンダの方に向けられたマルコの掌てのひらに、紋もん章しようが刻まれている事を視し認にんさせた。

　世間で、悪あく魔まの紋章と言われるものだ。融合体の右の掌には、必ずその紋章が刻まれている。

「……融合体なのね」

　アマンダが口にすると、マルコは大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめる。

「人の話聞いてるか？　その呼び方やめろ。虫むし唾ずが走るんだよ、モノ扱あつかいされてるみたいでよ」

　ゆっくりとアマンダの方に近付いてくるマルコに、アマンダは再度銃を撃ったが、マルコには掠かすりさえしなかった。じりじりと後方に下がりながら、打つ手はないかと模も索さくする。

　マルコがさっきの融合体とイコールなのであれば、今アマンダが持つ武器は何の役にも立たないかもしれない。ミサイルさえ通用しなかった相手だ。拳けん銃じゆうで仕留められるはずもない。

　不意に、携けい帯たい電話の着信音らしきメロディが耳に飛び込んでくる。

　アマンダのものではなかった。

　マルコが舌打ちしながらポケットから携帯電話を取り出し、

「何だよ」

　と話し始めた。

「うるせえな。今戻もどるよ。ちょっとトラブルがあっただけだ」

　アマンダはその隙すきを突つき、後方に停とめてあるバイクに向かって走り出した。通用するかどうかは分からないが、それでも今、アマンダが使用できる最大の武器はバイクに装備されているミサイルなのだ。

　背後ではまだマルコが電話をしているのが聞こえる。

　油断しているのか、アマンダなど取るに足らぬとでも思っているのか、いずれにせよこの機会を逃のがす手はない。

　バイクまであと僅わずかという距きよ離りまで辿たどり着いた時、アマンダの頭上から不意に何かが飛び降りてきてアマンダの行く手を遮さえぎった。

　マルコだった。

　携帯電話を片手に、笑えみを浮うかべて。

「だからすぐ戻るっつってんだろうが。同じ事何回も言わすんじゃねえよ、馬ば鹿か。トラブルったって解決すりゃ文句ねえだろ」

　ひゅい、と風を切る音が聞こえた。

　それがマルコの手刀の生み出した音だとアマンダが気付いたのは、首に強きよう烈れつな衝しよう撃げきを感じてからだった。一瞬で、視界が大きく揺ゆれる。そしてそのまま、幕を閉じるように意識が虚うつろになっていく。

「とりあえず、何か勘かん付づかれたみたいだし連れてくわ。殺してもいいんならそうするけど、どうせザーギンの奴やつ、まだあんまり事を荒あら立だてるなとか言うんだろうからよ」

　その声を聞きながら、アマンダは意識を失っていた。
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　戦いの中で、相手の動きに魅み了りようされるなどという経験は、ジョセフにとって初めての事だった。何と雄ゆう大だいで何と優ゆう雅がなのか、何故なぜそんな動きができるのか、何故そんな動きをしながらも戦う事ができるのか、そんな疑問が頭を過よぎる程ほど、ザーギンの動きは美しかった。跨またがった白馬はザーギンの手足のようだった。そして手にした剣けんもまた、ザーギンの体の一部であるかのように、軽かろやかに、意のままに操あやつられた。

　人の姿を保ったまま、剣のみを出現させたザーギンの一いち撃げき一撃は、ブラスレイターと化したジョセフの一撃よりも遥かに重く、受け止める事すらできない。無様に弾はじかれ、それでもどうにか体勢を立て直し、剣を振ふるう。ジョセフに出来た事はただそれだけだった。

　ザーギンの体たい軀くまで、僅か数メートル。

　大きく踏ふみ込み、手にした湾曲刀シミターを振り下ろしさえすれば届くはずのその距離が、未来永えい劫ごう辿たどりつけぬ果てしないものにさえ思える。

「……もう終わりか？」

　そんな言葉をかけられさえする。

「まだだ……まだだ！」

　叫さけびながら、それでも剣を打ち込んだ。

　こんなに遠いはずがない。これ程までに差があるはずがない。たとえザーギンが優すぐれていたとしても、自分とていくらか成長をしたはずだ。そう思った。

　しかしジョセフの持つ刃やいばはザーギンに触ふれる事すらできない。

　軽やかに体を反転させる白馬、それに跨ったザーギンの剣が、綺き麗れいな弧こを描えがきながら刃を阻はばむ。ジョセフの刃は後方に弾き上げられる。その繰くり返しだ。

「そんなものなのか……ジョセフ」

　丸一日も戦い続けたような気がする。しかし空に浮かぶ月の高さが、ほんの僅かの時間しか経過していない事を告げていた。

「恐おそれながら……今の彼ではまだ力不足かと」

　後方に控ひかえていたベアトリスが、跪ひざまずいたままでザーギンにそう告げる。ザーギンは剣を霧む消しようさせ、ベアトリスを見やった。

「……マルコはどうした」

　ジョセフの知らぬ名を口にしたザーギンに対し、ベアトリスは後方を振り返った。

「もうじき戻って来るかと思います……どうやらＸＡＴザツトの人間と接せつ触しよくしたようですが」

「そうか」

　ザーギンの視線は、完全にジョセフから外れていた。

　たとえどんな形でも、ザーギンを止められるなら──

　そんな考えが頭を過る。手にした剣に目を落とす。

　投げ付ければ当たるだろうか。今踏み込めば届くだろうか。だが、ジョセフはどちらの行動も取る事はなかった。

　ただザーギンに勝つだけなら、ただザーギンを殺すだけなら、それがジョセフの目的なら、卑ひ怯きようと罵ののしられようと誰に侮ぶ蔑べつされようと、その隙を突いて攻こう撃げきを繰り出しただろう。

　だがジョセフの目的は違ちがう。

　ジョセフはただ、ザーギンに思い留とどまって欲しいだけだ。人を滅ほろぼすなどというその思おも惑わくを改めて欲しいだけだ。人は信じるに足る存在だと、思い直して欲しいだけだ。

　だから、そんな真ま似ねはできない。

　正面から立ち向かわなくてはいけない。己おのれに誇ほこれる戦いをせねばならない。

　そうでなければ、真の意味でザーギンを止めたなどとは言えないから。

　落ちかけていた膝ひざに力を込め、ジョセフは真っ直すぐに立った。そしてザーギンを見つめた。

　ザーギンはゆっくりとジョセフに視線を戻もどし、

「待っているつもりか？」

　と言った。

「優やさしいな……だが、私を止めたいのなら今の隙すきを突つけばいい。君の決意がそんなものなのだとしたら、それで私を止めるなど、不可能だ、ジョセフ」

「不可能かどうかは分からない」

「分からない……確かにそうだ。絶対などというものはこの世に存在しない。しかしジョセフ、君の刃は今の私には届かない。それは限りなく絶対に近い事実だ。違うか？」

「そうかもしれない。だがそれが絶対でない限り……ほんの僅わずかでも可能性がある限り……俺は諦あきらめない」

　剣けんを構えながら踏み込み、ザーギンの腹部目掛けて薙なぎ払はらった。瞬しゆん時じに剣を出現させたザーギンがそれを受け止める。ジョセフは身体からだを反転させ、今度は逆方向から薙いだ。ザーギンの持つ剣はジョセフのものよりも二回りは大きい。それに打ち勝つには自分の剣の利点である取り回しの容易たやすさを生かすしかない。数合、打ち合った。だが阻まれた。火花が散り、瞬間、瞬間、ザーギンの白い肌はだを照らした。

「遅おそいな、それでは」

　呟つぶやいたザーギンが、剣をジョセフに向けて振り下ろす。咄とつ嗟さに受けたが、その衝しよう撃げきがジョセフの身体を数メートル後方に押しやった。砂すな煙けむりが立ち昇のぼり、視界を覆おおう。ジョセフの背後には、ガルムがあった。

「ジョセフ」

　背後から声が聞こえる。エレアの声だ。

「無理だわ。力に差があり過ぎる。今は退ひいた方が良いんじゃなくて？」

　ザーギン達には聞こえぬ程度の小さな声で、エレアが言った。

「退けない。退きたくはない」

　ジョセフが答えると、エレアは溜ため息を吐つき、

「まあ、そう言うとは思っていたけど」

　と呟いた。

「だったら、せめてガルムにお乗りなさいな。その方が少しでも勝てる確率が上がると思うわ」

　その言葉に、ジョセフは小さく頷うなずいていた。

「俺も、今そう考えていた」

　飛び乗るようにガルムに跨またがり、エンジンをかけた。同時に、ガルムとの同化を開始する。

　ガルムの車体が大きく音を立て、変形を行っていく。

「……ツヴェルフの兵器か」

　ザーギンの声を聞きながら、ジョセフはガルムをザーギンに向けて突とつ進しんさせていた。それを受けてか、白馬が前まえ脚あしを高々と上げて嘶いななく。

　ザーギンはジョセフの進路から逃のがれるように、馬を走らせ始めた。ジョセフは進路を変え、ザーギンを追う。並走する形になり、そのまま剣を数度、合わせた。

「ツヴェルフに協力していたとはな……それがお前の正義なのか、ジョセフ」

　ザーギンの言葉の意味は分かる。ツヴェルフこそ、全すべての元げん凶きようと言えるかも知れない。彼らがいなければ、彼らがブラスレイターを生み出す技術さえ研究していなければ、彼らがザーギンを騎き士しとして見み出いださなければ、今この時、ザーギンをジョセフが敵対する事もなかった。

　だが、ザーギンが人に絶望し、人を滅ぼさんとしている事実は変わらない。

「それでお前を止められるのなら……俺は奴やつらの言いなりにもなるさ」

　ジョセフの一いち撃げきが弾はじかれる。しかしガルムと同化を行っているジョセフの身体が、大きく仰のけ反りこそすれ、吹ふき飛ばされる事はなかった。

　再度、剣を振ふるう。

　しかしザーギンに通用はしない。

　ジョセフの持つ湾曲刀シミターの長さでは、届いたとしても大きな傷を与あたえる事もできないだろう。だが、その事実を認めた上で、ジョセフは自分に言い聞かせるように呟いていた。

「まだ……俺はまだ、強くなれる」

　それが、ガルムとの同化によるものかどうかは分からない。ただ、ジョセフは本能的にそう感じていた。明確なヴィジョンと共に。

　握にぎり締しめた剣が、淡あわい光となって消える。その代わりに新たに生み出されたのは、青白く光る蛇へびそのものだった。その蛇が、牙きばを剝むき出し、螺ら旋せんの軌き道どうを描えがいてザーギンに迫せまった。

　おそらくは初めて──ジョセフと対するザーギンの表情に、焦あせりの色が見えた。一いつ瞬しゆん、目を見開いたザーギンは、これまでにない速度で剣を振り上げ、迫り来る蛇を弾き上げる。

　ザーギンが白馬を止まらせたのを見て、ジョセフもガルムを急停車させた。後輪が大きくスライドし、ザーギンと正対する体勢になる。弾き上げられた蛇は、伸のび切った巻き尺のように波打ちながらジョセフの掌てのひらに還かえった。

「少し、顔色が変わったな」

　僅わずかな手て応ごたえはあった。ガルムの機動力と、蛇の射程があれば、ザーギンに勝ち得るかもしれない。微び細さいな確率だとしても、それに自らの命を賭かけられる程度には。

「大したものだ。こんな僅かな戦いの中で成長するとはな」

　ザーギンがそう口にすると、白馬が苛いら立だちを隠かくせぬように前脚で土を搔かいた。その様子を見て、ザーギンはさらに続けた。

「そうだな、そろそろ終わらせるべきだろう」

　呟きと共に、ザーギンは白馬から降り立ち、握っていた剣を消失させた。

　ザーギンの右手を覆おおう光が徐じよ々じよに煌こう々こうと強くなっていく。

　ジョセフはそれを見ていた。

　見ている以外に、ジョセフにできる事はなかった。ザーギンがその姿を、人から悪あく魔まへと変える。その様はあまりに神こう々ごうしく、ジョセフは己おのれの身体を僅かにも動かす事ができなかったのだ。

「ジョセフ……もしもこの一撃を受けて君が生きていられるのなら……そして次に見まみえるその時まで君が生き抜ぬいていられるのなら……君に資格があると認めよう」

　ジョセフは見た。

　ザーギンの背に生える四枚の翼つばさを。

「ジョセフ！　逃にげなさい！」

　エレアの声が響ひびく。しかしその声に気付いた時には、全てが遅おそかった。

　地を蹴けり、真っ直すぐにジョセフに向かって飛んだザーギンが、ジョセフの側そばを一いち陣じんの風の如ごとく通り過ぎる。

　振り返る事もできないまま、ジョセフは身体からだに走る熱を感じていた。

　遅おくれて、ジョセフの胸から青白い粒りゆう子しが大量に噴ふき上がる。

　ガルムから転落しそうになりながら、ジョセフは背後を振り返る。そこには優ゆう雅がに翼を畳たたむザーギンの姿があった。その翼が己の身を切り裂さいたのだとジョセフが知る事ができたのは、翼から上がる微かすかな白はく煙えんに気が付いたからに他ほかならない。そうでなければ、ジョセフは何をされたかも分からぬままに、ただ地上に落下し、倒たおれ伏ふしていただろう。

　ガルムとの同化が解ける。もはやジョセフにそれを維い持じするだけの力は残っていなかった。

　一瞬にして、一瞬にして全てが奪うばわれていた。

　戦うだけの力も、勝てるという気き概がいも。

　それでも、それでもジョセフは残る微かな力で、右みぎ腕うでをザーギンに向けて突つき出していた。

「ザーギン……！」

　右手から伸びた蒼そう白はくの蛇は、しかし、虚むなしくザーギンの翼に阻はばまれる。

　ジョセフの身体を突き動かしているのは、ただ、このままでは終われぬという我が執しゆうのみだった。阻まれ、弾かれ、それでもジョセフは己の右手から生み出された蛇を操あやつり、それを何度もザーギンに叩たたき付ける。

「無理をするな。まだ全すべてが終わる時ではない」

　もはやジョセフの視界は闇やみに覆おおわれていた。それでもかろうじて感じ取れる気配を頼たよりに、ジョセフは蛇を操った。無む駄だだとは知っていても。無様とは分かっていても。

「さらばだジョセフ。また会える事を、楽しみにしている」

　その言葉の後に、気配がゆっくりと遠ざかっていく。

　ジョセフは蛇をその方向に差し向けようと右手を動かした。しかし、先さき程ほどまで感じていた熱が、右手からは失われていた。見る事はできないが、あの蛇を生み出す力さえ使い果たしてしまったのだと知った。

　身体に力が入らない。突っ伏ぷすようにガルムに体重を預けたジョセフは、やがてそのまま大地へと転げ落ちた。

　途と絶だえつつある意識の中で、ジョセフは声を聞いていた。ザーギンの声。ベアトリスの声。そして、聞いたことのない男の声を。

「殺しちまったのかよ」

「いや……まだ生きている」

「今のうちに殺しといた方がいいんじゃねえの」

「その必要はない」

「マルコ……貴方あなた、その女はどうするつもりなの？」

「どうすればいいか分からねえから持ってきたんだろうが、馬ば鹿か」

「ＸＡＴの人間か……」

「殺せってんなら、今すぐ殺すさ。それとも試してみるか？」

　その先の会話は、声が小さくなったせいで、聞き取る事ができなかった。

　代わりにジョセフの耳に飛び込んできたのは、エレアの言葉だった。だがそれは既すでに途絶え途絶えで、はっきりと全てを理解する事はできなかった。

「──セフ！　ジョセ───生き──の？　今──に連れん絡らくを──ないか──みてる──それまで──にか死なな──彼女なら────まで貴方を──」

　彼女という言葉が誰だれを示すのか、ジョセフにはそれを考えるだけの力も残されてはいなかった。それでも無意識に、ジョセフは一人の少女の顔を思い浮うかべていた。ジョセフは僅わずかに唇くちびるを動かし、その名を呼んだ。

「スノウ……」

　その名を呼ぶのはあまりに久しい。

　置き去りにしてしまった彼女の名は──ジョセフが自らの手で悪あく魔まへと変えてしまった彼女の名は、ジョセフにとってあまりに重いものだった。
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『ブラスレイター　ジャッジメント』、いかがだったでしょうか。

　皆みなさん、初めまして。百もも瀬せ千ち代よです。

　この小説版『ブラスレイター』のオリジナルは、ニトロプラスさん原案、ＧＯゴＮンＺＯゾさん製作のアニメで、監かん督とくは板いた野の一いち郎ろうさん……とくれば、もうヒットする事は間ま違ちがいないビッグタイトルです。

　そのノベライズを私のような新人が担当させて頂いただける事になり、とても光栄に思っています。

　ノベライズにあたって、当初はアニメ本編のストーリーを追う形でという予定でしたが、シナリオや設定を読ませて頂くうちに、願わくはこの『ブラスレイター』の世界をもっと広げてみたいと思うようになりました。

　今作がデビューの新人には少々不ふ遜そんな思いだったかもしれません。

　しかし様々な方々のご協力もあり、アニメ本編の前ぜん日じつ譚たんという形でこうして出版に至いたる事ができました。

　未み熟じゆくな私の我わがままを聞いて下さった担当編集Ｈさん、ＧＯＮＺＯ、ニトロプラスの皆様には、感謝の念でいっぱいです。

　それから、この本を手に取って下さった皆さんへも、心からお礼申し上げます。

　この本が出る頃ころには、アニメ本編は物語も中ちゆう盤ばんに差し掛かかり、クライマックスに向けての盛り上がりを見せていることでしょう。

『ブラスレイター　ジャッジメント』が、その盛り上がりをより大きなものにする要素の一いつ端たんとなってくれればと願って止やみません。

　よろしければ、ご意見ご感想などお聞かせ下さい。

　次作の執しつ筆ぴつの励はげみになりますので。

　ちなみに次作、完結編である『ブラスレイター　ジャッジメント２』（仮）は今秋刊行予定になります。ジョセフとアマンダはどうなってしまうのか、そしてジョセフが最後にその名を呼んだスノウは現れるのか、想像をしながらアニメ本編とコミカライズ作品である『ブラスレイター　ジェネティック』（秋田書店）をご覧らんになってお待ち下さい。

　私は皆さんの期待に応こたえるべく、鋭えい意い執筆中です。

　それでは皆さん、また秋にお会いしましょう。

　百瀬千代でした。
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